
　「日進月歩」とまでは申しませんが、歴史学や考古
学などの研究者の日々の取組によって、日本の歴史
像は描き直されてきました。132年の伝統のある学会
誌『史学雑誌』の回顧と展望に見るように、膨大な
数の研究論文が毎年発表されています。この不断の
学問の営みの中から、新しい歴史像が学会の共有財
産として認識され、やがて定着するようになると、
それが教科書に反映されて、今回のような大きな改
訂の機会に、書き直されることになります。
　日本の歴史像は、多数の出版社によって書籍など
のかたちで社会に伝えられていきます。歴史学は社
会と結びつきやすい特色をもっていますが、それは
中学・高校生の時に日本史を広く学んだ人たちが、
その後も関心を持続していくからだと思います。
　高校の教室で生徒たちに日本史の授業を担当する
先生方の役割は、歴史学に裏付けられた共通の日本
史像を、教科書を通して次の世代に認識してもらう
ところにあります。教科書の改訂は、現場の先生方
に負担を掛けることになります。かつて、教育現場
に週１日の研修日があり、教材研究などに余裕の時
間をもてた頃とは異なり、現在の厳しい環境の中で
教材研究に時間を割くことは容易ではないと思いま
すが、是非、新しくなった『詳説日本史』を活用し
ていただければと考えます。
　歴史学という基礎の学問から始まり、次世代の歴
史認識を形成する高校の現場まで、一貫した流れの
最後をしめくくる、高校の先生方に大いなる期待を
しています。

　新型コロナウイルス感染症の流行にともなう予期
せぬ社会の変動によって、人々の暮らしが大きく左
右されました。そしてそれへの対応は、国や自治体
に頼るだけではなく、自らの責任で考えなくてはな
らないことが痛感されました。産業の国際競争力も
一時の勢いを失い、実業界でも若手に対して、指示
を待つだけではなく自ら考える力を強く期待する時
代を迎えています。
　そのような中で、新たに登場した「日本史探究」
という科目では、歴史について、調べ、まとめ、考
察し、さらによりよい社会の実現を視野に課題を探
究することなどの主体的な活動を通じて、自分で根
拠を確認した情報に基づいて自ら考える力を養うこ
とが求められています。それは、考える力を養うと
ともに、先人たちが犠牲をはらいながら積み重ねて
きた貴重な経験を現代の社会に生かす学習であり、
それを通じて、改めて歴史を学ぶ意味の大きさを理
解することも期待されます。
　この教科書は『詳説日本史』の長年の蓄積を生か
しながら、「日本史探究」の目標を達成しようとする
ものです。各時代の特質を理解するのにふさわしい
厳選した史資料を取り上げた「歴史資料と○○の展
望」、あるいは、本文横や章末の数多くの問いにより、
様々なかたちで探究の入り口や手がかりを示すとと
もに、本文は問題意識をもっての学習に対応できる
丁寧な叙述となっています。この教科書で、知識を
身に付けるだけではなく、歴史に学んで考える力を
身に付けてもらいたいと思います。

◦�本文を重視し、「原始・古代」「中世」「近世」「近代・現代」の各時代、政治・外交・経済・文化などの
各分野について、網羅的にバランスよく記述しました。
◦�歴史的なできごとの背景や因果関係が理解しやすくなるように、論理的な記述を心掛けました。充実し
た内容で、思考力・判断力・表現力を働かせるための基礎知識を獲得できます。

◦�考察を深め、歴史を探究するための史資料を数多く掲載しました。また、教科書の判型を大きくし(A5
判→B5変型判)、写真・図版を大きく・見やすく掲載しました。
◦�歴史叙述の基礎となる文字資料のほか、当時の様子を推測するための図版・写真や、数値から時代背景
を考察できる統計資料などを豊富に取り入れています。
◦�「歴史資料と○○の展望」では、多様な史資料を取り上げ、生徒が多角的に考察できるよう、工夫して
います。

◦�各章の冒頭では導入文と合わせて、その章の学習上の視点となる問いかけを提示し、各章の章末では「ま
とめ」の問いを設けてその章の学習を振り返り、考察できるようにしています。
◦�本文を読む際の着眼点となるように、また様々な角度から歴史を捉えられるように、随所に問い(Q)を
設けました。また、史資料に関連した「読みといてみよう」では、解釈・説明・論述をうながす問いか
けをしています。
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●図版（写真） 363点
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●グラフ・図  147点 

（グラフ45＋系図18＋図50＋表34）
●文字資料 87点
●2次元コード 23点

各時代・各分野をバランスよく記述、
充実した内容。1

探究活動に取り組みやすい大きな図版、
豊富な史資料。2

時代の特色をつかむ多様な問いかけ。3
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「日本史B」版と「日本史探究」版の対照表
「日本史B」版 「日本史探究」版　青字は章・節・小見出しのタイトル変更など。

詳説日本史

章・節 小見出し 章・節 小見出し 備考

1章　日本文化のあけぼの
A　原始・古代の日本と東アジア
⑴黎明期の日本列島と歴史的環境
1章　日本文化のあけぼの

第1節
文化の始まり

日本列島と日本人 第1節
文化の始まり

日本列島と日本人
旧石器時代人の生活 旧石器時代人の生活
縄文文化の成立 縄文文化の成立 ◀縄文時代や弥生時代の始まり

の記述を、C14年代測定などを
ふまえて変更(パンフレットp.13
参照）。

縄文人の生活と信仰 縄文人の生活と信仰
第2節
農耕社会の成立

弥生文化の成立 第2節
農耕社会の成立

弥生文化の成立
弥生人の生活 弥生人の生活
小国の分立 小国の分立
邪馬台国連合 邪馬台国連合

⑵歴史資料と原始・古代の展望
①古代社会と海外との交流　②木簡から古代国家を探る ◀新課程での新ページ。
⑶古代の国家・社会の展望と画期（歴史の解釈、説明、論述）
2章　古墳とヤマト政権

第3節
古墳とヤマト政権

古墳の出現とヤマト政権 第1節
古墳文化の展開

古墳の出現とヤマト政権
前期・中期の古墳 前期・中期の古墳
東アジア諸国との交渉 東アジア諸国との交渉
大陸文化の受容 大陸文化の受容
古墳文化の変化 後期の古墳
古墳時代の人びとの生活 古墳時代の人々の生活
古墳の終末 ヤマト政権と政治制度 ◀入れ替え。
ヤマト政権と政治制度 古墳の終末 ◀入れ替え。

2章　律令国家の形成
第1節
飛鳥の朝廷

東アジアの動向とヤマト政権の発展 第2節
飛鳥の朝廷

東アジアの動向とヤマト政権の発展
飛鳥の朝廷と文化 飛鳥の朝廷と文化

3章　律令国家の形成
第2節
律令国家への道

大化改新 第1節
律令国家への道

大化改新
律令国家への道 天智天皇・天武天皇
白鳳文化 律令の成立と「日本」
大宝律令と官僚制 官僚制
民衆の負担 民衆の負担

第3節
平城京の時代

遣唐使 第2節
平城京の時代

遣唐使
奈良の都平城京 奈良の都平城京
地方官衙と「辺境」 地方の統治と蝦夷・隼人
藤原氏の進出と政界の動揺 藤原氏の進出と政界の動揺
民衆と土地政策 民衆と土地政策

第4節
天平文化

第3節
律令国家の文化

白鳳文化 ◀白鳳文化を移動。
天平文化と大陸 天平文化と大陸
国史編纂と『万葉集』 国史編纂と『万葉集』
国家仏教の展開 国家仏教の展開
天平の美術 天平の美術

第5節
平安王朝の形成

平安遷都と蝦夷との戦い 第4節
律令国家の変容

平安遷都と蝦夷との戦い
平安時代初期の政治改革 平安時代初期の政治改革
地方と貴族社会の変貌 地方と貴族社会の変容
唐風文化と平安仏教 唐風文化と平安仏教
密教芸術 密教芸術

3章　貴族政治と国風文化 4章　貴族政治の展開
第1節
摂関政治

藤原氏北家の発展 第1節
摂関政治

藤原氏北家の発展 ◀「藤原氏北家の発展」は3つの
小見出しに分割。摂政・関白のはじまり

延喜・天暦の治
摂関政治 摂関政治
国際関係の変化 国際関係の変化

第2節
国風文化

国文学の発達 第2節
国風文化

国文学の発達
浄土の信仰 浄土の信仰
国風美術 国風美術
貴族の生活 貴族の生活

第3節
地方政治の展開と武士

受領と負名 第3節
地方政治の展開と武士

受領と負名
荘園の発達 荘園の発達
地方の反乱と武士の成長 地方の反乱と武士の成長 ◀「源氏の進出」の小見出しと

一体化。前九年合戦・後三年合
戦は中世へ。

源氏の進出

4章　中世社会の成立
B　中世の日本と世界
⑴中世への転換と歴史的環境
5章　院政と武士の躍進

第1節
院政と平氏の台頭

第1節
院政の始まり

日本列島の大きな変化 ◀冒頭に小見出しを追加して、
前の時代からの変化の大きな流
れを記述。
◀前九年合戦・後三年合戦は、こ
の小見出しに追加。

延久の荘園整理令と荘園公領制 延久の荘園整理令と荘園公領制
院政の開始 院政の開始
院政期の社会 第2節

院政と平氏政権
院政期の社会

保元・平治の乱 保元・平治の乱
平氏政権 平氏政権 ◀平氏政権のうち日宋貿易や大

和田泊の記述はここで扱う。院政期の文化 院政期の文化
⑵歴史資料と中世の展望
絵画から中世社会を探る ◀新課程での新ページ。
⑶中世の国家・社会の展開と画期（歴史の解釈、説明、論述）
6章　武家政権の成立

第2節
鎌倉幕府の成立

源平の争乱 第1節
鎌倉幕府の成立

源平の争乱 ◀徳子入内、安徳天皇即位の平
氏政権の全盛期はここで扱う。鎌倉幕府 鎌倉幕府

幕府と朝廷 幕府と朝廷

章・節 小見出し 章・節 小見出し 備考
第3節
武士の社会

北条氏の台頭 第2節
武士の社会

北条氏の台頭
承久の乱 承久の乱
執権政治 執権政治
武士の生活 武士の生活
武士の土地支配 武士の土地支配

第4節
蒙古襲来と幕府の衰退

蒙古襲来 第3節
モンゴル襲来と
幕府の衰退

モンゴル襲来
蒙古襲来後の政治 モンゴル襲来後の政治
琉球とアイヌの動き 琉球とアイヌの動き
社会の変動 社会の変動
幕府の衰退 幕府の衰退

第5節
鎌倉文化

鎌倉文化 第4節
鎌倉文化

鎌倉文化
鎌倉仏教 鎌倉仏教
中世文学のおこり 中世文学のおこり
芸術の新傾向 美術の新傾向

5章　武家社会の成長 7章　武家社会の成長
第1節
室町幕府の成立

鎌倉幕府の滅亡 第1節
室町幕府の成立

鎌倉幕府の滅亡
建武の新政 建武の新政
南北朝の動乱 南北朝の動乱
守護大名と国人一揆 守護大名と国人一揆
室町幕府 室町幕府
東アジアとの交易 東アジアとの交易
琉球と蝦夷ヶ島 琉球と蝦夷ヶ島

第2節
幕府の衰退と
庶民の台頭

惣村の形成 第2節
幕府の衰退と
庶民の台頭

惣村の形成
幕府の動揺と土一揆 幕府の動揺と土一揆
応仁の乱と国一揆 応仁の乱と国一揆
農業の発達 農業の発達
商工業の発達 商工業の発達

第3節
室町文化

室町文化 第3節
室町文化

文化の融合 ◀小見出し名を変更(パンフレッ
トp.13参照）。南北朝文化 動乱期の文化

北山文化 室町文化の成立
東山文化 室町文化の展開
庶民文芸の流行 庶民文芸の流行
文化の地方普及 文化の地方普及
新仏教の発展 新仏教の発展

第4節
戦国大名の登場

戦国大名 第4節
戦国大名の登場

戦国大名
戦国大名の分国支配 戦国大名の分国支配
都市の発展と町衆 都市の発展と町衆

6章　幕藩体制の確立
C　近世の日本と世界
⑴近世への転換と歴史的環境
8章　近世の幕開け

第1節
織豊政権

ヨーロッパ人の東アジア進出 第1節
織豊政権

近世への転換 ◀冒頭で、前の時代からの変化
の大きな流れを記述（パンフレッ
トp.13参照）。

銀の交易と鉄砲伝来
南蛮貿易とキリスト教 キリスト教と南蛮貿易
織田信長の統一事業 織田政権
豊臣秀吉の全国統一 豊臣秀吉の全国統一
検地と刀狩 豊臣政権の土地・身分政策
秀吉の対外政策と朝鮮侵略 対外政策と侵略戦争

第2節
桃山文化

桃山文化 第2節
桃山文化

桃山文化
桃山美術 美術と風俗
町衆の生活 芸能の新展開
南蛮文化 国際的な文化の交流

⑵歴史資料と近世の展望
生類憐みの令からみる江戸時代の社会の変化 ◀新課程での新ページ。
⑶近世の国家・社会の展開と画期（歴史の解釈、説明、論述）
9章　幕藩体制の成立と展開

第3節
幕藩体制の成立

江戸幕府の成立 第1節
幕藩体制の成立

江戸幕府の成立
幕藩体制 幕藩体制
幕府と藩の機構 幕府と藩の機構
天皇と朝廷 天皇と朝廷
禁教と寺社 禁教と寺社
江戸時代初期の外交 江戸時代初期の外交
鎖国政策 鎖国政策
長崎貿易 長崎貿易
朝鮮と琉球・蝦夷地 朝鮮と琉球・蝦夷地
寛永期の文化 寛永期の文化

第4節
幕藩社会の構造

身分と社会 第2節
幕藩社会の構造

身分と社会
村と百姓 村と百姓
町と町人 町と町人
農業 農業
林業・漁業 林業・漁業
手工業・鉱山業 手工業・鉱山業
商業 商業

7章　幕藩体制の展開
第1節
幕政の安定

平和と秩序の確立 第3節
幕政の安定

平和と秩序の確立
元禄時代 元禄時代
正徳の政治 正徳の政治

第2節
経済の発展

農業生産の進展 第4節
経済の発展

農業生産の進展
諸産業の発達 諸産業の発達
交通の整備と発達 交通の整備と発達
貨幣と金融 貨幣と金融
三都の発展 三都の発展
商業の展開 商業の展開

第3節
元禄文化

元禄文化 第5節
元禄文化

元禄文化
元禄期の文学 元禄期の文学
儒学の興隆 儒学の興隆
諸学問の発達 諸学問の発達
元禄美術 元禄美術6 7
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日
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「日本史B」版と「日本史探究」版の対照表
詳説日本史

章・節 小見出し 章・節 小見出し 備考
8章　幕藩体制の動揺 10章　幕藩体制の動揺
第1節
幕政の改革

享保の改革 第1節
幕政の改革

享保の改革
社会の変容 社会の変容
一揆と打ちこわし 一揆と打ちこわし
田沼時代 田沼時代

第2節
宝暦・天明期の文化

宝暦・天明期の文化 第2節
宝暦・天明期の文化

宝暦・天明期の文化
洋学の始まり 洋学の始まり
国学の発達と尊王論 国学の発達と尊王論
生活から生まれた思想 生活から生まれた思想
儒学教育と学校 儒学教育と学校
文学と芸能 文学と芸能
絵画 絵画

第3節
幕府の衰退と
近代への道

寛政の改革 第3節
幕府の衰退と
近代への道

寛政の改革
鎖国の動揺 鎖国の動揺
文化・文政時代 文化・文政時代
大塩の乱 大塩の乱
天保の改革 天保の改革
経済の変化 経済の変化
朝廷と雄藩の浮上 朝廷と雄藩の浮上

第4節
化政文化

化政文化 第4節
化政文化

化政文化
学問・思想の動き 学問・思想の動き
教育 教育
文学 文学
美術 美術
民衆文化の成熟 民衆文化の成熟

9章　近代国家の成立
Ｄ　近現代の地域・日本と世界
⑴近代への転換と歴史的環境
11章　近世から近代へ

第1節
開国と幕末の動乱

開国 第1節
開国と幕末の動乱

内憂外患への対応 ◀冒頭で、前の時代からの変化
の大きな流れを記述。開港とその影響 ペリー来航と対外方針の模索

公武合体と尊攘運動 開港とその影響
倒幕運動の展開 公武合体と尊攘運動
幕府の滅亡 第2節

幕府の滅亡と新政府の発足
幕府の滅亡

幕末の科学技術と文化 戊辰戦争と新政府の発足
第2節
明治維新と富国強兵

戊辰戦争と新政府の発足 幕末社会の動揺と変革
⑵歴史資料と近代の展望
①五箇条の誓文と国是　②貿易の変遷から見る日本の近代・現代 ◀新課程での新ページ。
⑶近現代の地域・日本と世界の画期と構造
12章　近代国家の成立

廃藩置県 第1節
明治維新と富国強兵

廃藩置県
四民平等 四民平等
地租改正 地租改正
殖産興業 殖産興業
文明開化 文明開化
明治初期の対外関係 明治初期の対外関係
新政府への反抗 政府への反抗

第3節
立憲国家の成立と
日清戦争

自由民権運動 第2節
立憲国家の成立

自由民権運動
松方財政 ◀松方財政は14章の冒頭へ。

◀松方財政の影響には触れるが、
内容については、14章の冒頭へ。

民権運動の再編 自由民権運動の再編
憲法の制定 憲法の制定
諸法典の編纂 諸法典の編纂
初期議会 初期議会

13章　近代国家の展開
条約改正 第1節

日清・日露戦争と国際関係
条約改正

朝鮮問題 朝鮮問題
日清戦争と三国干渉 日清戦争と三国干渉

第4節
日露戦争と国際関係

立憲政友会の成立 立憲政友会の成立
中国分割と日英同盟 列強の中国進出と日英同盟
日露戦争 日露戦争
日露戦争後の国際関係 韓国併合 ◀「日露戦争後の国際関係」の

小見出しを「韓国併合」「満洲へ
の進出」の2つに分割。

満洲への進出
桂園時代 桂園時代

第5節
近代産業の発展

産業革命 第2節
第一次世界大戦と日本

大正政変 ◀明治～大正の政治・外交の記
述をひと続きに。紡績・製糸・鉄道 第一次世界大戦

重工業の形成 日本の中国進出
農業と農民 政党内閣の成立
社会運動の発生 第3節　ワシントン体制 パリ講和会議とその影響

第6節　近代文化の発達 明治の文化 ワシントン会議と協調外交
思想と信教 社会運動の勃興 ※社会運動の勃興のうち労働運

動（現行p.329）は14章へ。教育の普及 普選運動と護憲三派内閣の成立
科学の発達 14章　近代の産業と生活
ジャーナリズムと近代文学 第1節　近代産業の発展 通貨と銀行 ◀産業革命の前提の中で、松方

財政について触れる。明治の芸術 産業革命
生活様式の近代化 紡績と製糸

10章　二つの世界大戦とアジア 鉄道と海運 ◀明治～大正の経済・社会・文
化の記述をひと続きに。第1節

第一次世界大戦と日本
大正政変 重工業の形成
第一次世界大戦 農業と農民
日本の中国進出 労働運動の進展 ◀社会運動の勃興のうち労働運

動（現行p.329）はここに。
※ジャーナリズム(現行p.312)、
啓蒙主義や政教社(現行p.308）
は12章の「自由民権運動の再編」
(p.249)へ移動。

大戦景気 第2節　近代文化の発達 明治の文化と宗教
政党内閣の成立 教育の普及

第2節
ワシントン体制

パリ講和会議とその影響 科学の発達
ワシントン会議と協調外交 近代文学
社会運動の勃興 明治の芸術
普選運動と護憲三派内閣の成立 生活様式の近代化

章・節 小見出し 章・節 小見出し 備考
第3節
市民生活の変容と大衆文化

大戦景気
第3節
市民生活の変容と大衆文化

都市化の進展と市民生活 都市化の進展と市民生活
大衆文化の誕生 大衆文化の誕生
学問と芸術 学問と芸術

15章　恐慌と第二次世界大戦
第4節
恐慌の時代

戦後恐慌から金融恐慌へ 第1節
恐慌の時代

戦後恐慌から金融恐慌へ
社会主義運動の高まりと積極外交への転換 社会主義運動の高まりと積極外交への転換
金解禁と世界恐慌 金解禁と世界恐慌
協調外交の挫折 協調外交の挫折

第5節
軍部の台頭

満洲事変 第2節
軍部の台頭

満洲事変
政党内閣の崩壊と国際連盟からの脱退 政党内閣の崩壊と国際連盟からの脱退
恐慌からの脱出 恐慌からの脱出
転向の時代 転向の時代
二・二六事件 二・二六事件

第6節
第二次世界大戦

三国防共協定 第3節
第二次世界大戦

三国防共協定
日中戦争 日中戦争
戦時統制と生活 戦時統制と生活
戦時下の文化 戦時下の文化
第二次世界大戦の勃発 第二次世界大戦の勃発
新体制と三国同盟 新体制と三国同盟
太平洋戦争の始まり 太平洋戦争の始まり
戦局の展開 戦局の展開
国民生活の崩壊 国民生活の崩壊
敗戦 敗戦

11章　占領下の日本 16章　占領下の日本
第1節
占領と改革

戦後世界秩序の形成 第1節
占領と改革

戦後世界秩序の形成
初期の占領政策 初期の占領政策
民主化政策 民主化政策
政党政治の復活 政党政治の復活
日本国憲法の制定 日本国憲法の制定
生活の混乱と大衆運動の高揚 生活の混乱と大衆運動の高揚

第2節
冷戦の開始と講和

冷戦体制の形成と東アジア 第2節
冷戦の開始と講和

冷戦体制の形成と東アジア
占領政策の転換 占領政策の転換
朝鮮戦争と日本 朝鮮戦争と日本
講和と安保条約 講和と安保条約
占領期の文化 占領期の文化

12章　高度成長の時代 17章　高度成長の時代
第1節
55年体制

冷戦構造の世界 第1節
55年体制

冷戦構造の世界
独立回復後の国内再編 独立回復後の国内再編
55年体制の成立 55年体制の成立
安保条約の改定 安保条約の改定
保守政権の安定 保守政権の安定

第2節
経済復興から高度成長へ

朝鮮特需と経済復興 第2節
経済復興から高度成長へ

朝鮮特需と経済復興
高度経済成長 高度経済成長
大衆消費社会の誕生 大衆消費社会の誕生
高度成長のひずみ 高度経済成長のひずみ

13章　激動する世界と日本 18章　激動する世界と日本
第1節
経済大国への道

ドル危機と石油危機 第1節
経済大国への道

ドル危機と石油危機
高度経済成長の終焉 高度経済成長の終焉
経済大国の実現 経済大国の実現
バブル経済と市民生活 バブル経済と市民生活

第2節
冷戦の終結と日本社会の
変容

冷戦から地域紛争へ 第2節
冷戦の終結と日本社会の
変容

冷戦から地域紛争へ
55年体制の崩壊 55年体制の崩壊
平成不況下の日本経済 平成不況下の日本経済
現代の諸課題　 現代の諸課題　

⑷現代の日本の課題の探究
日本における自然災害の歴史 ◀新課程での新ページ。

●�縄文時代や弥生時代の始まりの記述を、Ｃ14年代測定などをふ
まえて変更しました。

教科書p.9　4～8行目
　こうした自然環境の変化に対応して、人々の生活も大きくかわ
り、日本列島に縄文文化が成立した。この文化は約1万6000年前
から、水稲農耕をともなう弥生文化が始まる約2800～2500年前
頃までの期間にわたるが（縄文時代）、とくに温暖化が顕著になる
約1万1700年前以降に発展した。
教科書p.13　8～13行目
　縄文文化が終末を迎えた紀元前8 世紀頃、朝鮮半島に近い九州
北部で水田による米づくりが開始され、紀元前5～前4世紀頃に東
日本にも広まった。北海道と南西諸島を除く日本列島で、水稲耕
作を基礎とする農耕文化が形成されてから、古墳がつくられるよ
うになる3世紀半ばまでを弥生時代と呼び、その文化を弥生文化
と呼んでいる。
●室町文化の記述を変更しました。
教科書p.125　注6
❻室町時代の文化は、3代将軍足利義満の頃の文化を「北山文化」、
8代将軍義政の頃の文化を「東山文化」と呼んで区別することが
多い。しかし、両文化に挟まれた4代将軍義持・6代将軍義教の頃
にもすぐれた著作物や美術作品が数多く出ていることから、実際
には両文化は強い連続性をもっていたといえる。そこで、ここで

は室町時代の文化を一貫したものとしてとらえ、「室町文化」と
呼んでいる。
●近世の冒頭は、銀の交易から書き始めました。
教科書p.138　7～14行目・20～27行目
近世への転換　戦国大名が列島各地に割拠していた16世紀半ば、
日本では銀が大増産され、また海上航路でアジア交易に参入して
きたヨーロッパ人によって鉄砲やキリスト教が伝えられた。国際
的な交易の活性化や外来の技術・思想にどのように対応するかが、
為政者たちに問われる時代となった。以後、有力な大名による領
国の統合が急速に進み、……
銀の交易と鉄砲伝来　1530年代以降、石見銀山などで、朝鮮か
ら伝わった灰吹法という新しい精錬技術が導入され、銀が大幅に
増産された。中国の明は16世紀になると税の銀納化を進めていた
ので、日本産の銀が大量に中国に流入した。その対価として中国
産の生糸などが日本にもたらされ、日中間の貿易が活発になった。
しかし、明は民間の貿易を認めない海禁政策を続けていたため、
その取締りに対抗して武装した中国人を中心とする密貿易商人（後
期倭寇）が活躍した。
●明治～大正時代の政治・外交の分野と経済・社会・文化の分野
を、それぞれ続けて記述しました。
●各時代の最初の章は、前の時代からの転換を意識した記述にし
ました。

おもな変更箇所の例
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英　フランス：仏　ドイツ：独　オーストリア：墺　イタリア：伊　オランダ：蘭　ソヴィエト社会主義共和国連邦：ソ〕

目次

原始・古代 中世第II部第I部

詳
説
日
本
史

目次と配当時間例
詳説日本史

A

（1）

（2）

（3）

B C D

各時代(部)が学習指導要領の大項目A～Dに当たります。
各部は学習指導要領の中項目(1)～(3)で構成されています。

（4）

２次元コードから、より深
い理解に役立つ動画や、細
部を確認するための拡大画
像、紙面掲載部分以外の文
字資料などを見られるよう
にしています。

干支、時刻と方位、度量衡
のページを設けました。

各時代・各分野を
バランスよく
構成しています。

学習指導要領の中項目(4)は大項目Dの
最後に入ります。

配当時間例
（月／時数）

4
月

5
月

6
月

7
月

9
月

10
月

11
月

12
月

1
月

2
月

3
月

3

2

6

8

3

2

11

8

3

2

5

6

6

7

4

4

3

2

4

2

4

6

4

10 11
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1 院政の始まり

日本列島の大きな変化
11世紀の後半、朝廷では政治の転換期を

迎えた。天皇家や摂関家・大寺社は、諸

国からの税収が不安定になる中、荘園の拡大をはかった。しかし、荘

園の増加により、支配する公
こう

領
りょう

（国
こく

衙
が

領）を圧迫された国
こく

司
し

は、荘園

の不
ふ

入
にゅう

の権利を取り消すなどの荘園整理をおこなったため、対立が

深まった。

　地方では豪
ごう

族
ぞく

や開
かい

発
はつ

領
りょう

主
しゅ

として力をのばしてきた武士の成長が

著
いちじる

しく、貴族や大寺社と結びついて私領の拡大をはかった。なかで

も東日本での反乱を機に、源
げん

氏
じ

の武士が奥
おう

州
しゅう

に勢力を広げた。九州

では、大陸との交通が盛んになり、日
にっ

宋
そう

貿易の窓口である博
は か た

多の周辺

には、大寺社や上級貴族が進出していった。

延久の荘園整理令と荘園公領制
関
かん

白
ぱく

の藤原頼
より

通
みち

に皇位継承を抑

えられてきた後
ご

三
さん

条
じょう

天皇は、

即位すると、ときの摂
せっ

政
しょう

・関白を外
がい

戚
せき

としないこともあって、新た

な政治を進めた。天皇は摂関政治の弊害

をみて成長してきたため、大
おお

江
えの

匡
まさ

房
ふさ

らの

学識にすぐれた人材を登用し、荘園の増

加により公領が圧迫されているとして、

1069（延
えん

久
きゅう

元）年に延久の荘園整理令を

出した❶。

　天皇は整理の審査を地方の国司にゆだ

ねず、中央に記
き

録
ろく

所
しょ

（記録荘園券
けん

契
けい

所
じょ

）を

→ p.64

位 1068 〜 72

1041 〜 1111

❶荘園整理令は醍
だい

醐
ご

天皇の
902（延

えん

喜
ぎ

2 ）年が最初（→p.69）

で、その後1045（寛
かん

徳
とく

2 ）年に
も新たに成立した荘園を停止
するなどしばしば出されたが、
整理令の実施は国司にゆだね
られていたので不徹底であっ
た。また、後三条天皇は荘園
整理令を出すとともに枡

ます

の大
きさを一定にした。これは宣

せん

旨
じ

枡
ます

と称され、枡の基準とし
て太

たい

閤
こう

検
けん

地
ち
（→p.143）まで用い

られる一方、荘園では様々な
枡が用いられた。

大陸で宋
そう

、朝鮮半島に高
こう

麗
らい

が建てられた頃、日本では地方で武士が成長し、 荘
しょう

園
えん

が各
地に生まれ、中央で摂

せっ

関
かん

政治が停滞して院
いん

政
せい

が始まった。院政はどのように成立したの
だろうか。またその後、武士が台頭してくるきっかけは何だろうか。

院政と武士の躍進第5章

記
録
荘
園
券
契
所
の
設
置

　コ
ノ
後
三
条
位く

ら
い

ノ
御お

ん

時と
き

︑
︙
︙
延

久
ノ
記
録
所
ト
テ
ハ
ジ
メ
テ
ヲ
カ
レ
タ

リ
ケ
ル
ハ
︑
諸
国
七
道
ノ
所
領
ノ
宣 

旨･

官か
ん

符ぷ

❶
モ
ナ
ク
テ
公く

田で
ん

ヲ
カ
ス
ム

ル
❷
事
︑
一
天
四
海
ノ
巨こ

害が
い

ナ
リ
ト
キ

コ
シ
メ
シ
ツ
メ
テ
❸
ア
リ
ケ
ル
ハ
︑
ス

ナ
ハ
チ
宇う

治じ

殿
ノ
時
︑
一い

ち

ノ
所
ノ
御ご

領り
ょ
う
❹
御
領
ト
ノ
ミ
云い

い

テ
︑
庄
園
諸
国

ニ
ミ
チ
テ
受ず

領り
ょ
う

ノ
ツ
ト
メ
タ
ヘ
ガ
タ

シ
ナ
ド
云い
う

ヲ
︑
キ
コ
シ
メ
シ
モ
チ
タ
リ

ケ
ル
❺
ニ
コ
ソ
︒ 

（『
愚ぐ

管か
ん

抄し
ょ
う

』）

❶
宣
旨
・
官
符
と
も
天
皇
の
命
令
を
受
け
て

太だ
い

政じ
ょ
う

官か
ん

か
ら
出
さ
れ
る
文
書
︒
❷
横
領
す

る
︒
❸「
ツ
メ
テ
」は「
詰
め
て
」︑
ず
っ
と
聞

い
て
き
て
の
意
︒
❹「
一
ノ
所
」と
は「
摂
関

家
」の
こ
と
で
︑
摂
関
家
領
の
意
︒
❺
聞
き

入
れ
︑
用
い
ら
れ
た
︒
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❷石
いわ

清
し

水
みず

八
はち

幡
まん

宮
ぐう

領では、34カ
所の荘園のうち21カ所だけが
認められ、残りの13カ所の権
利は停止された。

❸名主はおもに米・絹
けん

布
ぷ

など
でおさめる年貢のほか、糸・
炭・野菜など手工業製品や特
産物を納入する公事、労役を
奉仕する夫役などを負担した。
これは、国司が名を請け負っ
た田堵に課税した官

かん

物
もつ

・臨
りん

時
じ

雑
ぞう

役
やく

の系統を引くものである。

❹院とは、もともと上皇の住
居のことで、のちには上皇自
身を指すようになった。

設け、荘園の所有者から提出された証拠書類（券契）と国司の

報告とをあわせて審査し、新しく立てられた荘園や書類不備

の荘園など、基準にあわない荘園を停止した❷。摂関家の荘

園も例外ではなく、この整理令はかなりの成果を上げた。

　荘園整理によって、貴族や寺社が支配する荘園と、公領と

の区別が明確になり、貴族や寺社は認められた荘園の整備を

進め、国司は公領を郡
ぐん

・郷
ごう

・保
ほ

などの新たな単位に再編成し、

支配下にある豪族や開発領主を、郡
ぐん

司
じ

・郷
ごう

司
じ

・保
ほう

司
じ

に任命して徴税を

請け負わせた。

　また、国司は田
た

所
どころ

・税
さい

所
しょ

などの国衙の行政機構を整え、代官とし

て派遣した目
もく

代
だい

の指揮のもとで在
ざい

庁
ちょう

官
かん

人
じん

に実務をおこなわせた。

　これに応じて在庁官人や郡司らは、武士として公領をみずからの領

地のように管理し、荘園領主に寄
き

進
しん

したため、かつての律
りつ

令
りょう

制度の

もとで国・郡・里（郷）など上下の区分で構成されていたものが、荘園

と公領（郡・郷・保）が並立する体制（荘園公領制）へと変化していった。
　整備された荘園や公領では、耕地の大部分が名

みょう

に編成されて負
ふ

名
みょう

（田
た

堵
と

）などの有力な農民に割り当てられ、田堵らは名の請負人として

の立場から、しだいに権利を強めて名
みょう

主
しゅ

と呼ばれるようになった。

名主は、名を下
げ

人
にん

などの隷
れい

属
ぞく

農民や作
さく

人
にん

と呼ばれる農民などに耕作さ

せながら、年
ねん

貢
ぐ

・公
く

事
じ

・夫
ぶ

役
やく

など❸を領主におさめた。

院政の開始
11世紀半ば、陸

む

奥
つ

北部では豪族安
あ

倍
べ

氏が国司と

争う中で、 源
みなもとの

頼
より

義
よし

が子の義
よし

家
いえ

とともに東国

の武士を率いて安倍氏と戦い、出
で

羽
わ

の豪族清
きよ

原
はら

氏の助けを得て、

安倍氏を滅ぼした（前
ぜん

九
く

年
ねん

合戦）。
　その後、陸奥・出羽両国で大きな勢力を得た清原氏一族に内紛

がおこり、陸奥守であった源義家が介入し、藤原（清原）清
きよ

衡
ひら

を助

けて内紛を制圧した（後
ご

三
さん

年
ねん

合戦）。
　こうした武士の力に目をつけた白

しら

河
かわ

天皇は、成長が著しい武士
を登用し、父の後三条天皇にならって親

しん

政
せい

をおこなった。1086

（応
おう

徳
とく

3 ）年に幼少の堀
ほり

河
かわ

天皇に位をゆずると、みずから上
じょう

皇
こう

（院
いん

）❹として院
いんの

庁
ちょう

を開き、天皇を後
こう

見
けん

しながら政治の実権を握

（ほし）

→ p.71

→ p.70

→ p.70

988〜1075 1039〜 1106

1051〜 62

1056〜 1128

1083〜 87

位 1072〜 86

位 1086〜 1107

荘

　
園

公

　
領

荘
公
領
主

在
地
領
主

朝廷 本家

領家

預所

預所代在庁官人

目代

国司

下司・公文郡司・郷司・保司

下人・所従

名主・百姓（田堵）
げ  にん しょじゅう

げ　し く  もん

あずかりどころもく だい

せ
い  

わ

よ
し
ち
か

よ
し
く
に

た
め
よ
し

よ
し
し
げ

よ
し
や
す

に
っ
た

あ
し
か
が

よ
し
と
も

よ
し
か
た

よ
り
と
も

よ
し
な
か

き

　そ

た
め
と
も

ゆ
き
い
え

さ
だ
ず
み

つ
ね
も
と

み
つ
な
か

よ
し
み
つ

よ
り
み
つ

よ
り
ま
さ

清
和
天
皇

義
親

義
国

為
義

義
重（
新
田
氏
祖
）

（
源
）

（
木
曽
）

義
康

義
朝

義
賢

頼
朝

義
仲

為
朝

行
家

（
足
利
氏
祖
）

貞
純
親
王

経
基

満
仲

頼
信

頼
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義
光

義
家

頼
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頼
政

よ
し
つ
ね

義
経
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荘園公領制の仕組み

源氏略系図（ 1）（→p.95）
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文化
政治

主
要
事
項

世界

鎌倉平安 南北朝 室町 戦国 安土・
桃山

1200
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ルネサンス

大航海時代
宗教改革

明
ムガル帝国

百年戦争
朝鮮

元
ティムール朝

十字軍
高麗

南宋
アッバース朝

オスマン帝国

平
氏
滅
亡

鎌
倉
幕
府
成
立

モ
ン
ゴ
ル
統
一

英
、
マ
グ
ナ

=

カ
ル
タ

承
久
の
乱

モ
ン
ゴ
ル
襲
来

鎌
倉
幕
府
滅
亡

建
武
の
新
政

室
町
幕
府
成
立

英
仏
百
年
戦
争

ロ
ー
マ
教
会
大
分
裂

南
北
朝
合
体

正
長
の
徳
政
一
揆

英
、
バ
ラ
戦
争

応
仁
の
乱

コ
ロ
ン
ブ
ス
、ア
メ
リ
カ
到
達

ル
タ
ー
、
宗
教
改
革

マ
ゼ
ラ
ン
、
世
界
周
航

イ
エ
ズ
ス
会
成
立

鉄
砲
伝
来

キ
リ
ス
ト
教
伝
来

英
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
一
世
即
位

室
町
幕
府
滅
亡

文
禄
・
慶
長
の
役

　12世紀から13世紀にかけて、ヨーロッパで封
ほう

建
けん

社会が転機を迎えた。 

11世紀末から始まった十字軍の活動は、ローマ教皇の権威を高めたものの、
封建社会を支えていた騎

き

士
し

階級の没落をうながした。その一方、十字軍の
輸送によりイタリア諸都市をはじめ各地の都市で商工業者の活動が盛んに
なった。
　こうした都市の活況を背景に、ルネサンスや宗教改革という精神面での
封建社会からの解放が進められ、さらに新天地を求める大航海時代の幕開
けとなり、ヨーロッパ文化圏の枠を一挙に取り払う結果になった。このよ
うな動きと呼応して、国王権の伸張がはかられ、14世紀から15世紀にかけ
てイギリス・フランスという近代国家の母体が形成され、イベリア半島で
もスペイン・ポルトガルが成立した。
　中国では、宋

そう

の建国当初から北方民族がしだいに優勢となった。その力
は遠く西方におよび、ヨーロッパからアジアにまたがる大帝国を建設した。
13世紀にはモンゴル人が中国全土の支配を完成して国号を元

げん

としたが、元
の支配は長くは続かず、約 1世紀後には明

みん

により漢
かん

民族の支配が回復し、
以後、江

こう

南
なん

の開発と商工業の発達がうながされた。
　同じ頃、イスラーム帝国は王朝の分裂と交

こう

替
たい

を繰り返すうちにモンゴル
の侵入を受けて崩壊した。一方で、イスラームとその文化は14～15世紀に
中央アジアを支配下においたティムール朝と、16世紀にインドに建国され
たムガル帝国を通して広まり、これらの地でイスラーム化が進んだ。
　世界の情勢がこのように推移する中で、日本では11世紀後半から武士
が成長し、院の権力（国王権）が伸長した。12世紀後半になると、武士によ
る政権が生まれた。武士は各地で荘園・公

こう

領
りょう

の支配権を貴族層から奪い、
しだいに武家社会を確立させていった。

中
世

第II部

852　院政と平氏政権

5

10

15

問 1　院政の登場は、貴族社会にどのような影響を与えただろうか。また、その理由は何だろうか。
問 2　摂関政治と院政には、どのような類似点と相違点があると考えられるだろうか。
問 3　 貴族政治の変容や武士の政治への関与などの観点から、中世の特徴について、古代とも比較して、問いを表

現してみよう。

第 5章のまとめ

島
しま

神社には、豪華な『平
へい

家
け

納
のう

経
きょう

』が伝わっており、平氏の栄華と貴族

性を物語っている。

　絵と詞
ことば

書
がき

を織りまぜて時間の進行を表現する絵
え

巻
まき

物
もの

は、この時代

には大
や ま と

和絵
え

の手法が用いられて発展した。『源氏物語絵巻』は貴族の需

要に応じて描かれ、『伴
ばん

大
だい

納
な

言
ごん

絵巻』は応
おう

天
てん

門
もん

の変に取材し、朝廷の年
ねん

中
じゅう

行
ぎょう

事
じ

を描いた『年中行事絵巻』とともに、院
いん

政
せい

の舞台となった京都

の姿を描いている。また『信
し

貴
ぎ

山
さん

縁
えん

起
ぎ

絵巻』は聖の生き方や風景・人物

をたくみに描き、『鳥
ちょう

獣
じゅう

人
じん

物
ぶつ

戯
ぎ

画
が

』は、動物を擬
ぎ

人
じん

化していきいきと

描いている。こうした絵巻物や『扇
せん

面
めん

古
こ

写
しゃ

経
きょう

』の下絵からは、この時

代の地方社会や庶民の生活をうかがうことができる。

→ p.62

厳島神社『平家納経』　平清盛は
安芸の厳島神社を平家一門の氏

うじ

神
がみ

とした。清盛は一門の繁栄の
ために法華経などの写経を奉納
した。（広島県）

『信貴山縁起絵巻』　12世紀の絵
巻。命

みょう

蓮
れん

という僧が鉢
はち

を飛ば
して長

ちょう

者
じゃ

（地方豪族）の倉を信
貴山まで運んだという話などを
描く。動的な線

せん

描
びょう

で庶民の生
活や風俗を描く。（飛

とび
倉
くら
の巻、部分、

朝
ちょう
護
ご
孫
そん
子
し
寺
じ
蔵、奈良県）

日本史探究では、「原始・古代」「中世」「近世」「近代・現代」の各時代の最初（1・5・8・
11章）に時代の転換を取り上げ、中学校の学習や、前の時代との比較などを通して考察し、

「時代を通観する問い」を表現することが求められています。

「原始・古代」「中世」「近世」「近代・
現代」の各時代（各部）の冒頭では、
世界史の展開と関連づけて、時代
の大きな流れを概観し、年表にも
まとめました。

時代を概観する部扉

章末には、まとめの問
いを設けています。各
時代の最初の章のまと
めの問いでは、「時代を
通観する問い」の表現を
うながします。

〇〇の転換と歴史的環境 
詳説日本史

学習指導要領 中項目（1）

詳
説
日
本
史

「原始・古代」「中世」「近世」「近代・現代」各
時代の最初の章では、時代の転換を意識し
た記述を入れています。

＊�大項目Aの中項目(1)は「黎明期の日本列島と歴史的環境」

12 13
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　木簡には、文書のほか、地方から京に運ばれ
る貢

こう

進
しん

物
もつ

に付けられた荷
に

札
ふだ

や、漢字の練習書き
に用いた習

しゅう

書
しょ

などがある。紙の文書は捺
なつ

印
いん

さ
れて正式の伝達手段となる一方、文書木簡も、
毎日の食料などの請求・支給など、木簡の方が
便利な場合に使われた。人・物・情報の移動を
そのままのかたちで伝える木簡からは、当時の
中央・地方の関係や役所の動きがわかり、あわ
せて下級官

かん

人
じん

たちの日常業務や地方の実情を知
ることができる。
　地方から都に進上された調

ちょう

・庸
よう
（→p.41）など貢

木簡から古代国家を探る
　古代には、文

もん

書
じょ

主義を特徴とする律
りつ

令
りょう

制
せい

のもとで、紙の文書とともに、木の
札に墨

ぼく

書
しょ

した木
もっ

簡
かん

が、情報伝達の手段として多く用いられた。平
へい

城
じょう

宮
きゅう

跡や平
城京の長

なが

屋
や

王
おう

邸宅跡をはじめ、地方でも大
だ

宰
ざい

府
ふ

（→p.39）・多
た

賀
が

城
じょう

（→p.45）ほかの役所
の遺跡などから、多数の木簡が出土している。木簡から古代の歴史をみてみよう。

歴史
資料

原始・古代の
展望②

と

進物の荷札木簡には、某
ぼう

国某郡某
郷のだれがどの税の品目をどれだ
けの量、いつ貢進したかが、地方
で書かれている。税とともに平城
宮で収納されたのち、宮内の役所
で最後に消費される際に、荷から
はずされて廃棄された経過をたど
っている。
　律令の税制では、米のほか、た
とえば「調

ちょう

雑
ぞう

物
もつ

」として鉄・鍬
くわ

・
塩や、 鰒

あわび

・堅
か つ お

魚・烏
い か

賊などの魚
貝類、 紫

むらさき

菜
のり

・ 海
め

藻・海
み る

松・
海
め か ぶ

藻根などの海
かい

藻
そう

類、 さらに
蕀
う に

甲贏・ 雑
くさぐさの

鮨
すし

・近
おう み

江鮒
ふな

・煮
に

塩
しおの

年
あ

魚
ゆ

・煮
に

堅
がつ お

魚などの多様な海水産
物が諸国から都に送られることに
なっていた。これら地方の特産品
食材が荷札木簡とともに平城宮に
集められて、天皇・貴族や下級官

人たちへの給食がおこなわれた。
　また、平城京の長屋王邸（→p.43）から出土した
長屋王家木簡には、貢進された食料の荷札木簡
（①）や、京近くの所領から食料を進上した文書
木簡（②、粕

かす

漬
づ

けの瓜
うり

などがみえる）などがある。
▶  木簡と紙の文書は、どのように使い分けられたの
だろうか。紙・木の素材の特徴から、考えてみよう。
また、荷札木簡と文書木簡の違いについて、形態
にも注目して、考えてみよう。

　諸国から平城宮に税として貢進された食料の
荷札木簡をみてみよう。丹

たん

波
ば

からの白米（③）、

①
長
屋
親
王
宮
鮑
大
贄
十
編

 

【
長
屋
王
家
木
簡
】長
さ
二
一
四
㎜
×
幅
二
六
㎜
×
厚
さ
四
㎜

③（
表
）丹
波
国
氷
上
郡
石
負
里
笠
取
直
子
万
呂
一
俵
納

　（
裏
）白
米
五
斗
　
和
銅
三
年
四
月
廿
三
日 

【
平
城
宮
木
簡
】一
九
九
㎜
×
二
一
㎜
×
六
㎜

　
　
　
　
加
須
津
毛
瓜
　
　
加
須
津
韓
奈
須
比
　
　
　

②
進
物
　
醤
津
毛
瓜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
右
種
物四
　
九
月
十
九
日

　
　
　
　
醤
津
名
我

 

【
長
屋
王
家
木
簡
】二
五
三
㎜
×
三
三
㎜
×
四
㎜

23木簡から古代国家を探る
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10

15

三
み

河
かわ

からのサメ（④）、上
かずさ

総・隠
お

岐
き

からのアワビ
（⑤⑥）などの食料が、贄

にえ

（天皇用の食料）や調と
して公民の負担（運

うん

脚
きゃく

、→p.41）などで貢進され、
宮内で消費されたのである。
▶  貢進物として多様な食料を都に集めなくてはなら
なかったのは、なぜだろうか。律令財政の仕組み
を考えてみよう。

▶  地方からの貢進物の荷札木簡を書いたのは、どの
ような人々だろうか。また、漢字文化は古代の地
方にどのように広まったのだろうか。

　律令国家の中央政府と地方の役所とのあい
だでは、何のためにどのような内容の文書や
木簡のやりとりがおこなわれたのだろうか。
仮説を立ててみよう。また、文書や木簡が果
たした機能や、地方における漢字文化の広が
りはどのようなものであったのかに着目して、
仮説を立ててみよう。

木簡の保存
　木簡は、水分を多く含んだ古代の遺構から出
土する、きわめて脆

ぜい

弱
じゃく

な遺物である。水漬け
のまま大切に扱いながら調査・研究されるとと
もに、保存処理がほどこされる。空気中でも安
定した状態となった木簡の中には、重要文化財
に指定された木簡もあり、さらに国宝となった
平城宮木簡もある。

木簡をくくりつけた荷物（想像図、三重県埋
まい
蔵
ぞう
文化財センター）

①～⑥は奈良文化財研究所蔵

④
参
河
国
播
豆
郡
析
嶋
海
部
供
奉
八
月
料
御
贄
佐
米
楚
割
六
斤

 

【
平
城
宮
木
簡
】二
九
七
㎜
×
二
五
㎜
×
五
㎜

⑤
上
総
国
安
房
郡
白
浜
郷
戸
主
日
下
マ

（
部
）床

万
呂
戸
白
髪
部
嶋
輸
鰒
調
陸
斤
　
参
拾
條

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
天
平
十
七
年
十
月

 

【
平
城
宮
木
簡
】三
六
四
㎜
×
二
四
㎜
×
四
㎜

　
　
　
　
　
　
　
佐
吉
郷
日
下
マ
止
々
利

⑥
隠
伎
国
海
部
郡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
養
老
七
年

　
　
　
　
　
　
　
調
鰒
六
斤 

【
平
城
宮
木
簡
】一
五
六
㎜
×
三
二
㎜
×
七
㎜
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『年
ねん

中
じゅう

行
ぎょう

事
じ

絵巻』（ 朝ちょう覲きん 行ぎょう幸こうの図、住吉家模本、田中家蔵）
　保
ほう

元
げん

の乱（1156年）後、乱で荒れた都の再生をはかった後
ご

白
しら

河
かわ

上皇（→p.81）

の命によって制作された、都とその周辺でおこなわれた年中行事を描く
絵巻である。場面は二

に

条
じょう

天皇が年頭のあいさつのため、父の後白河上
皇のいる法

ほう

住
じゅう

寺
じ

御
ご

所
しょ

に向かう行幸の様子が描かれている。
▶  行列のゆく都の大

おお
路
じ
、それをみつめる町中の人々の視線、住んでいる家の様

子にも注目しよう。そのうえで、上皇がどうしてこの場面を描かせたのかを考
えたい。『年中行事絵巻』には、ほかにどのような場面が描かれたのであろうか。

絵画から中世社会を探る
　中世には絵画が多く制作されたので、それらをみてゆく
と人々の動きやものの見方がうかがえる。ときに声や喧

けん

騒
そう

が伝わってくる。それぞれの絵画が何を目的にして描かれ
たのかを考えながら、目をこらし、人々の行動や背景とし
て描かれた風景に注目してみよう。
　ここでは、中世に一貫して政治や文化の中心であった京
都を描いた作品を並べたので、比較して時代の推移を考え
てみよう。

歴史
資料

中世の展望
と

武
士

釈
迦
堂

見み

世せ

棚だ
な

一
遍

87絵画から中世社会を探る
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『一
いっ

遍
ぺん

上
しょう

人
にん

絵
え

伝
でん

』
（巻 7、四

し
条
じょう

京
きょう

極
ごく
の釈
しゃ
迦
か
堂
どう
の図、東京国立博物館蔵）

　時
じ

宗
しゅう

を開いた一遍（→p.105）の生涯を14世紀
初めに描いた絵巻である。各地を遊

ゆ

行
ぎょう

しつ
つ念

ねん

仏
ぶつ

を勧めていた一遍は、京都に入って熱
狂的に迎えられた。
▶  踊念仏がおこなわれるのはどのような場所で、
どのような人々がどのような様子で集まってい
るのか注意してみてみたい。描かれている建物
が何であるか、通りをゆくのはどのような人か
についても考えてみよう。さらに、この場面の
前後には何が描かれているかを調べてみよう。

大
路
に
面
す
る
家
々

各
家
の
前
に
は
、

門か
ど

松ま
つ

が
立
て
ら
れ
て
い
る

四
条
大
路

四
条
大
橋

物も
の

見み

櫓
や
ぐ
ら

鴨か
も

川が
わ

祇ぎ

園お
ん

社し
ゃ

大お
お

鳥と
り

居い

八は
ち

条じ
ょ
う

坊ぼ
う

門も
ん

付
近
の

大
路

一遍上人絵伝
（巻 7）

　　詳しく

みてみよう
！
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　幕
ばく

末
まつ

1865（慶
けい

応
おう

元）年の輸出は生
き

糸
いと

が中心で、
茶がこれに続く。輸入では織物が大半を占め
る。欧米の産業革命の影響がはっきりとみら
れる。

　1885（明
めい

治
じ

18）年になると、輸入の首位が綿
めん

糸
し

になる。これは、国内のどのような変化を
反映しているのだろうか。また機械とともに、
砂糖や石油の輸入が増えているのは何を意味
しているのだろうか。

　1899（明治32）年には綿糸が輸出品に転じ、
その原料である綿花が輸入品の首位になって
いる。これは、何を意味しているのだろうか。

　1913（大
たい

正
しょう

2 ）年、第一次世界大戦直前に
は輸入品に米がみえる、グラフには表れない
が、明治の半ばまで米は輸出されることもあ
った。どうして輸出品から輸入品にかわった
のだろうか。

貿易の変遷からみる
日本の近代・現代
　1859年の開港により本格的に貿易が始まった。国際価格と、国内産業の状態を
反映する国内価格との差によって輸出入品が決まり、輸出産業は成長した。輸
入超過は金銀の流出をもたらして国を貧しくし、外国からの借り入れでこれをお
ぎなうことは、国の独立を危うくすると考えられた。そこで、輸出産業の振興と、
輸入品の国産化をはかる経済政策がとられた。輸出入については、関税を課す
ためにその数量が記録され、経済の状況を示す統計として利用されてきた。こ
れにより、それぞれの時期の産業の状況と経済政策の課題を考えてみよう。

歴史
資料

近代・現代の
展望②

と

5.8
6.3

7.0

7.1

33.5

40.3%輸入品

その他
綿糸

艦船

2.9 3.3

3.9

10.5

79.4%

輸出品

海産物 その他
蚕卵紙

茶

生糸 綿織物

毛織物
武器

1865年

その他

銅

砂糖

鉄類

石油
石炭

水産物

緑茶

生糸
綿糸

その他

綿織物
毛織物機械類

2936
万円

5.0
3.65.3

6.9

15.9

29.7

18.0

35.1%

17.7%

31.6

6.6
5.7

9.1
9.8

輸入品
3715
万円

輸出品

1885年

銅

砂糖

その他 生糸 綿花

綿糸

石油

その他

機械類
鉄類

綿織物毛織物絹織物石炭

37.0 40.2

4.24.1

3.7
7.1

5.4
8.1

13.3
8.0

28.2%29.1%

5.4
6.2

2億2040
万円

輸入品
2億1493
万円

輸出品

1899年

綿織物
銅

大豆・豆粕
砂糖

その他 生糸 綿花

綿糸

その他

機械類

鉄類

米絹織物

42.9 35.9

6.75.6
5.0

5.3
4.5

6.2
11.3 7.8

32.0%29.8%

7.0

6億3246
万円

輸出品

1913年

7億2943
万円

輸入品

（石井孝『幕末貿易史の研究』より作成）

（東洋経済新報社編『日本貿易精覧』より作成）

（東洋経済新報社編『日本貿易精覧』より作成）

（東洋経済新報社編『日本貿易精覧』より作成）
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　1935（ 昭
しょう

和
わ

10）年になると、綿織物が生糸
にかわって輸出の首位になるが、ほかの織物
も増加している。衣類や雑品（雑貨）の輸出が
多いこともあわせ、当時の日本の産業の国際
的な強みはどこにあったのか考えてみよう。
機械類の輸出が始まる一方で、輸入も続き、
また鉄や石油の輸入も比率を高めた。綿

めん

花
か

の
おもな輸入先がイギリス領インドで、生糸の
輸出先がアメリカ合衆国であったこととあわ
せ、これらの国々との関係の悪化や戦争が経
済・社会におよぼした影響を考えよう。

　1955（昭和30）年には生糸の輸出や、綿花輸
入と綿織物輸出という戦前の繊

せん

維
い

産業の復活
もみられるが、鉄鋼や船

せん

舶
ぱく

を含む機械が輸出
の上位にあり、産業構造の変化がうかがえる。
その背景や意味を考えてみよう。

　1975（昭和50）年には重化学工業化が進展し
ているが、繊維製品の輸出も続き、燃料や原
料、食料を輸入して工業製品を輸出する工業
国の姿がみえる。明治以来目立っていた繊維
製品の輸出は 5％である。

　2015（平成27）年には通信機器を含む電気機
器や医薬品を含む化学製品、一般機械も輸入
されるようになっており、同一品目内での国
際分業の進展が示されている。

　以上を通じて、近代・現代の日本の産業のあり方や課題がどのように変化
していったかを見通し、その中でどの時期の変化がもっとも大きな意味をも
ったかを自分なりに考え、そう考える理由を含めて仮説として述べてみよう。

1935年

19.8%

16.8

8.2
6.85.9

5.8
5.6

31.0
その他

生糸

綿織物

28.9%

6.46.2

37.5

7.8
9.8

その他

鉄

綿花

輸入品
24億7224
万円

石油

大豆・
豆粕3.4

機械類 羊毛

機械類
雑品
飲食物

衣類 絹・人絹織物

輸出品
24億9907
万円

12.3 11.2

11.4 8.0

7.7 6.6
6.8

5.3
4.7

4.0
5.9

3.8

33.1 37.4

12.9% 15.5%

輸出品 輸入品
7238 8897
億円 億円

その他

魚介類
3.3非鉄金属

3.0
金属製品

2.5生糸

4.7薬剤化学製品
衣類
人造繊維織物

綿織物

機械類

鉄鋼

その他

砂糖
大豆 羊毛

小麦

米

石油

綿花
1955年

鉄鉱石・鉄鋼くず

18.2%
34.0%

14.5

7.6
6.66.05.7

40.1
21.2

11.0

5.2

7.0

10.8 12.1

輸出品
16兆5453
億円

輸入品
17兆1700
億円

その他

穀物・同製品
石炭類 機械・輸送機器

金属鉱
金属くず

原油その他

電気機器

船舶 機械類

自動車

鉄鋼

1975年
繊維製品

化学工業
製品

20.5% 15.3%

19.14.9

17.6
10.3

27.7 10.4

9.9

9.0
8.97.0

4.4

35.0輸出品
75兆6139
億円

輸入品
78兆4055
億円

その他

化学製品

鉄鋼

電気機器

一般機械

自動車・
同部品 その他

液化天然ガス 食料品
衣類・同付属品 一般機械

化学製品

原油類

電気機器2015年

（大蔵省編『日本外国貿易年表』より作成）

（財務省『日本貿易年表』より作成）

（総務省統計局『日本の統計』などより作成）

（経済企画庁『年次経済報告』より作成）

詳
説
日
本
史

「歴史資料と原始・古代の展望」「歴史資料と中世の展望」「歴史資
料と近世の展望」「歴史資料と近代・現代の展望」では、諸資料を
活用し、各時代の最初の章（1・5・8・11章）で表現した「時代を通
観する問い」をふまえ、時代の特色について考察し、このあとの学
習に向けて時代を展望し、仮説を表現します。

歴史資料と〇〇の展望
詳説日本史

学習指導要領 中項目（2）

時代を展望するため、歴史資料として、遺物や文字資料、絵画、統計など
を取り上げました。また、資料を読み取り、それに基づいて考察し、仮説
を表現するきっかけとなるポイントを示しています。
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1 鎌倉幕府の成立

源平の争乱
平
へい

氏
し

一門の繁栄は、後
ご

白
しら

河
かわ

法
ほう

皇
おう

や院
いんの

近
きん

臣
しん

との対立

を招き、1177（治
じ

承
しょう

元）年には藤原成
なり

親
ちか

や僧の俊
しゅん

寛
かん

らが、京都郊外の鹿
しし

ヶ
が

谷
たに

で平氏打倒をはかり、失敗する事件がおこっ

た（鹿ヶ谷の陰
いん

謀
ぼう

）。そこで 平
たいらの

清
きよ

盛
もり

は1179（治承 3）年、

武力を背景に後白河法皇を鳥
と

羽
ば

殿
どの

に幽
ゆう

閉
へい

し、関
かん

白
ぱく

以下

多数の貴族を処罰し、官職を奪う強圧的手段で国家機

構のほとんどを手中におさめた。さらに翌年には高
たか

倉
くら

天皇の中
ちゅう

宮
ぐう

である娘徳
とく

子
こ

（建
けん

礼
れい

門
もん

院
いん

）の生んだ子を安
あん

徳
とく

天皇として即位させ、外
がい

戚
せき

の地位も手に入れた。

　ここに清盛の権力集中は頂点に達するかにみえたが、

かえって中央の貴族・大寺院や地方の武士団のあいだ

で平氏の専制政治に対する不満が高まった。

　この情勢をみた後白河法皇の皇子以
もち

仁
ひと

王
おう

と、畿
き

内
ない

に

基盤をもつ源
げん

氏
じ

の 源
みなもとの

頼
より

政
まさ

は、平氏打倒の兵をあげ、

挙兵を呼びかける以仁王の命令（令
りょう

旨
じ

）が諸国の武士

に伝えられた。

　これに応じて、園
おん

城
じょう

寺
じ

（三
み

井
い

寺
でら

）や興
こう

福
ふく

寺
じ

などの僧
そう

兵
へい

が立ち上がり、つづいて伊
い

豆
ず

に流されていた源頼
より

朝
とも

や信
し な の

濃の木
き

曽
そ

谷
だに

にいた源義
よし

仲
なか

をはじめ、各地の武士団

が挙兵して、ついに内乱は全国的に広がり、 5年にわ

たって争乱が続いた（治
じ

承
しょう

・寿
じゅ

永
えい

の乱）。
　平氏は当初、都を福

ふく

原
はら

（神戸市）に移した。福原は近

1138〜 77 生没年不詳

→ p.82

1151〜 80

1104〜 80

1147〜 99

1154〜 84

12世紀末の内乱の中から、最初の本格的な武家政権である鎌
かま

倉
くら

幕
ばく

府
ふ

が誕生した。鎌倉幕
府は承

じょう

久
きゅう

の乱やモンゴル襲
しゅう

来
らい

を経て全国政権に成長するとともに、幕府に集
つど

った武
士たちも守

しゅ

護
ご

や地
じ

頭
とう

として全国に展開していった。武士の勢力拡大は、鎌倉時代の政治
や社会にどのような影響をもたらしたのだろうか。

武家政権の成立第6章

源平の争乱（月は陰暦による、＊印は幕府設立関係）

1177. 5  鹿ヶ谷の陰謀

1179. 11  平清盛、後白河法皇を幽閉

1180. 2  安徳天皇即位

5  以仁王・源頼政ら挙兵、敗死

6  福原遷都（11月には京都に戻す）

8  源頼朝挙兵、石橋山で敗れる

9  源義仲挙兵

10 ＊頼朝鎌倉入り。富士川の戦い

11 ＊頼朝、侍所を設置

12  平重
しげ

衡
ひら

、南都を焼打ち

1181. 閏 2  清盛の死（64歳）

4～  養
よう

和
わ

の飢饉

1183. 5  俱
く

利
り

伽
か

羅
ら

峠
とうげ

（砺
と

波
なみ

山
やま

）の戦い

7  平氏の都落ち、義仲入京

10 ＊後白河法皇、頼朝の東国支配権を認める

1184. 1  源範頼・義経、義仲を討つ

2  摂津一の谷の戦い

10 ＊頼朝、公
く

文
もん

所
じょ

・問
もん

注
ちゅう

所
じょ

を設置

1185. 2  讃岐屋島の戦い

3  長門壇の浦の戦い、平氏滅亡

11 ＊頼朝、守護・地頭を設置

1189. 9  頼朝、奥州平定

1192. 7 ＊頼朝、征
せい

夷
い

大
たい

将
しょう

軍
ぐん

となる
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30

くに良港大
おお

輪
わ

田
だの

泊
とまり

があり、瀬戸内海支配

のための平氏の拠点であったが、この遷
せん

都
と

には大寺院や貴族たちが反対したため、平

氏は約半年間で都を京都に戻し、畿内を中

心とする支配を固めてこれらの動きに対

応した。しかし、清盛の突然の死や、畿

内・西国を中心とする飢
き

饉
きん

などで平氏の

基盤は弱体化し、1183（寿永 2）年に北陸で

源義仲に敗北すると、平氏は安徳天皇を奉

じて西国に都落ちした。その後、都に入っ

た義仲と対立した後白河法皇の要請を受け、源頼朝は弟の源範
のり

頼
より

・義
よし

経
つね

らの軍を上洛させて義仲を滅ぼし、さらに平氏と戦い、摂
せっ

津
つ

の一
いち

の

谷
たに

、讃
さ ぬ き

岐の屋
や

島
しま

の戦いを経て、ついに1185（文
ぶん

治
じ

元）年に長
なが

門
と

の壇
だん

の浦
うら

で平氏を滅亡させた。

　この一連の争乱で大きな活躍をしたのは、地方の武士団であった。

彼らは国
こく

司
し

や荘
しょう

園
えん

領主に対抗して所領の支配権を強化・拡大しよう

とつとめ、そのための新たな政治体制を求めていた。

鎌倉幕府
反平氏の諸勢力のうち、東

とう

国
ごく

の武士団の大半が武家の

棟
とう

梁
りょう

源氏の嫡
ちゃく

流
りゅう

である頼朝のもとに結集したため、

頼朝はもっとも有力な勢力に成長した。頼朝は挙兵すると、相
さ が み

模の鎌
倉を根拠地として広く武士たちと主従関係を結び御

ご

家
け

人
にん

として組織し、

東国の荘園・公領を支配して彼らの所領支配を保障していった。1183

（寿永 2）年には、平氏の都落ちのあと、京都の後白河法皇と交渉して、

東
とう

海
かい

・東
とう

山
さん

両道の東国❶の支配権の承認を得た（寿永二年十月宣
せん

旨
じ

）。

　1185（文治元）年、平氏の滅亡後、頼朝は義経と対立するようになっ

た。義経が法皇から頼朝追討令を与えられて挙兵するも失敗すると、

頼朝は軍勢を京都に送って法皇にせまり、義経追討を名目として諸国

に守護❷を、荘園や公領には地頭を任命する権利や 1段
たん

当たり 5 升
しょう

の兵
ひょう

粮
ろう

米
まい

を徴収する権利、さらに諸国の国
こく

衙
が

の実権を握る在
ざい

庁
ちょう

官
かん

人
じん

を支配する権利を獲得した。こうして東国を中心にした頼朝の支配権

は西国にもおよびはじめ、武家政権としての鎌倉幕府が確立した。

→ p.83

生没年不詳

1159〜 89

→ p.82注❶、92

→ p.82

→ p.71

Q▶ 鎌倉幕府はどのような
過程を経て成立したのだろ
うか。

❶幕府の支配権が強力におよ
ぶ東国の範囲は、やがて遠

とお

江
とうみ

・信濃以東の15カ国とさ
れた。

❷守護は当初、惣
そう

追
つい

捕
ぶ

使
し

や国
くに

地頭などとも呼ばれたが、の
ちに守護に統一された。

Q▶ 下
げ

司
し

などの荘官と地頭
の、共通点と相違点は何だ
ろうか。

卍

卍

卍

卍

卍卍

卍

卍

卍

卍

卍

●❶

●❶

●❷

●❷

●❸

●❸

だい大 ぶつ仏 きり切 どおし通

わ
か
若

み
や
宮

お
お
大

じ路

な
名ご

え越
切
通

ひ
比
な
奈

あさ
朝

切通へ

めいげついん
明月院

ずいせん じ
瑞泉寺

つるがおかはちまんぐう
鶴岡八幡宮

ごくらく じ
極楽寺

こうみょうじ
光明寺

は せ でら
長谷寺

材 木  座

長　谷

山 之 　内

いなむら

稲村ヶ崎

ゆ い

由比ヶ浜

わ か え じま

和賀江島

け わい

化粧坂

極楽寺
坂

こ
巨ぶく福ろ
呂
坂や

つ谷
坂

か
め
が

亀

じゅ ぶ せん

鷲峰山

てんだいさん

天台山

やつ

谷
が

ガ
おうぎ

扇

き

企
ひ

比 ガ 谷

かけ

懸
いぬ

犬 ガ 谷

どう

堂
かい

階
に

二

大仏（高徳院）
こうとく

幕府所在地
1185～1225年
1225～1236年

白線は当時の道路

ご ざん
五山鎌倉

（1386年設定）

当時の海岸線

1236～1333年

1000m0

じょう
浄

ち
智

じ
寺

えん
円
がく
覚

じ
寺

じゅ
寿
ふく
福

じ
寺

けん
建

ちょう
長

じ
寺

じょう
浄

みょう
妙

じ
寺

鎌倉街道と
切通

　　詳しく

みてみよう
！

鎌倉周辺図　鎌倉は源頼
より

義
よし

以
来、源氏とのゆかりが深い地
で、三方を小さな丘陵に囲ま
れ、南は海にのぞむ要害の地
であった。

詳
説
日
本
史

歴史資料と〇〇の展望のあとの学習では、「時代を通観する問い」や仮説をふまえ、資料を
活用して、各時代の展開について考察し、諸事象の解釈や画期を表現します。また、その際
に、解釈・説明・論述を繰り返しおこない、思考力・判断力・表現力を育成することが求め
られています。

＊大項目Dの中項目(3)は「近現代の地域・日本と世界の画期と構造」
〇〇の国家・社会の展開と画期
詳説日本史

学習指導要領 中項目（3）

２次元コード
より深い理解に役立つ動画や、細部を確認するための拡大画像、
紙面掲載部分以外の文字資料などを見られるようにしています。

各章に導入文を
設け、これから
学ぶ内容の概略
とともに、その
章の学習上の視
点となる問いか
けを示しました。

本文の流れを重
視し、背景や因
果関係が理解し
やすい記述を心
掛けました。

本文を読む際の着眼
点となるような問い
(Ｑ)を設け、考察を
うながしています（解
答例は、教師用指導書、
整理ノートで扱っていま
す）。
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　武士の生活は簡素で、みずからの地位を

守るためにも武芸を身につけることが重

視され、つねに流
や ぶ さ め

鏑馬・笠
かさ

懸
がけ

・犬
いぬ

追
おう

物
もの

や巻
まき

狩
がり

などの訓練をおこなった。彼らの日常生

活の中から生まれた「弓
きゅう

馬
ば

の道」などと呼

ばれる道徳は、武勇を重んじ、主人に対す

る献身や、一
いち

門
もん

・一
いっ

家
か

の名誉を尊ぶ精神、恥を知る態度などを特徴と

しており、後世の武
ぶ

士
し

道
どう

の起源となった。

武士の土地支配
所領支配を拡大しようとする武士たちは、 荘

しょう

園
えん

・公領の領主や、近隣の武士とのあいだで年
ねん

貢
ぐ

の徴収や境界の問題をめぐって紛争をおこすことが多かった。

　とくに承
じょう

久
きゅう

の乱後には、畿
き

内
ない

・西
さい

国
ごく

地方にも多くの地
じ

頭
とう

が任命さ

れ、東国出身の武士が各地に新たな所領をもつようになって、現地の

支配権をめぐる紛争はますます拡大した。幕府が公正な裁判制度の確

立につとめたのは、こうした状況に対応するためであった。

　地頭の支配権拡大の動きに直面した荘園・公領の領主たちも、幕府

に訴えて地頭の年貢未納などの動きをお

さえようとした。しかし、現地に根をお

ろした地頭の行動をおさえることは難し

く、領主たちは紛争解決のために、やむ

を得ず荘園現地の管理いっさいを地頭に

任せて、一定の年貢納入だけを請け負わ

せる地頭請
うけ

所
しょ

の契約を結んだり、現地を

地頭と折
せっ

半
ぱん

し、相互の支配権を認めあう

下
した

地
じ

中
ちゅう

分
ぶん

の取決めをおこなったりする

こともあった。

Q▶ 荘園の開発や支配にお
ける武士の役割は、どのよ
うなものであっただろうか。

二次元
コード
掲載 伯耆国東郷荘

の下地中分図

　　詳しく

みてみよう
！

笠懸　笠を的
まと

にした騎
き

射
しゃ

の訓
練。のちに笠のかわりに板を
用いた。（『男

お
衾
ぶすま
三郎絵巻』、部分、

東京国立博物館蔵）

伯
ほう

耆
き

国東
とう

郷
ごう

荘の下地中分図　13世紀半ば荘園領主と
地頭とのあいだで下地中分が成立したのにもとづいて
作成された絵図。田地・山林・牧

ぼく

野
や

などを、それぞれ
地頭分・領家分に 2分している。分割線の左右には幕
府の執権・連

れん

署
しょ

が認定したことを示す花
か

押
おう

が記されて
いる。（模本、東京大学史料編

へん
纂
さん
所
じょ
蔵）
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10

15

なった。

　遠
えん

隔
かく

地
ち

を結ぶ商業取引も盛んで、陸上交通の要地には宿
しゅく

が設けられ、

各地の湊
みなと

（港）には、商品の委
い

託
たく

販売や中継・運送をおこなう問
とい

（問
とい

丸
まる

）が活躍した。売買の手段としては、米などの現物にかわって貨幣

が多く用いられるようになり、 荘
しょう

園
えん

の一部では年
ねん

貢
ぐ

の銭
せん

納
のう

もおこな

われたが、それにはもっぱら中国から輸入された宋
そう

銭
せん

が利用された。

さらに遠隔地間の取引には、金銭の輸送を手
て

形
がた

で代用する為
か わ せ

替が使わ
れ、金融業者の借

かし

上
あげ

も多く現れた。様々な人や物が集まる宿や湊は町

として発展し、有
う

徳
とく

人
にん

と呼ばれる富裕な人々が成長していった。

　また、荘園領主や地
じ

頭
とう

の圧迫・非法に対する農民の動きが活発とな

り、団結して訴
そ

訟
しょう

をおこしたり、集団で逃亡したりする例も多くな

った。年貢を農民が定額で請け負うこともおこなわれた。

幕府の衰退
生産や流通経済のめざましい発達と社会の大きな変

動の中で、幕府は多くの困難に直面していた。モン

ゴル襲
しゅう

来
らい

は御
ご

家
け

人
にん

たちに多大な犠牲を払わせたが、幕府は十分な恩
おん

Q▶ 鎌倉時代には、なぜ貨
幣が多く用いられるように
なったのだろうか。また、
貨幣の普及は社会にどのよ
うな変化をもたらしたのだ
ろうか。

読みといてみよう

布

銭

履物 米 魚鳥

一
遍

船
着
場 甕（

備
前
焼
）

備前国福岡の市
いち

　
1278（弘

こう

安
あん

元）年、
備前の福岡の市で
布教する一遍（左
端の僧）が、刀を
もった男に襲われ
ている図。市日に
は、道路を挟んで
建てられた仮小屋
に、所狭しと品物
が並べられ、活発
に商品の販売がお
こなわれていたこ
とがわかる。
（『一

いっ
遍
ぺん
上
しょう

人
にん
絵
え
伝
でん
』、

部分、清
しょう

浄
じょう

光
こう
寺
じ
蔵、

神奈川県）

なぜこのような市が開かれたのだろうか。扱われている
商品や備

び

前
ぜん

国福岡という立地に着目して説明してみよう。
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Q▶ 鎌倉幕府は、なぜ永仁
の徳政令を発布することに
なったのだろうか。

賞
しょう

を与えることができず、御家人たちの信頼を失う結果になった。

また、分割相続の繰り返しによって所領が細分化されたうえ、売買や

質入れによって所領を失う御家人も少なくなかった。こうした動きに

ともなって、女性の地位が低下の傾向をみせはじめ、女性に与えられ

る財産が少なくなり、また本人 1 代限りでその死後は惣
そう

領
りょう

に返す約

束つきの相続（一
いち

期
ご

分
ぶん

）が多くなった。

　幕府は、1297（永
えい

仁
にん

5 ）年に永仁の徳
とく

政
せい

令
れい

を発布して、御家人の所領

の質入れや売買を禁止し、それまでに質入れ・売却した御家人領を無
む

償
しょう

で取り戻させ、御家人が関係する金銭の訴
そ

訟
しょう

を受けつけないこと

とした。しかし、御家人が所領を手放す動きをとめることはできなか

った。

　中小の御家人の多くが没落していく一方で、経済情勢が転換する機

会をうまくつかんで勢力を拡大する武士も生まれた。とくに畿
き

内
ない

やそ

紀き

伊い

国
阿あ

氐て

河が
わ

荘
民
の 

　
　訴
状
❶

阿
テ
河
ノ
上
村
百
姓
ラ
ツ（

謹
）ヽ

シ
テ

（
ン
脱
落
）言ご
ん

上
じ
ょ
う

一 

　
ヲ（

御

材

木

）

ン
サ
イ
モ
ク
ノ
コ
ト
❷
︑
ア
ル

イ
ワ
チ（
地
頭
）

ト
ウ
ノ
キ（

京

上

）

ヤ
ウ
シ
ヤ
ウ
❸
︑

ア
ル
イ
ワ
チ（

近
夫
）

カ
フ
❹
ト
マ（

申
）ウ

シ
︑
カ

ク
ノ
コ
ト
ク
ノ
人
フ（
夫
）ヲ

︑
チ（

地
頭
）

ト
ウ
ノ

カ
タ
エ
せ（

責

使

）

メ
ツ
カ
ワ
レ
候
へ
ハ
︑
ヲ（

テ
）

マ
ヒ
マ
❺
候
ワ
ス
候
︒ソ
ノ
ヽ（

残
）コ
リ
❻
︑

ワ
ツ
カ
ニ
モ（

洩
）レ

ノ
コ
リ
テ
候
人
フ（

夫
）ヲ

︑

サ
イ
モ
ク
ノ
ヤ（

山

出

）

マ
イ
タ
シ
❼
エ
︑

イ（

出

立

）

テ
タ
テ
候
エ
ハ
︑
テ（

逃

亡

）

ウ
マ
ウ
ノ

ア（
跡
）ト
❽
ノ
ム（

麦
）キ

マ（
蒔
）

ケ
ト
候
テ
︑

ヲ（

追

戻

）

イ
モ
ト
シ
❾
候
イ
ヌ
︒
ヲ
レ
ラ
❿

カ
コ
ノ
ム（

麦
）キ
マ
カ
ヌ
モ
ノ
ナ
ラ
ハ
︑

メ（
女
子
）コ
ト
モ
ヲ
ヲ（

追
込
）

イ
コ
メ
︑
ミ（

耳
）ヽ
ヲ
キ

リ
︑
ハ
ナ
ヲ
ソ（

削
）キ

︑
カ（

髪
）ミ
ヲ
キ
リ
テ
︑

ア（
尼
）マ
ニ
ナ
シ
テ
︑
ナ（

縄
）ワ
ホ（

絆
）タ
シ
ヲ
ウ

チ
テ
⓫
︑
サ（

苛
）エ
ナ
マ
ン
ト
候
ウ
テ
︑

せ（
責
）メ

せ
ン
カ
ウ
⓬
せ
ラ
レ
候
ア
イ
タ
︑

ヲ
ン
サ
イ
モ
ク
イ
ヨ
〳
〵
ヲ（

遅
）ソ
ナ
ワ

リ
⓭
候
イ
ヌ
︒

 

（
高こ

う

野や

山さ
ん

文も
ん

書じ
ょ

︑
原
文
の
ま
ま
）

❶
一
二
七
五（
建け

ん

治じ

元
）年
十
月
二
十
八
日

の
も
の
︒
❷
荘
園
領
主
へ
お
さ
め
る
材
木

が
遅
れ
て
い
る
こ
と
︒
❸
京
都
に
行
く
︒

❹
近
所
で
使し

役え
き

さ
れ
る
人に

ん

夫ぷ

役
︒
❺
労
力

と
時
間
︒
❻
地
頭
に
か
り
出
さ
れ
た
残
り

の
人
数
︒
❼
荘
園
領
主
へ
お
さ
め
る
材
木

を
山
か
ら
引
き
出
す
こ
と
︒
❽
逃
亡
し
た

百
姓
の
耕
地
︒
❾
山
か
ら
百
姓
を
追
い
返

す
︒
❿
お
前
た
ち
︒
⓫
縄
や
ひ
も
で
縛
っ

て
︒
⓬
せ
っ
か
ん
す
る
︒
⓭
遅
れ
る
︒

永
仁
の
徳
政
令

一2

　
質し

ち

券け
ん

売
買
地
❶
の
事
︒

　
右
︑
所
領
を
以も

っ

て
或あ

る

い
は
質
券
に
入
れ
流
し
︑
或
い

は
売
買
せ
し
む
る
の
条
︑
御
家
人
等
侘た

傺て
い
❷
の
基も

と
い

な
り
︒

向き
ょ
う

後こ
う
❸
に
於お

い
て
は
︑
停ち

ょ
う

止じ

に
従
ふ
べ
し
︒
以
前
沽こ

却き
ゃ
く
❹
の
分
に
至
り
て
は
︑
本
主
領り

ょ
う

掌し
ょ
う
❺
せ
し
む
べ
し
︒

但た
だ

し
︑
或
い
は
御
下く

だ
し

文ぶ
み

・
下げ

知ち

状
❻
を
成
し
給た

ま

ひ
︑

或
い
は
知ち

行ぎ
ょ
う

廿
（
二
十
）箇

年
を
過
ぎ
ば
︑
公
私
の
領
を
論
ぜ

ず
︑
今い

ま

更さ
ら

相
違
有
る
べ
か
ら
ず
︒
︙
︙

　
次
に
非
御
家
人
・
凡ぼ
ん

下げ

の
輩

と
も
が
ら
❼
の
質
券
買
得
地
の

事
︒
年
紀
❽
を
過
ぐ
と
雖い

え
ど

も
︑
売
主
知
行
せ
し
む
べ
し
︒

 

（
東と

う

寺じ

百ひ
ゃ
く

合ご
う

文
書
︑原
漢
文
）

❶
質
入
れ
や
︑
売
買
し
た
土
地
︒
❷
困こ

ん

窮き
ゅ
うす
る
︒
❸
今
後
︒

❹
売
却
︒
❺
領
有
し
て
支
配
す
る
こ
と
︒
❻
幕
府
が
土
地
の

譲
渡
・
売
却
を
認
め
た
公
文
書
︒
❼
一
般
庶
民
︒
具
体
的
に

は
借
上
︒
❽
取
得
時
効
二
〇
年
︒

借上　13世紀前半、京都から鎌倉へ訴
そ

訟
しょう

にくだってきた
女性が金に困り、借上から金を借りているところ。縁

えん

側
がわ

には長くつないだ銭がおかれている。
（『山

さん
王
のう
霊
れい
験
げん
記
き
絵巻』、部分、和

いずみ
泉市久

く
保
ぼ
惣
そう
記念美術館蔵、大阪府）
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力で小学校教育に西洋の歌謡を模倣した唱
しょう

歌
か

が採用された。1887（明

治20）年に東京音楽学校が設立されて専門的な音楽教育が始まり、滝
たき

廉
れん

太
た

郎
ろう

らの作曲家が現れた。また、伝統的な能
のう

楽
がく

は明治中期から復活

した。

　学問や音楽と同じく、美術の発達も政府に依存する面が強かった。

政府は、初め工
こう

部
ぶ

美術学校を開いて、外国人教師に西洋美術を教授さ
せたが数年で閉鎖し、フェノロサや岡

おか

倉
くら

天
てん

心
しん

の影響のもとに、伝統美

1879〜1903

1862〜1913

「読書」（左）と「湖
こ

畔
はん

」（右）
黒田清輝は17歳でフ
ランスに渡り、 2年後
に専攻を法律から絵画
に改めて10年近く留
学し、帰国後は東京美
術学校に新設された西
洋画科で指導に当たっ
た。画面左下の署名は、
フランスでの入選作で
ある「読書」では和文、
帰国後に日本らしい情
景を描いた「湖畔」では
欧文であり、日本を代
表して欧米人と競って
学び、その成果を日本
で生かそうとした留学
者の意気込みを感じさ
せる。（左：縦98.2cm、横78.7 

cm、右：縦69.0cm、横84.7cm、

ともに東京国立博物館蔵）

「海の幸」　黒田清輝らの指導を
受けた青木繁

しげる

が、1904（明治
37）年に白馬会展に出品した作
品。房

ぼう

州
しゅう

（千葉県）布
め

良
ら

の海での
モチーフで、大魚をかつぐ漁師
の群が、リズミカルな構図、力
強いデッサンと褐

かっ

色
しょく

の色調で描
かれている。
（縦70.2cm、横182.0cm、石

いし
橋
ばし
財団アーテ

ィゾン美術館蔵、東京都）

「老
ろう

猿
えん

」　1893（明治26）年、シカ
ゴ万国博覧会に出品して入賞し
た作品。
（高村光雲作、高さ90.9cm、東京国立博
物館蔵）

「女」　作者の死後1910

（明治43）年、第 4回文
展に出品され 3 等を受
賞した作品。
（荻原守衛作、高さ98.5cm、

東京国立近代美術館蔵）

詳
説
日
本
史

〇〇の国家・社会の展開と画期
詳説日本史

本文の理解や、思考力・判断
力・表現力の育成に役立つ、写
真、地図、統計資料、文字資料
などを豊富に掲載しています。

読みといてみよう
史資料をもとに、解釈し
たり、説明したり、論述
したりする学習をうなが
します（解答例は、教師用指導
書、整理ノートで扱っています）。

1773　幕政の安定
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10

15

20

❸将軍と大名、大名と家臣の
関係において、 主人の家が
代々主人であり続け、従者は
主人個人ではなく主人の家に
奉公する主従の関係を明示し
た。この結果、 下

げ

剋
こく

上
じょう

はな
くなった。

1663（寛文 3 ）年、成人した家綱は代がわりの武
ぶ

家
け

諸
しょ

法
はっ

度
と

（寛文令）を発

布し、あわせて殉
じゅん

死
し

の禁止を命じ、主人の死後は殉死することなく、

跡
あと

継
つ

ぎの新しい主人に奉
ほう

公
こう

することを義務づけた❸。翌年には、すべ

ての大名に 領
りょう

知
ち

宛
あて

行
がい

状
じょう

を発給して将軍の権威を確認し、またいっせ

いに幕
ばく

領
りょう

の検
けん

地
ち

をおこなって幕府の財政収入の安定もはかった。

　一方、諸藩においても、安定した平和が続いて軍
ぐん

役
やく

の負担が軽減さ

れたことや、寛
かん

永
えい

の飢
き

饉
きん

が転機となって、藩政の安定と領内経済の発

展がはかられるようになった。藩主は有能な家
か

臣
しん

を補佐役にして領内

の支配機構を整備し、その権力を強化した。また治
ち

水
すい

工事・新
しん

田
でん

開発

によって農業生産を高めて財政の安定をはかったが、参
さん

勤
きん

交
こう

代
たい

・手
て

伝
つだい

普
ぶ

請
しん

などの支出から、必ずしも藩財政にゆとりは生じなかった。

いくつかの藩では藩主が、儒
じゅ

者
しゃ

を顧
こ

問
もん

にして藩政の刷
さっ

新
しん

をはかった。

池田光
みつ

政
まさ

（岡山）・保科正之（会津）・徳川光
みつ

圀
くに

（水戸）・前田綱
つな

紀
のり

（加
か

賀
が

）

らはその例である❹。

元禄時代
17世紀後半には、政治の安定と経済の発展とを背景に、

徳川綱
つな

吉
よし

が 5 代将軍となった。元
げん

禄
ろく

年間（1688〜1704

年）を中心とする綱吉の治世を元禄時代とも呼ぶ。綱吉の政治は、大
たい

老
ろう

の堀
ほっ

田
た

正
まさ

俊
とし

が補佐しておこなわれたが、正俊が暗殺されたのちは側
そば

用
よう

人
にん

の柳
やなぎ

沢
さわ

吉
よし

保
やす

がこれにかわった。

　1683（天
てん

和
な

3 ）年に綱吉の代がわりの武家諸法度（天和令）が出され、

第 1 条の部分は元和令以来の「文
ぶん

武
ぶ

弓
きゅう

馬
ば

の道、 専
もっぱ

ら相
あい

嗜
たしな

むべき事」

→ p.170

1609 〜 82 1628 〜 1700 1643 〜 1724

1646 〜 1709

1634 〜 84

1658 〜 1714

❹池田光政は郷
ごう

校
こう

閑
しず

谷
たに

学校を
設けたほか、熊

くま

沢
ざわ

蕃
ばん

山
ざん

をまね
いて重く用い、蕃山は花

はな

畠
ばたけ

教
きょう

場
じょう

を設けた。保科正之（将
軍家光の異母弟）は山

やま

崎
ざき

闇
あん

斎
さい

に朱
しゅ

子
し

学
がく

を学んで、多くの書
物を著した。また徳川光圀は
江戸に 彰

しょう

考
こう

館
かん

を設け、『大日
本史』の編

へん

纂
さん

を開始し、明か
ら亡命した朱

しゅ

舜
しゅん

水
すい

を学事に
当たらせた。前田綱紀は朱子
学者木下順庵らをまねいて学
問の振興をはかった。

Q▶ 元禄時代や正
しょう

徳
とく

の政治
が、それ以前の幕府政治と
比べて画期的なのは、どの
ような点にあるだろうか。

読みといて
みよう

武
家
諸
法
度（
天
和
令
）❶

一1

　
文
武
忠
孝
を
励
し
︑
礼
儀
を
正

す
べ
き
事
︒

一12

　
養
子
は
同
姓
相
応
の
者
を
撰え
ら

び
︑

若も
し

之こ
れ

無
き
に
お
ゐ
て
は
︑
由ゆ
い

緒し
ょ

を

正
し
︑
存ぞ
ん

生じ
ょ
う

の
内
❷
言ご
ん

上じ
ょ
う

致
す

べ
し
︒
五
拾（
十
）

以
上
十
七
以
下
の

輩と
も
が
ら

︑
末
期
❸
に
及
び
養
子
致
す

と
雖い
え
ど

も
︑
吟ぎ
ん

味み

の
上
之
を
立
つ

べ
し
︒
縦た
と
え

︑
実じ
っ

子し

と
雖
も
筋す
じ

目め

違ち
が
い

た
る
儀
︑
之
を
立
つ
べ
か
ら

ざ
る
事
︒

　
　
附
つ
け
た
り

︑
殉
死
❹
の
儀
︑
弥
い
よ
い
よ

制

禁
せ
し
む
る
事
︒

 

（『
御お

触ふ
れ

書が
き

寛か
ん

保ぽ
う

集し
ゅ
う

成せ
い

』）

❶
一
六
八
三（
天
和
三
）年
に
制
定
さ
れ

た
全
一
五
条
︒
❷
生
き
て
い
る
う
ち
︒

❸
臨
終
の
時
︒❹
主
人
の
死
に
際
し
て
︑

家
臣
も
自
殺
し
て
死
後
も
主
人
に
奉
仕

す
る
こ
と
︒

武家諸法度の元
げん

和
な

令（→p.155史料）・寛
かん

永
えい

令（→p.157史料）と天和令から、
幕府の統治理念がどのように変化したのかを、考えてみよう。

武家諸法度
（天和令）

　　詳しく

みてみよう
！

2953　市民生活の変容と大衆文化
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沸くアメリカには生
き

糸
いと

などを輸出

し、貿易は大幅な輸出超
ちょう

過
か

とな

った❶。

　世界的な船
せん

舶
ぱく

不足を背景に、海

運業・造船業は空前の好
こう

況
きょう

とな

って船
ふな

成
なり

金
きん

が続々と生まれ、日本

はイギリス・アメリカにつぐ世界

第 3位の海運国となった。鉄鋼業

では八
や

幡
はた

製鉄所の拡張や民間会社

の設立があいつぎ、満
まん

洲
しゅう

では満
まん

鉄
てつ

の鞍
あん

山
ざん

製鉄所が設立された。また、

ドイツからの輸入がとだえたため、薬品・染料・肥料などの国産化が

目指され、化学工業が勃
ぼっ

興
こう

した。大戦前から発達しはじめていた電力

業では、大規模な水力発電事業が展開され、猪
い

苗
なわ

代
しろ

・東京間の長距離

送電も完成し、電灯の農村部への普及や工業原動力の蒸
じょう

気
き

力
りょく

から電

力への転換を推し進め、電気機械の国産化も進んだ。

　その結果、重化学工業は工業生産額の30％を占めるようになった。

輸出の拡大に刺激された繊
せん

維
い

産業も活況を呈
てい

し、中国の上
シャン

海
ハイ

などで

現地工場を経営する紡
ぼう

績
せき

業が続出した（在
ざい

華
か

紡
ぼう

）。

　工業の躍進によって、工業（工場）生産額は農業生産額を追いこした。

工場労働者数は大戦前の1.5倍に増えて150万人をこえ、なかでも男性

労働者は重化学工業の発展により倍増して、女性労働者の数にせまっ

た。それでも、工業人口は農業人口の半数以下にすぎなかった。

　このような大戦景気の底は浅く、空前の好況が成金を生み出す一方
で、物価の高

こう

騰
とう

で苦しむ多数の民衆が存在した。また農業では、野菜

の生産や牧畜業など商業的農業の発展がみられたが、農村人口の都市

部への流出や農産物と工業製品との価格差の拡大などが顕著となった。

都市化の進展と市民生活
第一次世界大戦後、都市化と工業化の

進展にともない、東京や大阪などの大

都市では、会社員・銀行員・公務員などの俸
ほう

給
きゅう

生活者（サラリーマン）
が大量に現れた（新中間層）。また、タイピストや電話交

こう

換
かん

手
しゅ

などの仕

事をもつ女性も現れ、職業婦人と呼ばれた。

→ p.284

→ p.271グラフ

❶1914（大
たい

正
しょう

3 ）年に11億円
の債

さい

務
む

国であった日本は、
1920（大正 9）年には27億円以
上の債

さい

権
けん

国になった。

Q▶ 都市化の進展にともな
って、市民生活はどのよ
うに変容したのだろうか。
衣・食・住、さらには芸術
文化の面など様々な分野で
考えてみよう。

14

18
）

　

（

（百万円）

0
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世
界
大
戦

1904 06 08 10 12 14 16 18 20 22 24 26（年）

読みといてみよう

このグラフから、第一次
世界大戦前後の日本の貿
易は、どのような状況に
あったといえるだろうか。
また、その背景を説明し
てみよう。

第一次世界大戦前後の輸
出入（朝日新聞社編『日本経済
統計総観』より作成）

391　律令国家への道
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もとづいて翌年つくられた庚
こう

寅
いん

年籍は、人民を統一的

に支配する基礎となり、以後 6年ごとに戸籍をつくる

制度が確立した。また、694年に中国の都城を模した

藤
ふじ

原
わら

京
きょう

に遷
せん

都
と

した。天皇の住居や官
かん

衙
が

、儀式をおこ

なう空間からなる宮と条
じょう

坊
ぼう

制
せい

をもつ京の部分からな

り、官僚制の成立と都城は不可分であった。

　飛鳥浄御原令を基礎に、701（大
たい

宝
ほう

元）年に刑
おさ

部
かべ

親
しん

王
のう

や藤
ふじ

原
わらの

不
ふ

比
ひ

等
と

らによって大宝律令がつくられ、律令
国家の仕組みが整った。さらに藤原不比等が養

よう

老
ろう

律令
をつくり、藤原仲

なか

麻
ま

呂
ろ

によって757（天
てん

平
ぴょう

宝
ほう

字
じ

元）年に

施行された。

　大宝律令は、唐の永
えい

徽
き

律令を手
て

本
ほん

にしたもので、今日の刑法にあた

る律は唐律をほぼ写したものであるが、行政法や民衆の統治を定めた
令は、日本の実情に合うように大幅に改変されている。中央の氏や地
方の国

こく

造
ぞう

制
せい

の影響がみられ、氏
し

族
ぞく

制的な要素も色濃く残っている。

　「日本」という国号が正式に定められたのもこの頃のことで、702（大

宝 2）年に約30年ぶりに派遣された遣
けん

唐
とう

使
し

が、唐に対して「日本」国の

使者であると答え、倭
わ

の国名を改めている。

官僚制
中央行政組織には、神々の祭

さい

祀
し

をつかさどる神
じん

祇
ぎ

官
かん

と

行政全般を管
かん

轄
かつ

する太
だい

政
じょう

官
かん

の二官があり、太政官のも
とで八省が政務を分担した。行政の運営は、有力氏族から任命された
太
だい

政
じょう

大
だい

臣
じん

・左
さ

大
だい

臣
じん

・右
う

大
だい

臣
じん

・大
だい

納
な

言
ごん

などの太政官の公
く

卿
ぎょう

による合
ごう

議
ぎ

によって進められ、 8世紀初めには中央の有力氏族が 1人ずつ公卿を

出した。

　地方組織としては、全国が畿
き

内
ない

（大
や ま と

和・河
か わ ち

内・摂
せっ

津
つ

・山
やま

背
しろ

、のちに

和
い ず み

泉）・七
しち

道
どう

に行政区分され、国
こく

・郡
ぐん

・里
り

（のち郷
ごう

と改められる）がお

かれて、国
こく

司
し

・郡
ぐん

司
じ

・里
り

長
ちょう

が任じられた。国司には中央から貴族が

派遣され、一方、郡司にはかつての国
くにの

造
みやつこ

など伝統的な地方豪族が

任じられた。そのほか、京には左
さ

・右
う

京
きょう

職
しき

、難
なに

波
わ

には摂津職
しき

、外交・

軍事上の要地である九州北部には西
さい

海
かい

道
どう

を統
とう

轄
かつ

する大
だ

宰
ざい

府
ふ

がおかれた。

これらの諸官庁には、多数の官人が勤務したが、官人となるためには

→p.42

？〜705

659〜 720

706〜 764

→表見返し

（さとおさ）

→p.32

→ p.44

Q▶ 日本の律令制下の官僚
制には、どのような特徴が
あったのだろうか。

Q▶ 「日本」という国号は、
なぜ定められたのだろうか。

Q▶ 律令制度の導入を急速
に進めることができたのは、
なぜだろうか。
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田
道

中
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藤原宮

大官大寺

寺

米

川

川

畝傍山

ぼ
う
お
お
じ

す
ざ
く

うねびやま

か        ぐ やま

本薬師寺
もとやく　し　じ

だいかんだいじ

な
か

し
も

飛
鳥
川

1km0

藤原京の条
じょう

坊
ぼう

復元図　藤原京
は、中央の藤原宮を中心に約
5.3km四方の規模をもち、そ
こに有力な王族や豪族たちを
住まわせた。
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6 第 1章　日本文化のあけぼの

10
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1 文化の始まり

日本列島と日本人
地球上に人類が誕生したのは、今からおよそ

700万年前にさかのぼる。人類は化
か

石
せき

人
じん

骨
こつ

の

研究によって、猿
えん

人
じん

❶・原
げん

人
じん

・旧
きゅう

人
じん

・新
しん

人
じん

の順に出現したことが知

られている。猿人を代表するのはおよそ420万年前以降にアフリカ大

陸の各地で出現したアウストラロピテクスであり、それ以降およそ

250万年前に猿人から原人が分岐し、およそ35万年前にネアンデルタ

ール人に代表される旧人が生まれ、30～25万年前にアフリカ大陸で新

人（ホモ =サピエンス）が現れて、世界各地に広まった❷。われわれ現

代人は新人と同じ種に属する。

　人類は地
ち

質
しつ

学
がく

でいう新第三紀の中
ちゅう

新
しん

世
せい

の終わり近くから第四紀を

通じて発展したが、第四紀はおよそ 1万年前を境に更
こう

新
しん

世
せい

と完
かん

新
しん

世
せい

に

区分される。更新世は氷
ひょう

河
が

時代とも呼ばれ、寒冷な氷
ひょう

期
き

と比較的温

❶猿人の化石は、アフリカに
しか発見されておらず、人類
はアフリカで誕生したと考え
られている。もっとも古い化
石人骨は、アフリカのチャド
で発見されたサヘラントロプ
ス =チャデンシスで、およそ
700万年前にさかのぼる。

❷これら各種の人類は、一直
線に進化したのではないこと
に注意をする必要がある。

大陸から日本列島に渡ってきた人々によって、日本列島の人類史は幕を開けた。旧石
せっ

器
き

時代から縄
じょう

文
もん

時代、弥
や よ い

生時代と移行していく中で、自然環境に適応しつつ、定住生活
や農耕生活が繰り広げられていった。日本列島の自然環境はどのように変化し、人々の
生活や文化にどのような影響を与えたのだろうか。

日本文化のあけぼの第1章

Q▶ 現在の日本人は、どの
ようにして形成されたのだ
ろうか。

5

（ （

鮮新世中新世
新第三紀 第　四　紀

猿人
（アウストラロピテクスなど）

原人
（ホモ＝エレクトゥスなど）

旧人

海面の高さ

（ミンデル）氷期

旧　石　器　時　代 新石器時代

（リス）氷期
（ギュンツ）氷期

（ヴュルム）氷期

ホモ＝ネアンデル
ターレンシスなど

更新世前期 更新世中期 更新世後期 完新世

0

－100m

700万年前 200500 100 70 50 20 13 10 5 1万 5000

新人
（ホモ＝サピエンス） 現代人

人類の進化と地質年
代　現代人と同じ新
人が現れたのは、約
30～25万年前の更新
世中期のことである。
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1834　経済の発展
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❺継飛脚にならって諸大名の
大名飛脚が生まれ、やがて町
人の町

まち

飛脚が発達して、書
状・金銀・小荷物を扱う飛脚
問屋ができた。

Q▶ 陸上交通や水上交通の
整備は、社会にどのような
変化をもたらしただろうか。

問屋や年
とし

寄
より

・帳
ちょう

付
づけ

などの宿
しゅく

役
やく

人
にん

が、伝馬役の差
さ

配
はい

や公用の書状・荷

物の継ぎ送り（継
つぎ

飛
び

脚
きゃく

）❺に当たった。宿駅には大名らが利用する本
ほん

陣
じん

・脇
わき

本陣、また旅行者のための旅
は た ご

籠屋
や

が設けられ、食
めし

売
うり

女
おんな

などと

呼ばれる事実上の遊女もおかれた。

　近世中期になると、参
さん

勤
きん

交
こう

代
たい

や幕府・大名の物資だけではなく、陸

路によって商人の荷物がいちだんと活発に運送された。一般の庶民の

寺社詣
もうで

などの旅が盛んになり、各地で宿駅が発達した。また、飛脚

による通信制度が整備され、全国の情報❻が早く正確に伝えられるよ

うになった。陸上交通には、駕
か

籠
ご

や牛馬・大
だい

八
はち

車
ぐるま

などが用いられ、

中部地方では馬や牛を用いて商品を長距離運送する中
ちゅう

馬
ま

が発達した。

しかし、遠
えん

隔
かく

地
ち

を結ぶ馬車は発達しなかった❼。

　大量の物資を安価に運ぶためには、陸路よりは海や河川・湖
こ

沼
しょう

の

水上交通が適していた。まず、17世紀の初めから内水面の舟
しゅう

運
うん

が整

備された。京都の豪
ごう

商
しょう

角
すみの

倉
くら

了
りょう

以
い

は鴨
かも

川・富
ふ

士
じ

川を整備し、また高
たか

瀬
せ

川などを開
かい

削
さく

して水路を開いた。大きな河川では、山
やま

里
ざと

で伐
き

り出さ

れた木材が筏
いかだ

に組まれて送り出された。筏には荷が積まれるなど運

搬にも用いられた。淀
よど

川・利
と

根
ね

川・信
し な の

濃川などの河川や、琵
び

琶
わ

湖
こ

・

霞
かすみ

ヶ
が

浦
うら

などの湖では、高
たか

瀬
せ

舟
ぶね

などの中型船や小
こ

舟
ぶね

を用いた舟運が発

展した。また河
か

岸
し

と呼ばれる港
みなと

町
まち

が、陸上交通と舟運との結節点と

して各地につくられた。

　海上交通では、17世紀前半に大型の帆
はん

船
せん

を用いた菱
ひ

垣
がき

廻
かい

船
せん

などが、

大坂から江戸へ多様な商品を運送しはじめた。17世紀後半になると、

1554〜1614

❼江戸などでは牛
うし

車
ぐるま

や大八
車が多数存在したが、遠距離
の輸送には用いられなかった。

❻幕府の法令（御
お

触
ふれ

書
がき

）、米を
はじめとする商品の相場、災
害や一

いっ

揆
き

などの社会状況、海
外の情勢などにおよぶ。

❹17世紀中頃から、東海道の
各宿駅には100人・100疋

ぴき

、中
山道では50人・50疋、甲州・
日光・奥州道中では25人・25
疋を常備させる原則となった。
また、御用通行に際して、宿
駅の伝馬役をおぎなうために
人馬を徴発される村々を助

すけ

郷
ごう

、
その役を助郷役と呼ぶ。

●❺●❹

●❸

●❷

●❶
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東
廻
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海
運

京
都

萩
下関

平戸

青森

大
坂

兵
庫

堺奈
良

大
津

新宮

姫
路

新潟
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方 

　江
戸

オランダ
商館長

琉
球
使
節

西廻り海運
江戸・大坂　東北地方日本海沿岸

（北前船）
きたまえぶね

（菱垣廻船・樽廻船） 0 200km

日　本　海

ひら　ど

り
ゅ
う
き
ゅ
う

ふ ない

やながわ

はぎ

つる　が

お　ぎ

さか たさか た

ひろさき

よねざわよねざわ

あい づあい づ

しらかわしらかわ
にっこう ま

わ

ふ ちゅう

うら がしんぐう

あいかわ

しも　だ

ひ
め
じ

五街道 おもな脇街道 おもな城下町
その他の道路

朝鮮使節・琉球使節
オランダ商館長の参府経路

宿駅・湊津
その他の要地

関所

東海道
中山道
甲州道中
日光道中
奥州道中

おもな海運
おもな奉行所所在地

●❺
●❹
●❸
●❷
●❶

江戸時代の交通

2791　近代産業の発展
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1 近代産業の発展

通貨と銀行
明治初年に発行された太

だ

政
じょう

官
かん

札
さつ

などは、新
しん

貨
か

条
じょう

例
れい

 

で本
ほん

位
い

貨幣と定めた金貨とは交換できない不
ふ

換
かん

紙幣

であった。政府は、1872（明治 5 ）年に国立銀行条例❸を定めて、民営

の国立銀行が金貨と交換できる兌
だ

換
かん

銀行券を発行することを許し、こ

れに応じて第一国立銀行などが設立された。しかし、兌換銀行券を手

にした人は金貨との引換えを求めがちで、兌換銀行券の流通は進まな

かった。

　1876（明治 9 ）年、金
きん

禄
ろく

公
こう

債
さい

証
しょう

書
しょ

の発行が決まると、政府は巨額の

公債が市
し

場
じょう

に出て価格が低下することを防ぐた

め、公債証書で出資してつくられた国立銀行が不

換紙幣を発行することを認めた。これによって各

地で盛んに国立銀行が新設され、1879（明治12）年

に153行になったところで打ち切られたが、不換

紙幣の国立銀行券が流通し、西南戦争の戦費をま

かなうための政府紙幣の増発とあいまって貨幣流

通量が増えた。このため激しいインフレーション

が生じて、国内経済は活況を呈したが、消費物資

の輸入額が増加して従来からの貿易赤字が拡大し、

金・銀貨が流出した。金・銀貨が減少すると、輸

入を必要とする軍備の近代化や産業への機械の導

入が進まなくなる。また、インフレーションの進

行は紙幣で定額の地
ち

租
そ

を受け取る政府の財政を困

→ p.239注❹ → p.241

→ p.238

明
めい

治
じ

時代には、西洋からの技術や文化の導入を背景に産業革命が進み、小学校からの学
校制度も整えられて現在につながる社会の枠組みができた。人々の暮らしや文化も従来
のものを引き継ぎながら、新しい要素を取り入れて変化していった。何が変化し、何が
かわらなかったのだろうか。

近代の産業と生活

Q▶ 明治時代初期には、ど
のような貨幣が発行された
のだろうか。

❸アメリカの制度にならった
もので、「国立」とは国法にも
とづいて設立されるという意
味で、国有ではない。国立銀
行条例では、発行する銀行券
の正

せい

貨
か

兌換を義務づけていた。

第14章
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1.0

1.5

2.0

1870 75 80 85 90 95

東京卸売米価（円／石）

政府紙幣流通高（億円）

国立銀行
紙幣流通高（億円）

日本銀行券流通高（億円）

銀貨1円に対する
紙幣平均相場（円）

（年）

紙幣整理の動向　国立銀行の営業期間は20年と定められ
ており、国立銀行券は政府紙幣とともに回収されて、1899

（明治32）年に通用停止となった。
（朝日新聞社編『日本経済統計総観』、後藤新一『日本の金融統計』より作成）

暗記になりがちな美術作品や文学作品の一覧は削り、主要な
作品は、本文や注、写真で掲載しました。

18 19
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らに、社会主義運動・労働運動の高揚にともなってプロレタリア文学
運動がおこり、1921（大正10）年に反戦平和・被抑圧階級の解放などを
掲げた文芸誌『種

たね

蒔
ま

く人』、1928（昭和 3）年に全日本無産者芸術連盟（ナ

ップ）の機関誌『戦
せん

旗
き

』などが創刊され、小林多
た

喜
き

二
じ

・徳
とく

永
なが

直
すなお

らが作品

を寄せた。

　演劇では、1924（大正13）年に小
お

山
さ

内
ない

薫
かおる

・土
ひじ

方
かた

与
よ

志
し

らが創設した築
つき

地
じ

小劇場が新劇運動の中心となり、知識人のあいだに大きな反響を呼
んだ。音楽では洋楽の普及がめざましく、小学校の唱

しょう

歌
か

とともに、

新たに民間で創作された童
どう

謡
よう

がさかんにうたわれるようになった。山

田耕
こう

筰
さく

は、本格的な交
こう

響
きょう

曲
きょく

の作曲や演奏に活躍した。

　美術の世界では、文
ぶん

展
てん

のアカデミズムに対抗する洋画の在野勢力と

して二
に

科
か

会
かい

や春
しゅん

陽
よう

会
かい

が創立され、安
やす

井
い

曽
そう

太
た

郎
ろう

・梅
うめ

原
はら

龍
りゅう

三
ざぶ

郎
ろう

・岸
きし

田
だ

劉
りゅう

生
せい

らが活躍した。日本画では、横山大
たい

観
かん

らが日本美術院を再興して院
いん

展
てん

を盛んにし、近代絵画としての新しい様式を開拓した。建築では、

1914（大正 3）年に開業した東京駅が辰
たつ

野
の

金
きん

吾
ご

の代表的な作品となった。

1903〜 33 1899〜 1958

→ p.291 1898〜1959

1886〜1965

→ p.293

1888〜1955 1888〜1986 1891〜1929

1868〜1958 → p.293

1854〜1919

問 1　 日本の産業革命の要因として、何があげられるだろうか。政府の政策や社会状況など、様々な観点から考え
てみよう。

問 2　�日本における大衆文化の発展の背景には、何があるだろうか。政府の政策や社会状況など、様々な観点から
考えてみよう。

問 3　�産業革命や大衆化が進む中で生じてきた問題には、どのようなものがあるだろうか。また、現代社会におけ
る問題と比較してみよう。

第 14章のまとめ

『太陽のない街
まち

』と『白樺』創刊号の表紙　『太陽
のない街』は、1926（昭和元）年の共同印刷争議
における徳

とく

永
なが

直
すなお

みずからの体験を素材とした小
説。『白樺』は、1910（明治43）年 4月に創刊され、
反自然主義の立場で人道主義・理想主義・個性
の尊重などをとなえた。（日本近代文学館蔵）

「金
きん

蓉
よう

」（安井曽太郎筆、縦96.5cm、

横74.5cm、東京国立近代美術館蔵）

「転
てん

生
しょう

」　高
たか

村
むら

光
こう

雲
うん

に学び、
岡
おか

倉
くら

天
てん

心
しん

に認められて日本を
代表する彫刻家となった平

ひら

櫛
くし

田
でん

中
ちゅう

の代表作の 1つ。
（高さ239.3cm、東京藝術大学蔵）
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鶴
つる

屋
や

南
なん

北
ぼく

らすぐれた狂
きょう

言
げん

作者が出て人気を得た❶。これらは、 錦
にしき

絵
え

や出版物、また三
さん

都
と

の役者による地方興
こう

行
ぎょう

などによって、全国に伝

えられ、各地で役者集団が生まれた。こうした中で、村々の若者が中

心となって、歌舞伎をまねた村
むら

芝
しば

居
い

（地
じ

芝居）や人形芝居が各地で取り

組まれ、祭礼や花火などとともに村人の大切な娯
ご

楽
らく

となった。そして、

歌舞伎の衣服・化粧・小道具・言葉遣いなどは、芝居を通じて民衆文

化に大きな影響を与えた。

　有力な寺社では、 修
しゅう

繕
ぜん

費や経営費を得るために、境内で縁
えん

日
にち

や開
かい

帳
ちょう

❷・富
とみ

突
つき

（富くじ）などをもよおし、多くの人々を集めた。また湯
とう

治
じ

や物
もの

見
み

遊
ゆ

山
さん

など、庶
しょ

民
みん

の旅も広くおこなわれ❸、伊
い

勢
せ

神宮・善
ぜん

光
こう

寺
じ

・讃
さ ぬ き

岐金
こん

毘
ぴ

羅
ら

宮
ぐう

などへの寺社参
さん

詣
けい

や、聖地・霊場への巡
じゅん

礼
れい

がさか

んにおこなわれた。また五節
せっ

句
く

や彼
ひ

岸
がん

会
え

・盂
う

蘭
ら

盆
ぼん

会
え

などの行事、日
ひ

待
まち

・月
つき

待
まち

や庚
こう

申
しん

講
こう

❹などの集まりのほか、町や村々を訪れる猿
さる

廻
まわ

しや

万
まん

歳
ざい

、盲
もう

人
じん

の瞽
ご

女
ぜ

・座
ざ

頭
とう

などによる芸能が、人々を楽しませた。

1755〜1829

問 1　 幕
ばく

藩
はん

体制の動揺に大きな影響を与えたできごととして、何が考えられるだろうか。また、その理由は何だろ
うか。

問 2　�幕藩体制の動揺に際して、江戸幕府はどのような対策をおこなっているだろうか。おもな政策をあげてみよ
う。またそれは、成功したといえるか考えてみよう。

問 3　�近世後期の諸産業や文化において、近代への大きな転換と考えられる変化には、どのようなことがあるだろ
うか。

第 10章のまとめ

❷開帳とは寺の秘
ひ

仏
ぶつ

などを開
かい

扉
ひ

して人々に公開すること。
都市の発展とともに、江戸・
京都など他所へ出張する出

で

開
かい

帳
ちょう

も盛んになった。信
しなの

濃の善
光寺の出開帳などは有名であ
る。

❸三
み

河
かわ

の国
こく

学
がく

者菅
すが

江
え

真
ま

澄
すみ

は40
年にわたって東北各地を旅し、
その見聞を『菅江真澄遊

ゆう

覧
らん

記
き

』
として残した。

❹日待は神に酒
しゅ

肴
こう

を供えて一
晩こもり、翌朝の日の出を待
つ行事である。月の出を拝す
る行事に月待がある。庚申講
とは干

かん

支
し

で年 6回ある庚
かのえ

申
さる

の日の夜、徹夜で過ごす行事。
人の体内には 3匹の虫（三

さん

尸
し

虫
ちゅう

）が棲
す

み、庚申の夜、睡眠
中に体外に出て天

てん

帝
てい

にその人
の悪事を告げると、当人は早
死にするとされた。これを防
ぐため、集団で飲食し夜を徹
する集まり。

❶幕
ばく

末
まつ

から明治期にかけて狂
言作者の河

かわ

竹
たけ

黙
もく

阿
あ

弥
み

が活躍し、
盗賊を主人公にした白

しら

浪
なみ

物
もの

な
どが評判を呼んだ。

相
す も う

撲の興
こう

行
ぎょう

　寺社や橋の修復など
の目的で、観覧料をとって興行が
おこなわれた相撲を勧

かん

進
じん

相撲とい
った。元

げん

禄
ろく

の末頃から許可され、
のちには名目なしで幕府から公認
され職業となった。
（日本相撲協会蔵、東京都）
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場
ば

町
まち

が繁栄した。これらの都市の中には、富裕な商工業者たちが自治

組織をつくって市
し

政
せい

を運営し、平和で自由な都市をつくり上げるもの

もあった。日
にち

明
みん

貿易の根拠地として栄えた堺
さかい

や博
はか

多
た

、さらに摂
せっ

津
つ

の

平
ひら

野
の

、伊
い

勢
せ

の桑
くわ

名
な

や大
おお

湊
みなと

などが代表的であり、とくに堺は36人の会
かい

合
ごう

衆
しゅう

、博多は12人の年
ねん

行
ぎょう

司
じ

と呼ばれる豪
ごう

商
しょう

の合
ごう

議
ぎ

によって市政が

運営され、自治都市の性格を備えていた。

　一方、京都のような古くから続く政治都市にも、富裕な商工業者で

ある町
ちょう

衆
しゅう

を中心とした都市民の自治的団体である町
ちょう

が生まれた。

惣
そう

村
そん

と同じように、町はそれぞれ独自の町
ちょう

法
ほう

を定め、住民の生活や

営業活動を守った❶。さらに、町が集まって町
ちょう

組
ぐみ

❷という組織がつ

くられ、町や町組は町衆の中から選ばれた月
がち

行
ぎょう

事
じ

の手によって自治

的に運営された。応
おう

仁
にん

の乱で焼かれた京都は、これらの町衆によって

復興され、祇
ぎ

園
おん

祭
まつり

も町を母体とした町衆たちの祭りとして再興された。

（え

ごうしゅう）

→p.119

（つきぎょうじ）

→ p.66注❷

❶惣村と町をあわせて村
そん

町
ちょう

共同体、またそれらを基礎と
する支配の仕組みを村町制と
呼ぶこともある。

❷京都ではさらに複数の町組
が集まって、上

かみ

京
ぎょう

・下
しも

京
ぎょう

と
いう巨大な都市組織（惣

そう

町
ちょう

）
を形成していた。

問 1　 室町時代の惣村や町の自治のあり方と現代の自治のあり方には、どのような類似点と相違点があると考えら
れるだろうか。

問 2　15～16世紀にかけて多発した争乱は、人々の生活や文化にどのような影響を与えたと考えられるだろうか。

第 7章のまとめ

Q▶ 戦国時代の大名の政策
により発展していった都市
には、どのようなものがあ
るだろうか。

住
すみ

吉
よし

の祭り　立ち並ぶ白壁 2層の土
ど

倉
そう

が富と資本の町である堺を表し、町を画する堀がつくられている。図は住吉祭の仮装
行列の様子。（『住吉祭礼図屛風』、部分、堺市博物館蔵、大阪府）

365様々な災害と日本
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 社会や集団と個人
 「災害対応」についての考察
（ 1） 問い・仮説を立ててみよう
　日本列島で生きてきた人々にとって、暴風・
豪雨・洪水・地震・津波・噴

ふん

火
か

などの災害は、

きわめて身近なものだった。人々は、みずから
の生活をおびやかす災害にどのように向き合っ
てきたのだろうか。
　1707（宝

ほう

永
えい

4 ）年、富
ふ

士
じ

山
さん

が噴火した（宝永の
富士山噴火）。被災地域の大部分は小

お

田
だ

原
わら

藩の
領地で、藩は緊急の 救

きゅう

恤
じゅつ

米
まい

（被災者救済のた
めの米）を支給するのが精

せい

一
いっ

杯
ぱい

であり、抜
ばっ

本
ぽん

的
てき

な対策を幕府にゆだねざるをえなかった。
　1708（宝永 5 ）年、幕府は武

む さ し

蔵・相
さ が み

模・駿
する

河
が

3
カ国のうち、被災の 著

いちじる

しい村々について幕領
に編入することを決定した。つづいて、幕府は
資料 1 の触

ふ

れを出した。
　これによれば、全国の幕領と大

だい

名
みょう

・旗
はた

本
もと

領
から石高100石につき金 2 両を徴収し、 1 万石
以上（大名）は立て替え金を 3 月までにおさめ、

1 万石未満（旗本）は 6 月までにおさめることと
した。また50石未満の場合は免除し、寺社領は
除外している。この触れにより、幕府は救済資
金として全国から約49万両を徴収したが、この
ような大名領まで対象とした租

そ

税
ぜい

形態は従来に
はみられなかったものである。
　宝永の富士山噴火がおこった時期は 5 代将軍
徳川綱

つな

吉
よし

の時代で、幕藩体制の安定期に当たる。
幕府が諸大名に対する強大な権力を発動できた
点にこの時期の社会の特色があり、小田原藩領

の 直
ちょっ

轄
かつ

化
か

や諸
しょ

国
こく

高
たか

役
やく

金
きん

の徴収といった災害対
応には、そのような特色が反映されていると考
えられる。
　このことから、たとえば「災害対応には、そ
れぞれの時代における社会のあり方が反映され

I

現代日本の課題の探究―様々な災害と日本

　これまで学んできた日本の歴史の中から、「社会や集団と個人」「世界の中の日本」
「伝統や文化の継承と創造」など、現代日本に関わる様々な課題を設定することが
できる。自分が関心のある課題をみつけて取り組んでみよう。ここでは例として、
災害をテーマに考えてみたい。

資
料
１
：
諸
国
高
役
金
令

　近
年
御
入
用
の
品
々
こ
れ
あ
る
処と
こ
ろ

︑
去
る
冬
武ぶ

州
し
ゅ
う

・
相そ
う

州
・
駿し
ゅ
ん

州

三
ケ
国
の
内
︑
砂
積
り
候
そ
う
ろ
う

村
々
御
救
い
旁
か
た
が
た

の
儀
に
つ
き
︑
今
度
諸

国
高
役
金
御
料
・
私
領
共
に
高
百
石
に
つ
き
金
二
両
の
積
り
︑
在
々
よ

り
取
り
立
て
上
納
あ
る
べ
く
候
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富士山宝永噴火絵図（静岡県立中央図書館歴史文化情報センター蔵）
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（ 2）  仮説を検証するために、文化財に関する
法律や施策の背景を調べてみよう

1文化財を守るための法整備
　文化財を保護するための近代的な法整備は、

いつから始まったのだろうか。資料 9 は文化財
保護に関する法律の変遷をまとめたものである。

▶それぞれの時期に文化財保護の動きが強まった背
景には何があったと考えられるだろうか。また、それ
ぞれの法律の具体的な内容についても調べてみよう。

　1950（昭和25）年に制定された文化財保護法は、

その後、何度も改正がおこなわれてきた。資料
10は、それぞれの改正の内容を簡潔にまとめた
ものである。

▶資料をみて気づいたことや、考えたことを表現して
みよう。また、2018（平成30）年の改正における文化財
の「活用」とは具体的にどういうことか、身近な事例を
調べてみよう。

❷文化財レスキュー事業
　文化庁は、自然災害により被災した美術工芸
品を中心とする文化財等を保全し、廃棄・散

さん

逸
いつ

や盗難の被害から防ぐため、災害の規模・内容
に応じて「文化財レスキュー事業」（正式名称は
被災文化財等救援事業）を展開している。1995

（平成 7 ）年の阪神・淡路大震災の時にはじめて
組織され、2011（平成23）年の東日本大震災にお
いても展開された。
　資料11は、東日本大震災におけるレスキュー
事業に携わった「ふくしま歴史資料保存ネット
ワーク」のメンバーの声である。
▶この資料を読み、文化財を保護していくために何
が必要か、考えてみよう。また、ここで述べられて
いること以外で、文化財を保護・継承していくため
の課題として何があげられるか、考えてみよう。

IV  学習の成果を共有しよう

　探究した内容について、レポートにまとめた
り、新聞を作成したりするなどして、発表して
みよう。また、自分とは異なる表現・発信方法
でほかの課題に取り組んでいる人たちと意見交
換や討論をおこなって、歴史認識を深めていこ
う。

資料11：�「ふくしま歴史資料保存ネット
ワーク」のメンバーの声

…現在の福島県内で歴史資料あるいは文化遺産が
いったいどういう状況にあるのか、情報がなかな
か集まってこない、出てこないというあたりも、
震災の頃からほとんど進歩していない気がするん
ですね。だからこそ、いろいろな情報を持ち寄っ
たり、歴史や文化に関心を持つ人たちが集まった
りする「つながりの場」というのが、あらためて必
要だと感じているわけです。…

（阿部浩一・福島大学うつくしまふくしま未来支援センター編
『ふくしま再生と歴史・文化遺産』より）

改正年 内容

1954年 無形文化財・埋蔵文化財・民俗資料に関する保
護制度の充実

1968年 文化庁の発足
1975年 伝統的建造物群保存地区制度の創設、文化財の

保存技術の保護制度の創設
1996年 文化財登録制度の創設
1999年 都道府県・指定都市等への権限委譲等
2004年 文化的景観の保護制度の創設
2018年 文化財保存・活用のための計画制度の創設

年 文化財保護に関わる動き

1871年 古
こ

器
き

旧
きゅう

物
ぶつ

保
ほ

存
ぞん

方
かた

の布告
1897年 古社寺保存法の公布
1919年 史蹟名勝天然紀念物保存法の制定
1929年 国宝保存法の制定
1933年 重要美術品等ノ保存ニ関スル法律の制定
1950年 文化財保護法の制定

資料 9：文化財保護に関する法律の変遷

資料10：文化財保護法の改正

詳
説
日
本
史

日本史探究の科目のまとめとして、主題を設定して、現代の日本の課題を探究
します。

現代の日本の課題の探究
詳説日本史

学習指導要領 中項目（4）〇〇の国家・社会の展開と画期
詳説日本史

教科書の判型を大きくし(A5
判→B5変型判)、写真・図版
を大きく・見やすく掲載しま
した。

章末に、時系列や推移、諸事
象の比較、意味や意義、特色、
因果関係や画期などについて、
まとめの問いを設けました。

日本史探究のまとめでおこ
なう現代の日本の課題の探
究の例として、日本におけ
る災害の歴史を扱い、災害
という課題から、歴史を考
える視点を例示しました。
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詳
説
日
本
史

関
連
教
材

準拠教材 ご採用特典

トータルサポート
詳説日本史

日本史探究『詳説日本史』関連教材です。
授業準備からテスト・評価まで、豊富な教材で日本史探究を
トータルサポートいたします。

先
生
用
教
材
コ
ン
テ
ン
ツ

生
徒
用
教
材
コ
ン
テ
ン
ツ

定番の補助教材授業準備・授業 テスト・評価

予習・授業 テスト対策・復習

教師用指導書 授業実践編 付属データ集 ➡p.28

準拠テスト例

準拠テスト例対応
ルーブリック

DVD

Webの社会科準備室
山川＆二宮ICT
ライブラリ

約13,000点の地歴コンテンツを配信

・小テスト作成用 Excel は、
簡単な操作で10問程度の小テ
ストが作成できます。問題文
のシャッフルや解答の表示／
非表示も可能です。
　※�写真・地図・図版問題は収録

しておりません
・準拠ノート紙面 PDF は、解
答あり／解答なしの2種類を
ご用意いたします。
　※�一部を除き、許諾上の理由か

ら写真は掲載しておりません
・解答欄 Google Forms 版は
タブレット等への配信と解答
の集計が可能です。
　※�ご利用にはGoogleアカウント

が必要になります

教師用指導書
授業実践編

➡p.24

詳説日本史
ノート

➡p.32

書きこみ教科書
詳説日本史

日本史総合テスト
新課程版は23年秋刊行予定

日本史用語集
新課程版は23年12月刊行予定

詳説日本史図録
第10版

詳説日本史
授業用整理

ノート
➡p.33

詳説日本史
10分間テスト

➡p.35

詳説日本史
スタンダード

テスト
※旧題「復習と演習　
日本史テスト」
➡p.36

教師用指導書
研究編

➡p.27

指導者用
デジタル教科書

➡p.66

教科書紙面

PDF

本文・注・史料
テキスト

Word

問い・解答例
一覧

Excel

授業用スライド対応
ワークシート

Word

地図・図表

JPEG

白地図集

JPEG

授業用
スライド

PowerPoint

詳説日本史
授業用整理

ノート

PDF Word Word

詳説日本史
ノート

PDF Word

詳説日本史
授業用整理

ノート

PDF Word
準拠教材 ご採用特典

詳説日本史
10分間テスト

※Excelは小テスト作成用

PDF Excel Google 
Forms

詳説日本史
スタンダードテスト
※旧題「復習と演習�
日本史テスト」

PDF Word Google 
Forms

Word

採用品

採用品 採用品

学習者用
デジタル教科書

➡p.66

詳説日本史10分間テストの採用特典
〈小テスト作成用Excel〉の
イメージ動画をご用意しました。
こちらをご参照ください。

小テスト作成用Excel　
イメージ動画

年間指導計画例
評価規準例

Excel

指導書紙面

PDF

➡p.34

日本史探究（新課程）

日本史B

山川一問一答
日本史

新課程版は24年春刊行予定

日本史用語集   
アプリ付き

よくでる一問一答 
日本史　※アプリ付き

新課程版は24年夏刊行予定

ご採用特典

➡p.34

➡p.37

白地図 JPEG
史料　Word

PDF Word

ご採用特典

生徒用
電子版
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板書例
の政策が要因となったものもある。さらには過剰な
開発が長期的に社会構造に与えた影響も考察するよ
うにうながしたい。
 発問例 
　グラフ「百姓一揆の推移」から、享保の改革以前
と以降で、百姓一揆などの件数、内容を比較して、
その違いと原因について、考えてみよう。
 解答例 
　近世前期と享保以降では件数自体も増えているが、
特に村方騒動の伸びが大きく、天明・天保の飢饉や
幕末期は一揆・村方騒動も多いが、特に都市騒擾の
発生が顕著である。これは農村の階層分化と貧民の
都市流入が背景と考えられる。
 解説 　享保の飢饉⓳
　17３2（享保17）年に西日本でウンカが稲穂を食い荒
らした虫害による飢饉。対応策として幕府が関東か
ら廻米したことを機に米価が 4 ～ 5倍に高騰した。
吉宗の米相場介入に協力した米穀商高間伝兵衛が打
ちこわしの対象となった。
 図版 　天明の飢饉⓴
　1782～87（天明 2～ 7）年の冷害を要因とする大飢
饉。とくに8３年の浅間山大噴火では降灰による損害
だけでなく、日照時間の減少で冷害が深刻化し、多
数の餓死者や流民を生み出した。一説では食人があ
ったと杉田玄白の『後

のち
見
み
草
ぐさ
』、菅江真澄の『楚

そ
堵
と
賀
が

浜
はま
風
かぜ
』に見える。なお、この被害には、人災の側面

もあった。1754～57（宝暦 4～ 7）年の宝暦の飢饉か
らの財政再建に向け、東北諸藩では年貢増徴のうえ、
残余の米も買上げて大坂・江戸に廻米しており、領
内に食料がない状態で天明の飢饉を迎えている。一
方で米沢藩（上杉治憲）や白河藩（松平定信）は越後な
どで米を手配し餓死者を出していない。
解答例⑤➡

　一揆では年貢の増徴や新税の停止、藩による専売
制の撤廃を要求し、藩に協力する御用商人や村役人
を襲った。打ちこわしでは米価急騰の原因をつくっ
た米穀問屋や、飢饉時に買占めなどで利益をあげる
商人が襲われた。

田沼時代
学習の目標
▶18世紀後半、家格の低い田沼意次が側用人を
経て老中に就任した意味を理解する。

▶商人資本を積極的に活用した田沼の財政政策
が従来の方針とどう違うのか考察する。

▶天明の飢饉が起こり、一揆が頻発する中で、
田沼意次が老中解任となった背景を理解する。

 解説 　田沼意次㉑
　意次の父は紀州藩士で、吉宗の将軍就任に伴い微
禄の旗本となった。意次は16歳でのちに 9代将軍と
なる家重の小姓となり、10代家治の側用人から老中
へと異例の昇進をとげた。老中は10万石以下の譜代
大名が代々就任するのが基本で、前例踏襲の傾向が
強かった。一方、田沼意次は従来の政策の是非を見
極め、積極的な財政再建策をとった。
解答例⑥➡

　従来の農業重視・年貢増徴による政策が財政難の
解決にいたらず、逆に農村の階層分化をまねいたこ
とを勘案し、民間の経済活動を活性化して、その富
の一部を財源に取り込もうと商業重視の政策を実施
した。

２ ．飢饉と打ちこわし
　ａ　享保の飢饉（17３2～３３年）
　　：天候不順の西日本でイナゴやウンカが大量発生
　　　 全国に及ぶ飢饉に拡大
　　　 江戸で打ちこわしが発生
　　　　（米価急騰の原因をつくった米問屋が対象）
　ｂ　天明の飢饉（1782～87年）
　　：冷害が浅間山噴火の影響で深刻化した大飢饉
　　　 東北を中心に多数の餓死者
　　　 江戸・大坂はじめ各地の都市で打ちこわしが発生
《田沼時代》
１ ．田沼時代
　10代家治の時代、田沼意次が側用人兼老中となり実権掌握
２ ．財政方針の転換
　幕府財政の再建は年貢増徴に頼らず
　 民間の経済活動の富を取り入れて財源とする方針

解答例⑥➡

解答例⑤➡

●⓲
　

●⓴　

●⓳
　

●㉑
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 解説 　株仲間㉒
　中世の同業者組合であった座は、信長以降制限さ
れ、秀吉が廃止して近世前期には存在しなかった。
同業者による株仲間の結成は元禄期だが、享保年間
に流通把握と物価安定を企図して公認された。田沼
時代は、株札を交付して独占権を認めるかわりに運
上を上納させたが、多種の株仲間公認は諸色物価の
値上がりに結び付いた。
 図版 　南鐐二朱銀の表（左）と裏側㉓
　貨幣の表に「以南鐐八片換小判一両」と刻印され、
定額銀貨の額面 2朱× 8枚＝16朱と小判 1枚の額面
1両＝ 4分＝16朱で等価交換を保証している。従来
の銀貨は秤量貨幣で、計数貨幣である金貨と変動相
場で交換していたが、これによって固定相場となり
「江戸の金遣い」と「大坂の銀遣い」の一本化が可
能となった。
解答例⑦➡

　大消費地である江戸の物資流通・経済は、天下の
台所と呼ばれた大坂の商業資本に依存していた。江
戸で使われる金貨の額面を刻した定額銀貨を発行す
ることで、銀を中心とした貨幣制度を採る大坂の経
済力との一体化をはかった。
 解説 　印旛沼干拓・手賀沼干拓㉔
　印旛沼沿岸の平戸村から検見川まで掘割をつくり、
沼の水を江戸湾に流す計画で、新田開発だけでなく
利根川から江戸湾への水運の向上や洪水抑止を目的
とした。1782（天明 2）年に町人請負で工事を開始し
たが、1786（天明 6）年の利根川の洪水で頓挫した。
手賀沼の干拓は18世紀後半までかけ、200町歩の干
拓に成功した。
 解説 　蝦夷地調査㉕
　仙台藩医工藤平助がロシア南下（蝦夷地接近・通
商要求）に対応するため、178３（天明 ３）年に『赤蝦
夷風説考』を老中田沼意次に献上、これが勘定奉行
の蝦夷地調査の伺書に添付され、意次の蝦夷地開発
に結び付いた。1785（天明 5）年意次は、蝦夷地調査
団として最上徳内を派遣した。
 図版 　長崎貿易㉖
　従来、赤字による金銀流出を懸念し海舶互市新例
などで抑制してきた長崎貿易を、蝦夷地の海産物（俵
物）や棹銅の輸出で黒字化し、金銀を輸入して南鐐
二朱銀の原料などに当てた。絵の作者は出島出入の
絵師川原慶賀で、シーボルトの依頼で日本の動植物
の写生図も描いた。手前の天秤では俵物の、奥では
棹銅の計量がおこなわれている。
 解説 　宝暦事件㉗
　徳大寺家の家人で垂加神道を学んだ竹内式部が、
京都で桃園天皇近習の若い公家らに『日本書紀』を
講釈する中で尊王斥覇を説いた。これを機に摂家と
天皇近習の対立が顕在化、1758（宝暦 8）年に摂家が
竹内式部を京都から追放、関係した公家に永蟄居な
どの処分を下した。儒学・国学などの学問的発展を
背景に尊王思想が台頭する中、朝廷運営に動揺が生
じていた。
 解説 　田沼失脚の背景㉘
　従来の政策概念をくつがえし、個人の能力を活か
す田沼政治の抜擢人事に対し、家格主義者は賄賂政
治・士風退廃と批判した。また、特権商人優遇が物
価上昇など庶民の不満を増大させ、天明の飢饉も悪
政への天の怒りとの認識があり、一揆や打ちこわし
が多発したほか、田沼意知の刺殺も世直しとされた。

　ａ　株仲間の公認
　　：運上や冥加などの営業税上納 幕府財政の増収
　　 幕府の専売のもとに銅座・真鍮座・朝鮮人参座を設置
　ｂ　定額計数銀貨（南鐐二朱銀）を鋳造 金中心の貨幣制度への一本化
　ｃ　新田開発
　　：印旛沼・手賀沼の干拓 利根川の洪水で挫折
　ｄ　蝦夷地開発・ロシアとの交易の可能性
　　⑴仙台藩医工藤平助『赤蝦夷風説考』の提言 最上徳内を派遣
　　⑵長崎貿易の政策転換：銅・俵物の輸出 金銀の輸入
３ ．朝廷との関係
　ａ　宝暦事件（1758年）：復古派の公家と竹内式部を処分
　ｂ　後桃園天皇の急死 光格天皇の即位（閑院宮家出身）
４ ．田沼の失脚
　ａ　田沼への批判：賄賂・縁故による人事が横行、武士の気風を退廃
　ｂ　天明の飢饉 百姓一揆・打ちこわしの頻発
　ｃ　若年寄田沼意知の死
　　：旗本佐野政言（｢世直し大明神｣）による刺殺
　ｄ　10代将軍家治の死 田沼意次の罷免

解答例⑦➡
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板書例

本章では、幕府の諸改革の内容をおさえるとと
もに、訴訟や一揆・打ちこわしなどの内憂と外
国勢力の圧力という外患により幕府が動揺した
ことについて、その背景や原因を理解させる。

1 幕政の改革

享保の改革
学習の目標
▶享保の改革がなされた背景・目的を理解する。
▶享保の改革について、その成否を短期的な視
点と長期的な視点の両面から考察する。

▶享保の改革の機構整備の側面について、時代
背景と関連づけて説明できる。

 解説 　徳川吉宗❶
　1684（貞享元）年に紀伊藩主徳川光貞の 4男として
誕生。1705（宝永 2）年、長兄綱紀、父光貞、次兄頼
職の相次ぐ他界で紀伊徳川家55万石を相続。徳川宗
家の断絶に備えて設けられた三家の当主で唯一、家
康の曽孫であったことから 8代将軍に就任。「諸事
権現様御定めの通り」を旨として幕政に当たった。
 解説 　御用取次❷
　吉宗の将軍就任に際し、紀州藩士有馬氏倫・加納
久通らを任じたことに始まる。職務は、将軍と老中
以下の役人との取次役、目安箱の取扱いや御庭番の
管理など。 5代綱吉が置いた側用人柳沢吉保や 6代
家宣・ 7代家継期の間部詮房らは将軍側近として幕
政に深く関与したが、吉宗は側用人を廃し、将軍自
らが幕政改革に関与した。
 解説 　大岡忠相❸
　1677（延宝 5）年に旗本の家に生まれ、山田奉行を
経て、1717（享保 2）年に江戸南町奉行に抜擢、享保
の改革の都市政策に関与した。また、三奉行の 1人
として評定所に列なっている。
 解説 　足高の制❹
　徳川幕府では、役職ごとに基準の禄高（役高）が決
まっており、家格相応な役職に就くことが前提で、
能力があっても家格の低い者は要職に就けなかった。
足高の制（172３年制定）では、在職時のみ不足の役料
（石高）を支給し、退任後はもとの石高とすることで、
財政負担をおさえながら、才能ある人材の登用が可
能となった。
 解説 　相対済し令❺
　1719（享保 4）年に制定。当時、金公事が訴訟の 9
割を占め裁判事務全体を滞らせたため、金銭貸借訴
訟は当事者間で解決するよう命じた。借金は当人同
士の信頼の上に成立する私的なもので、領主が関与
すべきでないとの考えが背景にあった。
 史料 　上げ米の令❻
　財政が破綻して幕臣への切米支給にも事欠くなか、
新田開発・年貢増徴などの財政再建策が奏功するま
での応急策として172３（享保 8）年に導入された。
解答例①➡

　幕府は、上げ米の代償に参勤交代の江戸在府期間
を半減したが、参勤交代は大名課役であり、財政難
とはいえ幕府みずからが大名統制手段をゆるめるこ

第10 章 幕藩体制の動揺 《享保の改革》
１ ．享保の改革
　 7代将軍家継の死去後、三家の紀伊藩主吉宗が 8代将軍となり、
　取り組んだ幕政の改革
２ ．人材の登用
　ａ　側用人による側近政治 御用取次を介して将軍の意思を反映
　ｂ　大岡忠相、田中丘隅（『民間省要』）らの登用
　　＊足高の制：家格の低い者の登用 在職期間中のみ役料補足
　ｃ　儒学者荻生徂徠、室鳩巣を待講とする
３ ．財政の再建
　ａ　相対済し令（1719年）
　　：金公事訴訟を受付けず当事者間で解決
　ｂ　上げ米の実施（1722～３0年）
　　：大名は石高 1万石につき100石を臨時に上納
　　　＝年18.7万石＞幕府年貢収入の 1割
　　　代わりに参勤交代の在府期間を半減

●❻

解答例①➡

●❶
　

●❸
　

●❺
　

●❹
　

●❷
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とは問題で「御恥辱を顧みられず仰せ出だされ候」
との認識をもっていた。
 図版 　幕領の石高と年貢収納高❼
　年貢収納率が近世初期から低下し続けているのは、
近世初期の検地で把握した石高に基づく年貢額が、
単位面積当たりの生産力伸張で目減りしたのが背景
となる。上昇の過程は下記参照。
解答例②➡

　年貢収納高は増えたが、新田開発による米の増産
は米価安をまねいた。武家は年貢米を換金して必要
物資を買うので、米価安では財政赤字となる。吉宗
は米相場介入を命じ米価の平準化をはかったので、
「米公方」と呼ばれた。
 解説 　検見法（畝引検見法）と定免法❽
　検見とは当年の作柄を実地検分し、作柄が悪い場
合、検地帳記載の石高（近世初期の把握分）から減免
するもので、豊作でも規定以上には増徴されず、領
主の収入は一定しなかった。なお、検見費用は村持
ちで、検見の間は出荷禁止で高値の時期に売れず農
民には不評であったが、天候不順などを訴えれば減
免が可能であった。1721（享保 6）年に導入された定
免法は豊凶に関わらず一定期間の租額を固定して課
す方法で、領主は定量の年貢を入手できたが、課税
基準はやはり近世初期段階の把握分で、実際の生産
力が伸びている分、農民の手元に残る生産物は多か
った。よって、定免法の採用では年貢収納率は若干
しか上がっていない。17３6（元文元）年以降のグラフ
で年貢収納率が急上昇しているのは、174３（寛保 ３）
年に勘定奉行神尾春央が有毛検見法を導入したこと
にある。従来の検地帳の記載を無視して、検見で把
握した生産力を基に課税したもので、約150年間の
生産力の伸びを収奪することに成功したのだが、農
民の負担は格段に大きくなった。本多利明が『西域
物語』で、神尾の言葉として「百姓と胡麻の油は絞
れば絞るほどでるもの」と記したのはこれを指した
ものである。
解答例③➡

　新田開発による大規模な米増産が米価安をまねく
一方、諸産業の発達は生産地と江戸や各地の城下町
など消費地を生み出して「米価安の諸色高」の様相
を呈した。武家は年貢米を換金して物資を購入する
ので財政難となった。
 解説 　日光社参の再開❾
　宗家断絶で将軍となった吉宗が、自身の権力強化
に活用したのは、幕府草創者である神君家康の権威
であり、軍事指揮官としての姿の顕示であった。家
康も好んだ鷹狩を復活させ、ついで日光社参も再開
した。将軍が家康の命日 4月17日に霊廟である日光
東照宮に参拝する行事で、将軍の権威を大名以下庶
民に広く知らしめる効果があった。江戸時代全体で
19回、うち16回は 2代～ 4代将軍によるもので、吉
宗の社参は166３（寛文 ３）年の家綱以来65年ぶりであ
った。吉宗は大名・旗本ら大軍勢を引き連れ出発し
ている。社参の実施には多大な費用を要し、膨大な
人馬は近在の農村から徴発されたが、農繁期と重な
ったため農民の負担は大きかった。
 解説 　目安箱・小石川養生所❿
　目安箱は1721（享保 6）年に設置され、町人や百姓
の要望や不満を直訴させたもの。投書は住所・氏名
の記入が必須であった。箱は評定所の門前に月 ３回
設置され、回収した投書は将軍が直に検分した。町
医者小川笙船の建議で身寄りのない病人の救済のた
めに小石川養生所が設置された。

　ｃ　年貢の増徴　
　　⑴検見法 定免法による年貢率引上げ
　　⑵商品作物生産の増加 畑地からの年貢増収
　ｄ　新田開発（江戸日本橋に高札 商人資本の活用）
　　：飯沼・紫雲寺潟・武蔵野・見沼代用水新田
　ｅ　大坂堂島米市場公認
　　：米価平準化による武家財政の安定を企図
　ｆ　甘藷（青木昆陽の登用）・サトウキビ・櫨（蝋燭原料）・
　　　朝鮮人参の栽培奨励
　＊漢訳洋書の輸入制限の緩和もおこなう
　＊青木昆陽や野呂元丈によるオランダ語の習得 蘭学の興隆
４ ．日光社参（1728年）の実施　＊ 4代将軍の時代以来65年ぶり
　：東照権現（家康）の御定めの通りを主張 強い将軍像を誇示
５ ．江戸の都市政策（町奉行：大岡忠相）
　ａ　防火設備の設置：広小路・火除地
　ｂ　町人地の消火に当たる町火消の整備
　ｃ　目安箱：庶民の意見を聞き取り 貧民対象に小石川養生所を開設

●❾

解答例②➡

解答例③➡

❽
　

●❼
　

　

❿
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『詳説日本史』を使った授業実践にご活用いただける材料を盛り込みました。

教師用指導書 授業実践編
詳説日本史

日探705準拠
❶視点・留意点　各章の導入文をふまえ、指導上の視点・留意点を示しました。
❷学習の目標　小見出しごとに、学習の柱となる目標を示しました。
❸�解説・史料・図版　重要事項や、教科書に掲載の史料・図版について、授業に役立つ解説しています。
❹�問いの解答例　教科書中の「読みといてみよう」「Ｑ」「章のまとめ」の問いの解答例を示しています。
❺�発問例・解答例　教科書中の発問以外に、授業展開の中で活用できる発問例とその解答例
をプラスしました。
❻�板書例　教科書の記述をまとめた板書例を示しました。授業用ノートのまとめに準じています。
❼�教科書画像　教科書の縮小画像に番号を付し、教科書と解説や問いの解答例との対応を示しました。

5

1

2

3

3

6

3

4

7

詳
説
日
本
史

関
連
教
材

24 25
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歴史
資料

近代・現代の
展望①

と

ねらい
　資料となる文書にはそれぞれ作成者の意図があるが、合意の
結果としてつくられた場合には、その意図にある程度の幅があ
る。文書を示された人々の解釈にはさらに大きい幅が生じる。
そして、その文書が時代を越えて参照されるなら、その解釈は
時代に応じてかわる。ここでは、日本の「国是」として提示さ
れ、近現代を通じて参照され続けた五箇条の誓文を題材に、資
料をめぐる意図や解釈のずれを学び、さらに、その背景となっ
た社会のあり方の変容を通観する。

 解説 　五箇条の誓文❶
　誓文の原型は、新政府の参与となった福井藩出身の由利公正が「諸
侯会盟」、すなわち天皇と藩主たちが申し合わせる国政の基本方針
として起草した「議事之体大意」で、

一　庶民志を遂げ人心をして倦まざらしむるを欲す
一　士民心を一にし盛に経綸を行ふを要す
一　知識を世界に求め広く皇基を振起すべし
一　貢士期限を以て賢才に譲るべし
一　万機公論に決し私に論ずる勿

なか
れ

の五箇条であった。土佐藩出身の参与福岡孝弟が由利と相談して、
5番目を「列侯会議を興し万機公論に決すべし」と改めて冒頭に移
すなど、諸藩主の意見を国政に反映する方針が明確な「会盟」とし
た。しかし、太政官での議論で、天皇親政にふさわしく天皇が誓う
かたちとされ、遅れて参与となった長州藩出身の木戸孝允が最終的
なかたちを整えた（福岡孝弟「五箇条御誓文ト政体書ノ由来ニ就イ
テ」『明治憲政経済史論』１９１９年、国立国会図書館デジタルコレク
ション）。なお引用は全て濁点を補っている。
 解説 　宸翰❷
　宸翰は天皇が書いた書状を意味する。宛先は明示されないが、本
文中に「汝億兆」とあるので、国民全体ということになる。教科書
に載せていない前略部分には誓文の 3番目に対応する「天下億兆一
人も其処を得ざる時は皆朕が罪」という言葉もあって誓文の示す国
のあり方に対応しているが、「会議」「公論」等には触れない。おも
に木戸孝允によって執筆されたと考えられている（三宅紹宣『幕末
維新の政治過程』吉川弘文館、202１年）。全文は国立国会図書館デ
ジタルコレクション『法令全書』で御誓文と同じ「慶応 3年」（翌
年分と合綴されているため）の8１画像目にあり、同館の「日本法令
索引」を利用しても到達できる。
▶御誓文の内容はどのようなものだろうか。
　五箇条を、わかりやすく解釈すると次のようになる。

⑴　国の方針を会議で決める
⑵　産業振興、開拓などに国民を挙げて取り組む
⑶　国民が自分の希望を遂げるために働ける社会を作る
⑷　従来の良くない慣習を捨て、正しい制度を作る
⑸　諸外国の知識を学び、日本の力をつける

　⑴は福岡案ほど明確ではないが、政権を委任されていた徳川家の
独裁にかわるのが、狭い意味の朝廷の独裁ではなく、諸藩主などの
意見が反映される政治体制であることを示すとも了解できる文面で
ある。「列侯」と明示されなかったゆえに、誓文は繰り返し参照さ
れる力をもったともいえる。
　⑵～⑸は旧来の制度を壊し、先進国に学びながら、国力の強い国
家となるにふさわしい社会体制をつくることを示している。⑴もそ
の一環とみることができる。

　⑵の「経綸」は横井小楠がのちの「殖産興業」に近い意味で用い
た経済活動の振興をはかる政策を示す言葉だが、当時一般に普及し
ていたわけではなかった。原案を起草した由利公正は横井の弟子で
あったから横井と同じ意味で使い、福岡は由利が好んだ言葉なので
そのまま残したと回想するが、当時の『太政官日誌』で「経論」と
誤植されたほどなじみが薄かった。政府部内でもこれを国家の統治
一般のことと理解した者が多く、のちに民権派がこの条文を政治参
加の根拠とする時にも、そのように解釈された。同時代でも作成者
の意図と受け止められ方が違う例である。
▶天皇の誓いのあとには、総裁、公卿、諸侯がこれに賛成して決死
の覚悟で努力するという誓いが記され、それぞれが署名した。そ
こからどのようなことがわかるだろうか。
　新政府を支えることを約束する盟約書としての意味をもっている
ことがわかる。当初新政府に抵抗した藩の藩主も、降伏後に署名し
た。また、旧幕府の旗本も署名した。新政府が幕府にかわって、国
内を治めるには諸侯（藩主、旧大名）の支持を必要とした。一方で、「会
盟」の形式がとられず、「列侯会議」の語が削除されたことから明
らかなように、有力大名の合意によって政権が成り立つのではなく、
彼らも公卿や小領主とともに天皇に同意する立場とされた。
▶なぜ、民権派が五箇条の誓文を盛んに引用したのだろうか。
　民権派の求めた西洋の議会制（立憲制）の理念と通じる解釈が可能
だったからである。有力な国民国家を形成して国際社会の有力な一
員となることが目標なのは政府も民権派も同じで、そのために統治
に国民の意見を反映する制度が必要なことは誓文作成者も含め、多
くの人々が念頭に置いていた。また民権派は政府の現在のあり方に
は反対したが、天皇による統治に反対していたわけではなく、その
ことを示すためにも誓文を引用することは好都合だった。
▶国会開設請願書での五箇条の解釈を確認してみよう。
　国会開設請願書は板垣退助監修『自由党史』あるいは「国会ヲ開

五箇条の誓文と
国是

　

●❶

　

●❷
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設スル允可ヲ上願スル書」（ともに国立国会図書館デジタルコレク
ション）で確認できる。第一に天賦人権論を根拠に、第二に国民の
一致と愛国をうながす手段として国会開設の必要を説いたあとに、
御誓文の五箇条すべてを国会開設に結びつけて論じる。例えば最後
の条に関しては「今世に在って国会を開くことは便

すなわ
ち世界の智を学

ぶ所以にして之を開かざることは世界の智識を棄
き
擲
てき
して顧みざる者

と為すべく而して皇基を振起するも亦国会を開て人民の愛国心を発
せしめ及び全国の一致するに非ざれば能はざる可ければ也」とある。
なお、御宸翰も引用され、国会開設に結びつけられ、もちろん漸次
立憲政体樹立の詔も引用される。
 解説 　山県有朋の演説❸
　第 １回帝国議会の衆議院は民党が多数を占め、政府の予算案を大
幅に削減する動きをみせた。これに対して首相山県有朋が衆議院で
予算案の正当性を主張した演説である。『官報』第2287号附録「明
治24年 2 月１6日衆議院議事速記録第45号」に掲載され、国立国会図
書館の「帝国議会会議録検索システム」で参照できる。当時までの
数十の明治天皇の勅語に示されているのが国是だとして、その実現
につとめてきた政府の活動とその延長上の予算案を正当化する。
▶ここでいう「国是」は、五箇条と何が共通して何が異なっている
のだろうか。
　旧来の陋

ろう
習
しゅう
を破って制度を新たにするなど、誓文の⑷・⑸を引き

継ぎつつ、国際社会に国民国家として参加する姿勢が強調されてい
るが、⑴～⑶に示された国内の統合に向けての方策には触れられな
くなった。
▶なぜ、山県はそのような「国是」を述べたのだろうか。
　憲法制定による国民の権利の保障や議会の開設で、誓文で示した
国内体制の枠組みはできあがった。そのうえで、従来の国是である
誓文の⑴で正当性を主張できる議会に対して、今までの政府の施策
の正しさを強調して主張を受け入れさせるため。

 解説 　『初等科国史　下』❹
　国民学校と呼ばれた当時の小学校の 6年生が用いた教科書で、戦
時下で最も皇国史観の影響が強くなった時期に教えられた日本史を
示す。紙幅の都合から教科書には載せていないが、国立国会図書館
デジタルコレクションや国立教育政策研究所の近代教科書デジタル
アーカイブでみられる。誓文は小学校の国定国史教科書で従来から
取り上げられていたが、１９2１年版では引用部に当たる誓文制定の目
的は「維新の政を盛にし万民を安んぜんが為」と説明されていた。
▶なぜ、このような紹介のしかたがなされたのだろうか。
　誓文は明治天皇が示した国是であるから教科書に載せざるをえな
かったが、国家主義的な戦争遂行体制の中で、⑴の合議制、⑶の個
人の幸福追求、⑷の世界の普遍的価値意識や⑸の外国知識の導入は
肯定的に教えられるべきものではなくなっていた。一方で、天皇の
下で国力を増強し、海外に進出することが明治初年以来の国家の目
標であったと説明することが望ましかったため。
▶「皇威を世界にかがやかす」とはどのような意味だろうか。宸翰
での使われ方と、この時代の受け止められ方を考えてみよう。

　宸翰では、古代に「国威海外に輝きしなり」としているので、朝
鮮半島への出兵を踏まえている可能性もあるが、今後の「万里の波

は

濤
とう
を拓開し、国威を四方に宣布し」は、主語が天皇であることを考

えれば、天皇が海外を訪れる、あるいは日本人が海外で活躍し軍艦
を含む日本の船が世界中を航海することを指しているようにも読め
る。いずれにせよ、１868（明治元）年には、末尾にあるように「神州
（日本）を保全」することが当面の目標であった。１９43年には、アジ
ア・太平洋地域に広く日本軍が展開している現状を背景に、海外へ
の軍事的進出が維新の目標であったと語られたのであろう。
 解説 　人間宣言❺
　占領下でマッカーサー率いる連合国軍総司令部と幣原喜重郎内閣
の合意によって出された日本の民主化とその中での天皇の地位につ
いての基本を示す詔書。昭和天皇は誓文を詔書に組み込んだのはみ
ずからの意志によるものであったと回想しているが（１９77年 8 月23
日記者会見）、幣原も前年１0月の組閣直後に誓文の精神に則った民
主主義政治の確立を政策目標として発表していた。
▶なぜこの詔書で五箇条の誓文が掲げられたのであろうか。
　小学校教育により国民に知れ渡っている誓文の精神として民主化
や国際協調を説くことにより、それらが占領軍に強制されるのでは
なく、維新期から日本の目指してきた道であると示すため。また、
神に誓ったのではなく「御誓文を下し給へり」とすることで、天皇
が国民のことを考え、国民と信頼関係を保ってきたと示すため。
▶なぜ、五榜の掲示が合わせて取り上げられるのであろうか。
　明治政府が、開明的な面と同時に、民衆に対して従来の支配体制
を引き継ぐ面をもっていたことを示し、戦後の民主化の必要性を理
解させるため。誓文、宸翰、五榜の掲示は諸藩に対して同時に示さ
れており、歴史的には 3つを合わせて意味を考えるのが適切である。

❖変わったこと、変わらないこと❖
　国民の権利を認め、国際社会で諸外国と交流しつつ、一体と
なって国力の増強をはかる国民国家の形成が維新の目標であり、
誓文はそれをよく示していた。それゆえ、誓文は、国民国家の
かたちが整う憲法制定・国会開設までは、民権派が政府の専制
を攻撃する根拠ともなった。国民国家のかたちが整うと、誓文
以外の「国是」の定義が試みられ、日本民族の優越性を主張す
ることで対外侵略が正当化され、また国家目標を達成するため
には個人の権利が制限されて当然と考えられた時代には、誓文
に無理な解釈がなされたり、解釈が放棄されたりした。しかし、
天皇が掲げた国是である以上、忘れ去られることはなく、敗戦
後には平和国家として日本を立て直すために表舞台に立たされ
た。近代の歴史は国民国家の形成・成長という観点からとらえ
ることができるが、それだけではとらえきれないことも、誓文
の扱われ方から理解できる。

【参考文献】大塚桂「五箇条の御誓文・再考」（『駒沢大学法学部研究
紀要』64、2006年、駒澤大学学術機関リポジトリで公開）
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と
書ｐ.284の貿易相手のグラフも同年のものであり、合わせて参照す
ると、前回まで上位だった砂糖が、台湾での生産で代替されつつあ
ること、また米も輸入とともに植民地からの移入がなされているこ
とがわかる。なおこの年の、軍による軍艦・兵器類の輸入額は2９48
万円である。
▶米が輸入品になった事情⑤
　米の生産の伸びより、消費の伸びの方が大きかったため。その背
景として、工業化、都市化がある。農村部では主食を雑穀、芋など
で補っていたが、都市部や工場寄宿舎、軍隊などでは、脚気防止の
ため麦を混ぜることもあるものの、基本的に米が食された。東南ア
ジア、南アジアから安価な米（インディカ米）が入ったことも一因。
 解説 　1935（昭和10）年
　第一次世界大戦中の工業化の進展と、戦後に国際競争が激化する
中で、輸出入品がやや明治後半に近い構成に戻る点を示すためにさ
らに 2組のグラフを加えるのが最善だが、教科書では紙幅の関係で
果たせなかった。
　１９35年には諸工業の発展で貿易品が多様化しているため一部『日
本外国貿易年表』の類別を用いた。「衣類」は「衣類及同附属品」
でメリヤス製シャツ、ワイシャツ、きもの、帽子、靴下、靴、ボタ
ン、櫛など。「飲食物」は「飲食物及煙草」から「煙草」を除いた
値で精糖、緑茶、魚介類、昆布、蜜柑など。「雑品」は、木材、木
製品、花筵、真田、ゴム製品、セルロイド、ブラシ、豆電球、トラ
ンク、玩具、肥料などである。なお輸入の羊毛は９5％がオーストラ
リア産で、同国との貿易の拡大にも注目したい。
　教科書には掲載できなかった１９１8年・１９26年を同様の分類で示す。
１９１8年は機械・船舶の輸出がみられる一方、鉄類の輸入が拡大して
いる。輸出の「穀物類」は「穀物穀粉澱

でん
粉
ぷん
及種子」でこの年の約半

分はえんどう豆とインゲン豆であり、澱粉とともに大戦で農業生産
力が低下した欧米に輸出された。大戦期の特異な需要は農業にもお

ねらい
　開港後には貿易が国内経済に大きな影響をおよぼし、政府は
国を富ませるために輸出超過か、少なくとも輸出入の均衡を求
めて必要な措置をとった。日本の経済構造は、産業革命、世界
大戦、高度経済成長、その後の脱工業化と変容を繰り返したが、
輸出入品の構成から、それを概観することができる。時期を隔
てて対比する、原料・燃料と工業製品の区別や対応関係を考え
る、といったグラフの読み取り方を学びつつ、産業の変化の画
期を考えたい。

 解説 　1865（慶応元）年
　開港から 5年ほどたって、貿易による国内産業の変化が生じてい
る。大量の生糸輸出は、それを目的とした養蚕や製糸が活発になっ
たことを示す。蚕卵紙は蚕が卵を産みつけた紙で、明治初年まで蚕
の流行病に苦しんでいたフランスやイタリアで養蚕に用いられた。
▶「欧米の産業革命の影響がはっきりみられる」の意味①
　輸入は欧米産の織物が多い。国内で用いられていた織物とまった
く同質のものが安く供給されたわけではない。細い機械制紡績糸で
織られた綿布の目新しさ、毛織物の強靱さや風合などが好まれたが、
それらが安価に供給されて日本で多くの需要を獲得したのは、産業
革命によって機械を活用して大量生産されていたからである。生糸
の輸出も、産業革命による消費と織物生産の拡大が背景である。
 解説 　1885（明治18）年
　この翌年あたりから、綿紡績業と鉄道業を中心に日本の産業革命
が始まる。この時点では官営事業や外国人技師を雇った経営を除い
ては、在来の技術で貿易に対応した生産がなされていた。一部での
近代技術の活用は、石炭や銅の輸出に反映している。
▶輸入の首位が綿糸である理由②
　国内で、輸入綿糸を用いた織物が織られたためである。和服に用
いられた小幅織物は先進国では生産されておらず、輸入糸を用いて、
日本人の好みにあった色、柄で手作業で織られた。ヨーロッパから
導入された飛び抒（バッタン）が一部で利用されて生産性を高めたが、
動力は用いられず、農家の副業が中心であった。なお綿糸輸入先は
イギリスが過半であるが、１870年代から英領インドで機械制紡績が
発達したため英領インドも約 4割を占める。
▶砂糖や石油の輸入増の理由③
　砂糖は国産品より安価であり、価格低下で国内消費が増加した。
菓子類に使われたほか、日常の料理の味付けにも影響したと考えら
れる。石油はほとんどが灯油で、ランプとの組み合わせで、従来の
行灯などより明るい照明として広まった。ともに、貿易の拡大でか
なり広い範囲の人々の暮らしに影響があったことを意味している。
 解説 　1899（明治32）年
　紡績業と鉄道業を中心とする産業革命が進行し、１９00年には機械
制紡績の過剰生産を一因とする恐慌が発生する。その直前の状況で、
工業原料の綿花のほか、機械類や鉄類の輸入が多いのは紡績機械や
機関車から鉄道のレールまで輸入されたためで、重工業の発展の遅
れを物語る。なお、陸海軍の軍艦・兵器等は１885年のグラフでは機
械類などに含まれるが、以後は戦前を通じて貿易統計に含まれない。
▶綿糸が輸出品に転じ、綿花が輸入品の首位になったことの意味④
　綿糸の輸出は１8９0年に輸入を上回った。綿糸紡績業が、原料の綿
花を輸入にたよる機械制工業として確立し、日本が原料を輸入して
機械制工業生産をおこない製品を輸出する工業国の面をもち始めた
ことがわかる。
 解説 　1913（大正 2）年
　第一次世界大戦の前の年をとり、大戦前の到達点を示した。教科
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た。幕領の耕地面積を新田開発によって増加させることと、
定免法、有毛検見取法、三分の一銀（金）納法などを地域に適
したかたちで用いて従来の年貢量の増徴を図った。前者の新
田開発では、飯沼新田・紫雲寺潟新田・武蔵野新田・武蔵見
沼代用水新田などが開発された。これら新田開発の結果、幕
領の総石高は1730（享保15）年頃には約450万石と、およそ50
万石の増量となった。新田開発には労働力を雇用する資金が
必要であるが、その多くを商人の出資に頼った。また技術指
導には、地方巧者と呼ばれた井沢弥惣兵衛などの紀州からの
農政役人があたった。

上げ米の制
　幕領からの増収策は長期的かつ正当な策であったのに
対し、1722（享保 7）年に命じられた上げ米の制は短期的
な緊急措置的な性格を持つ増収策であった。
　史料「上げ米の令」（『詳説日本史』p.192）は『御触書寛
保集成』収載の史料を読み下しにしたものである。 1行
目の「御旗本ニ召し置かれ候御家人、御代々段々相増候」
とあるのは、5代将軍徳川綱吉の時に館林藩士（約500人）
が幕臣に編入され、 6代家宣の時に甲府藩士（約780人）
が、 8代吉宗の時に紀伊藩士204人が幕臣に編入された
（深井雅海『徳川将軍政治権力の研究』吉川弘文館）ことを
いう。そのため幕領からの年貢米収入が増えてはいるが、
幕臣への俸禄が嵩み、いわば人件費が幕府財政を圧迫す
る状態となった。そのため、これまでにはなかったこと
であるが、 1万石以上の大名から米を差し上げるよう命
じる。さもなくば御家人のうち数百人を解雇するほかな
く、このことは「御恥辱を顧みられず」とあるように恥辱
と感じながらも命じるものである。高 1万石につき米
100石の割合で納入するように、これにより参勤交代で
江戸に詰める期間を半年とするので、ゆるゆる休息する
ようにと命じた。
　幕府の米蔵に大名から納められた上げ米は、年間で18
万7000石余りにのぼり、御家人に給付される切米・扶持
米総額の半分に相当した。1730（享保15）年 4月に上げ米
の制はこの年限りで停止され、翌年から参勤交代は元に
戻されることになった。 9年間で単純に積算すると約
168万3000石にのぼり財政的に寄与したが、これは幕府
には「御恥辱」と認識された。

日光社参　　将軍から大名に知行が宛がわれ、これに大名は
役儀をもって応えるのが、封建的主従制の原則であった。大
名の役儀は戦時には軍役であり、平時には参勤交代や手伝普
請などであった。大名の役儀を緩める代わりに、上げ米を上
納させたことは、主人として恥辱であったから、財政再建の
目途が立ち、上げ米の制を取り止める前、1728（享保13）年 4
月、将軍吉宗は日光社参という大軍事演習を挙行した。戦時
の軍隊動員を模した陣立てで、江戸城から日光に向けて、将

1 幕政の改革
徳川吉宗　　徳川吉宗は1684（貞享元）年に、紀伊藩主徳川光
貞の四男（次男は早世）として誕生した。幼名を源六・新之助
といい、のち頼方を名乗り、1697（元禄10）年に越前鯖江藩主
として 3万石を領した。ところが1705（宝永 2）年に長兄綱
教・父光貞・次兄頼職が相次いで他界したため、紀伊徳川家
55万石を相続、この時、 5代将軍徳川綱吉から一字をもらっ
て吉宗と改名した。
　紀伊藩主となった吉宗は、藩政の再建と綱紀の粛正に努め
名君の評価を得たが、これにより1716（享保元）年には 8歳（満
年齢 6歳 9カ月）で夭折した 7代将軍家継の後継者として 8
代将軍の座につくことになった。将軍となった吉宗は、代始
めの「武家諸法度」を発布し、 5代将軍綱吉の天和期の「武家
諸法度」に全面的に戻し、家康の曽孫として「諸事権現様御定
めの通り」を旨として、以後30年にわたり幕政にあたった。
　その政治では、譜代層を支持基盤とし、封建官僚をもって
政治改革に着手した。商品経済の進展にともなって揺らぎつ
つあった幕藩体制の強化を試みた政治は、将軍権力を最終的
に確立した時期ともみられている。学問の奨励、貨幣の改鋳、
法令の編纂、新田開発の推進、甘藷・薬草・煙草・藍・織物
などの殖産興業に努め、また米将軍（米公方）と称されるほど
米価対策に腐心し、のちに幕府中興の祖とも称された。
　1745（延享 2）年に家督を嫡子家重に譲ったが、西の丸に移
ってからも大御所として、将軍を補佐した。1751（宝暦元）年
に没し、有徳院の院号を号す。

享保の改革　　徳川吉宗は、まず権力機構を整えて改革を始
めた。前政権を支えた側用人間部詮房と儒者新井白石を罷免
し、御用取次役を設置した。紀伊藩時代の御用役であった有
馬氏倫と加納久通をつけ、多年にわたり将軍吉宗の意向を老
中・三奉行に伝えた。能力の高い吉宗による将軍専制政治を
担ったのは、御用取次と三奉行の実務官僚で、大岡忠相や田
中丘隅らが登用された。
　 5代将軍徳川綱吉が国絵図・郷帳の作成を命じて、全国の
統治者としての地位を確認したのと同様、吉宗は日本国総図
の作成と全国の戸口調査と面積の調査を命じた。元禄の国絵
図・郷帳作成からまだ15年しか経過していなかったので、そ
れらに代わるものであった。こうして全国を統治する将軍吉
宗の存在を示した上で、改革に取り組んだ。
　まず大きな課題である財政再建に取り組んだ。そのために
は、出費を減らし収入を増やすことであった。倹約令によっ
て出費を抑えさせたが、それを庶民から大名にまで及ぼした。
足高の制によって、町奉行などの在職期間中のみに不足の石
高（役料）を与えて、禄高の低い幕臣を積極的に登用した。従
来は役職にふさわしい禄高を家禄として代々与えるものであ
ったが、役職にある期間だけ足し高をすることで出費を削減
した。
　増収のためには、幕領からの年貢収納を増やす策がとられ

第10章　幕藩体制の動揺

1　幕政の改革 243

詳
説
日
本
史

関
連
教
材

26 27



『教師用指導書 授業実践編』にはデータ集DVD-ROMが付属します。
授業準備やテスト問題の作成に、ぜひご活用ください。

⚫教科書の章ごとに構成されています。
⚫学習のポイントを明示し、要点を理解しやすく工夫しています。
⚫授業スタイルにあわせて編集が可能です。

教師用指導書 授業実践編　付属データ集
詳説日本史

日探705準拠

付属データ集DVD-ROM　収録予定コンテンツ一覧

❼授業用スライド   PowerPoint

❽授業用スライド対応ワークシート  Word

12Ⅰ－１－１ 文化の始まり 旧石器人の生活

９ 旧石器時代に使用された石器
旧石器時代の人々は、狩猟と植物性食料を採集する生活を
送っていた。狩猟にはナイフ形石器や尖頭器が、旧石器時代
の終わり頃には細石器が用いられ、大型動物の捕獲に利用さ
れた。

34Ⅰ－１－２ 農耕社会の成立 弥生人の生活

６ 農具
耕作具(鍬・鋤)、収穫具(石
包丁)、脱穀具(木臼・竪杵)
などが使用され、収穫物は貯
蔵施設(高床倉庫・貯蔵穴)に
おさめられた。後期には、石
器にかわって刃先に鉄器をつ
けた鍬や鋤、鉄鎌などが使用
された。

弥生時代の農具製作用の石器と農具

42

読みといてみよう
３世紀の倭人の社会や習俗をはじめ、邪馬台国連合に関する
情報を史料から読み取り、説明してみよう。

Ⅰ－１－２ 農耕社会の成立 邪馬台国連合

教科書
データ

①教科書紙面 PDF 教科書全ページの紙面データ
②教科書本文・注・史料テキスト Word 本文・注・史料のテキストデータ
③教科書掲載地図・図表 JPEG カラー・モノクロ2種の画像データ
④教科書掲載問い・解答例一覧 Excel 問いと解答例の一覧
⑤指導書紙面 PDF 指導書全ページの紙面データ
⑥年間指導計画・評価規準例 Excel カリキュラムにあわせて加工が可能

教科書
準拠教材

⑦授業用スライド PowerPoint 教科書の章ごとに構成
問いの解答例も収録

⑧ 授業用スライド対応 
ワークシート Word スライドに対応したワークシート

⑨準拠テスト例 Word 小問ごとに観点別評価を明記
テストに対応したルーブリック（評価規準表）例付き

⑩準拠ノート PDF   Word 『詳説日本史授業用整理ノート』の紙面データ
⑪白地図集 JPEG プリント用・黒板用2種の画像データ

DVD

⚫ 教科書の紙面PDF、本文・史料のテキストデータ、地図・図表データを収録しています。
　プリントやスライドの作成などにご活用いただけます。

⚫ 授業用スライドに対応したワークシートもご用意しています。
❶教科書紙面   PDF 　❷本文・注・史料テキスト  Word 　❸地図・図表   JPEG
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10

15

1 文化の始まり

日本列島と日本人
地球上に人類が誕生したのは、今からおよそ

700万年前にさかのぼる。人類は化
か

石
せき

人
じん

骨
こつ

の

研究によって、猿
えん

人
じん

❶・原
げん

人
じん

・旧
きゅう

人
じん

・新
しん

人
じん

の順に出現したことが知

られている。猿人を代表するのはおよそ420万年前以降にアフリカ大

陸の各地で出現したアウストラロピテクスであり、それ以降およそ

250万年前に猿人から原人が分岐し、およそ35万年前にネアンデルタ

ール人に代表される旧人が生まれ、30万〜25万年前にアフリカ大陸で

新人（ホモ =サピエンス）が現れて、世界各地に広まった❷。われわれ

現代人は新人と同じ種に属する。

　人類は地
ち

質
しつ

学
がく

でいう新第三紀の中
ちゅう

新
しん

世
せい

の終わり近くから第四紀を

通じて発展したが、第四紀はおよそ 1万年前を境に更
こう

新
しん

世
せい

と完
かん

新
しん

世
せい

に

区分される。更新世は氷
ひょう

河
が

時代とも呼ばれ、寒冷な氷
ひょう

期
き

と比較的温

❶猿人の化石は、アフリカに
しか発見されておらず、人類
はアフリカで誕生したと考え
られている。もっとも古い化
石人骨は、アフリカのチャド
で発見されたサヘラントロプ
ス =チャデンシスで、およそ
700万年前にさかのぼる。

❷これら各種の人類は、一直
線に進化したのではないこと
に注意をする必要がある。

大陸から日本列島に渡ってきた人々によって、日本列島の人類史は幕を開けた。旧石
せっ

器
き

時代から縄
じょう

文
もん

時代、弥
や よ い

生時代と移行していく中で、自然環境に適応しつつ、定住生活
や農耕生活が繰り広げられていった。日本列島の自然環境はどのように変化し、人々の
生活や文化にどのような影響を与えたのだろうか。

日本文化のあけぼの第1章

Q▶ 現在の日本人は、どの
ようにして形成されたのだ
ろうか。

5

（ （

鮮新世中新世
新第三紀 第　四　紀

猿人
（アウストラロピテクスなど）

原人
（ホモ＝エレクトゥスなど）

旧人

海面の高さ

（ミンデル）氷期

旧　石　器　時　代 新石器時代

（リス）氷期
（ギュンツ）氷期

（ヴュルム）氷期

ホモ＝ネアンデル
ターレンシスなど

更新世前期 更新世中期 更新世後期 完新世

0

－100m

700万年前 200500 100 70 50 20 13 10 5 1万 5000

新人
（ホモ＝サピエンス） 現代人

人類の進化と地質年
代　現代人と同じ新
人が現れたのは、約
30万～25万年前の更
新世中期のことであ
る。
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❸世界史では石器時代に続け
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銅
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き

時代・鉄
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き

時代と、
用いられた道具（利

り

器
き

）の素材
によって時代区分されている。
しかし、その区分は全世界的
にあるわけではない。日本列
島の場合も、縄文時代までは
石器時代であるが、それに続
く弥生時代は青銅器や鉄器が
ほぼ同時に用いられたうえに
石器も使われており、この区
分をそのまま適用することは
できない。また、新石器時代
は農耕が開始された時代とい
う定義が現在では一般的であ
るが、それも縄文文化には当
てはまらない。

暖な間
かん

氷
ぴょう

期
き

が交互に繰り返し

て訪れ、氷期には海面が現在に

比べると 著
いちじる

しく下降した。こ

の間に少なくとも 2回、日本列

島はアジア大陸北東部と陸続き

になり、およそ60万年前にトウ

ヨウゾウが、40万〜30万年前に

はナウマンゾウが日本列島にや

ってきたと推定されている。

　人類がアフリカ大陸で石器を

使用しはじめたのは、およそ260万年前とされる。更新世の人類が用

いた石器はいずれも原石を打ち欠いて刃をつけた打
だ

製
せい

石器であり、全
体を磨

みが

いた磨
ま

製
せい

石器の使用は完新世以降に盛んになった。打製石器だ
けが使われた時代を旧石器時代、磨製石器が加わった時代を新石器時

代と呼んでいる❸。

　アフリカ大陸で生まれた新人が東アジアに到達したのは、およそ 5

万年前の後期旧石器時代で、日本列島にはおよそ 3万8000年前に渡っ

てきたとされている。現在までに日本列島で発見された旧石器時代の

遺跡は 1万カ所をこえるが、更新世の化石人骨の発見は、静岡県の浜
はま

北
きた

人
じん

や沖縄県の港
みなと

川
がわ

人
じん

・山
やま
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などご

くわずかにすぎない❹。いずれも新人段階のものであり、 5万〜 4万

年前の最終氷期に海面が現在よりも100mほど低下して大陸とほぼ陸

続きになったことが渡
と

来
らい

のきっかけとなった。

　化石人骨のうち港川人は南方系とされ、日本列島の後期旧石器人や

のちの縄文人を南アジア系とする説がある❺。日本人の原型は古くか

らアジア大陸に住んでいた人々の子孫の縄文人であり、その後、もと

もとは北アジアに住んでいて弥生時代以降に渡来した人々などと混血

を繰り返し、現在の日本人の祖先が形成されたとされる。また、現在

の日本人でも北海道に住むアイヌの人々や沖縄など南西諸島の人々は、

縄文人の遺伝子をより強く受け継いでいることがDNAの分析から判

明している。

❹1931（昭和 6）年に兵庫県
明
あ か し

石で発見された明石人を原
人とする説があったが、新人
であることが判明し、さらに
完新世の人骨とする意見が強
い。

❺日本列島の後期旧石器文化
や初期の縄文文化には北方系
の文化要素も強く認められ、
日本の旧石器人や縄文人の系
統については今後の研究を待
たなければならない。

現在の陸地
更新世末期約2万年前
の推定海岸線
旧石器文化の主要遺跡
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更新世末期の日本列島　更新世末
期の最後の氷期には、対
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馬と朝鮮
半島のあいだ、本州と北海道のあ
いだはこの図のように切れていた
と考えられる。（町田洋原図より作成）
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◆旧石器人の生活 

８ 旧石器時代の文化の発見 

相沢忠洋によって関東ローム層から石器が発見されたことを機に(  岩宿遺跡  )(群馬県)が調査

され、旧石器時代の文化の存在が明らかになった。 

 

９ 旧石器時代に使用された石器 

旧石器時代の人々は、(  狩猟  )と植物性食料を(  採集  )する生活を送っていた。狩猟に

は(  ナイフ形石器  )や(  尖頭器  )が、旧石器時代の終わり頃には(  細石器  )が用い

られ、大型動物の捕獲に利用された。 

 

10 生活 

旧石器時代人は獲物や食料を求めて移動生活をしていたため、住まいはテント式の小屋や一時的に洞

穴を利用していた。生活単位は小規模で、落とし穴を利用して動物を捕獲していた。 

 

◆縄文文化の成立 

11 環境の変化 

約１万年前、地球の温暖化にともない海面が上昇してほぼ現在に近い日本列島が成立した。東日本では

落葉広葉樹林が、西日本では照葉樹林が広がり、動きの速い中・小型動物が増えた。 

 

12 縄文文化の成立 

約１万 6000 年前に成立した(  縄文文化  )の特徴は、食料を煮るための土器、中・小型動物を射

とめる狩猟具の弓矢、全面を磨いた(  磨製石器  )の出現などである。 

 

13 世界最古級の土器 縄文土器 

表面に縄を転がした文様をもつ(  縄文土器  )の変化によって、縄文時代は６期に区分される。

草創期の土器は世界最古級とされ、その出現は人々が環境の変化に応じて文化を形成した証とされる。 

 

◆縄文人の生活と信仰 

14 縄文人の自然への働きかけ 

植物性食料の重要性が高まるのにあわせ、木の実の採集、クリ林の増殖、マメ類の栽培などがおこなわ

れ、その道具として石鍬、石皿、磨石などが使われた。 

 

15 縄文時代の狩猟 

狩猟には弓矢が使用され、落とし穴も利用された。狩猟のおもな対象はニホンジカ、イノシシである。 

 

16 縄文時代の漁労 

(  貝塚  )の出土から漁労が発達していたことがわかる。漁労具として(  骨角器  )・石錘・

土錘・網が使用され、伊豆大島や八丈島にまでみられる縄文時代の遺跡は、縄文人の外洋航海術を物語っ

ワークシート 
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９ 祭祀 

弥生時代は青銅製祭器(  銅鐸  ・  銅剣  ・  銅矛  ・  銅戈  )を用いて祭祀がお

こなわれていた。これは共通の祭器を用いる地域圏が形成されていたことを示している。 

 

◆小国の分立 

10 「クニ」の成立 

余剰生産物をめぐる戦いの発生にともない、防御的施設を備えた集落(  環濠集落  ・高地性集落)

が出現し、政治的まとまりである「  クニ  」が分立していった。 

 

11 『漢書』地理志の記述 

中国の歴史書である(  『漢書』地理志  )には、「倭人」の社会は 100 余国にわかれ、(  楽浪

郡  )に朝貢していたことが記述されている。 

 

12 『後漢書』東夷伝の記述 

(  『後漢書』東夷伝  )には、奴国の王が後漢の光武帝から印綬を受けたことが記述されている。

これは江戸時代に福岡県志賀島で発見された(  金印  )と考えられている。 

 

◆邪馬台国連合 

13 「魏志」倭人伝の記述 

(  「魏志」倭人伝  )によると、(  邪馬台国  )の(  卑弥呼  )が倭国の争乱をおさめ、

小国連合が生まれた。卑弥呼は魏の皇帝から「親魏倭王」の称号と金印を贈られ、呪術的権威を背景に政

治をおこなった。 

 

読みといてみよう 

３世紀の倭人の社会や習俗をはじめ、邪馬台国連合に関する情報を史料から読み取り、説明してみよ

う。 

▪倭人の社会には大人や下戸という身分があり、税の仕組みも存在し、国々の市では交易がおこなわ 

れていた。 

▪男子は年齢を問わず、顔や体にいれずみをしていた。 

 

14 邪馬台国 

邪馬台国には身分差(大人・下戸)があり、諸制度(租税・刑罰)も整備され、市も開かれていた。卑弥呼

の死後、宗女の(  壱与  )(台与か)がおさめた。 

 

15 邪馬台国論争 

邪馬台国の所在地については、近畿地方の大和に求める(  近畿説  )と、九州北部に求める

(  九州説  )とがあり、これはのちのヤマト政権の形成にも関係するため、論争となっている。 
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第 10章 幕藩体制の動揺 

 

第１問 生徒Ａはつぎの資料をもとに、調べ学習を進めて発表をした。発表文を読み、問いに答えよ。 

〔資料〕 

 

 私は、８代将軍徳川吉宗がおこなった享保の改革について調べてきました。吉宗就任当時の幕府の課

題は「米価安の諸色高」といわれた米の価格に比べてほかの生産物の価格が高いという財政状態にあり

ました。吉宗はこれに対して諸政策を出していきました。続発する金銀貸借の争いについては、( ① )

を出し、当事者間で解決をさせました。そのほか、新田開発、検見法から( ② )への変更、上げ米など

が諸政策としてあげられます。資料にあるように、【  ３  】この学習を通じて、その後の田沼政治

との違いに興味をもったので、さらに調べていきます。以上で発表を終わります。 

 

問１ 発表文中の空欄①②に入る適語を答えよ。【知識・技能】 

 

問２ 発表文中の【 ３ 】に入る文章Ｘ・Ｙの正誤の組合せとして、正しいものを選べ。【思考・判断・

表現】 

Ｘ 石高・年貢収納高ともに上昇傾向となりました。それは享保の改革中ずっと続いた上げ米の効果が

大きいといえます。結果として、石高・年貢収納高の両方で幕政史上最高の数字となりました。 

Ｙ 商人資本の力を借りた新田開発を進めたことで、享保の改革の時に幕領の石高は上昇を続けました。

米の増産を奨励したことで、石高に対する年貢収納率も江戸時代を通じて増加を続け、財政面の課題の

解消につながりました。 

ア Ｘ－正 Ｙ－正  イ Ｘ－正 Ｙ－誤  ウ Ｘ－誤 Ｙ－正  エ Ｘ－誤 Ｙ－誤  

ルーブリック例 

詳説日本史 
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第 10章 幕藩体制の動揺 

 

  Ａ 十分満足 Ｂ おおむね満足 Ｃ 努力を要する 

知
識
・
技
能 

幕藩体制の動揺に対する諸改

革、近世中期～後期の文化の

展開と政治・経済との関係に

ついて総合的にとらえて理

解しているとともに、複数の

資料から情報を適切かつ効

果的に調べまとめる技能を

身につけている。  

幕藩体制の動揺に対する諸改

革、近世中期～後期の文化の

展開と政治・経済との関係に

ついて理解しているととも

に、複数の資料から情報を調

べまとめる技能を身につけ

ている。 

幕藩体制の動揺に対する諸改

革、近世中期～後期の文化の

展開と政治・経済との関係に

ついての理解や、資料から情

報を調べまとめる技能が十

分に身についていない。 

思
考
・
判
断
・
表
現 

幕藩体制の動揺に対する諸改

革や諸藩の動向、国際情勢の

変化とその対応に関わる諸

事象の意味や意義などを、時

期や年代、推移、比較、相互

の関連や現代世界とのつな

がりなどに着目し、資料を通

して読み取れる情報から多

面的・多角的に考察し、表現

している。 

幕藩体制の動揺に対する諸改

革や諸藩の動向、国際情勢の

変化とその対応に関わる諸

事象について、資料を通して

読み取れる情報から多面的・

多角的に考察し、表現してい

る。 

幕藩体制の動揺に対する諸改

革や諸藩の動向、国際情勢の

変化とその対応に関わる諸

事象について、資料の読み取

りが不十分で、適切な考察に

もとづき表現していない。 

主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度 

幕藩体制の動揺、近世中期～

後期の文化の展開について、

みずから関心をもって学習

に取り組み、振り返りを効果

的に活用し、課題を主体的に

探究しようとしている。 

幕藩体制の動揺、近世中期～

後期の文化の展開について、

みずから関心をもって学習

に取り組み、振り返りを活用

し、課題を探究しようとして

いる。 

幕藩体制の動揺、近世中期～

後期の文化の展開について、

学習への取組みが不十分で、

振り返りを活用できていな

い。 

 

  

⚫教科書の章ごとに構成されています。
⚫小問ごとに観点別評価を明記しています。
⚫さまざまなパターンの出題形式を用意しています。

⚫ 準拠テスト例に対応した「ルーブリック（評
価規準表）例」を収録しました。

　A・B・Cの具体的な規準を例示しています。

❾準拠テスト例  Word

問題ごとに【知識・技
能】【思考・判断・表
現】【主体的に学習に
取り組む態度】のいず
れに相当するのかを
示しています。

教師用指導書 授業実践編 付属データ集
詳説日本史

〈１章ごとにA4判約10枚収録〉
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第 2 章 古墳とヤマト政権 

1 古墳文化の展開 

教 p.24～32 

 

●古墳の出現とヤマト政権 

▶1 大規模古墳の出現 

 ａ 大規模古墳の出現：３世紀中頃後半、西日本中心 

 ｂ 出現期の古墳の特徴 

    ⑴形態：(➊前 方 後 円 墳 )、前方後方墳 

    ⑵埋葬施設：(➋竪 穴 式 石 室 )(長大な木棺をおさめる) 

    ⑶副葬品：呪術的(多数の(➌銅 鏡 )など) 

  画一的な特徴＝各地の豪族の共通の墓制(広域の政治連合の形成) 

▶2 ヤマト政権の成立 

 出現期の最大の前方後円墳は大和(奈良県)にみられる：(➍箸 墓 )古墳 

 →政治連合の中心は大和地方＝(➎ヤ マ ト )政権 

  ＊古墳は東北地方南部まで波及(４世紀中頃)：東日本をヤマト政権に組み込む 

●前期・中期の古墳 

▶1 前期・中期古墳の特徴 

      ⑴墳形：前方後円墳・前方後方墳・円墳・方墳など 

        ＊数が多いのは円墳・方墳、大規模なものは前方後円墳 

 ａ 外観 

      ⑵墳丘上：(➏埴 輪 )(円筒埴輪・家形埴輪・器財埴輪) 

      ⑶その他：墳丘斜面に(➐葺 石 )、墳丘周囲に濠 

      ⑴埋葬施設：竪穴式石室(木棺・石棺をおさめる)、粘土槨 

        ＊後期は(➑横 穴 式 石 室 )が増加 

      ⑵副葬品 

 ｂ 内部 〔前期〕鉄製武器・農工具、銅鏡(三角縁神獣鏡など)、腕輪形石製品 

         →呪術的・宗教的色彩が強い：(➒司 祭 者 )的性格の豪族 

      〔中期〕鉄製の武器・武具が増加、馬具 

         →被葬者の(➓武 人 )的性格が強まる 

▶2 中期の巨大古墳 

 ａ 近畿中央部 

   最大規模：大阪府の(⓫大 仙 陵 )古墳(仁徳天皇陵古墳) ＊２〜３重の周濠、周囲に陪冢  

   第２位の規模：大阪府の誉田御廟山古墳(応神天皇陵古墳) 

      ５世紀のヤマト政権の大王墓 

 ｂ 地方 

  上毛野(群馬県)・丹後(京都府北部)・吉備(岡山県)・日向(宮崎県)などにみられる 

  巨大前方後円墳の造営：(⓬造 山 )古墳(岡山県) ＊第４位の規模 

❿準拠ノート   PDF   Word

⓫白地図集  JPEG

⚫『詳説日本史授業用整理ノート』の紙面データは、PDFとWordの2種類を収録しました。

⚫ プリントなどの作成に便利な白地図データは、プリント用・黒板用の2種類を収録しました。

〈プリント用〉 〈黒板用〉

12　　第 ２章　古墳とヤマト政権

�大規模古墳の出現
　ａ　大規模古墳の出現： ₃世紀中頃～後半、西日本中心
　ｂ　出現期の古墳の特徴
　　　　⑴形態：（ ）、前

ぜん

方
ぽう

後
こう

方
ほう

墳
ふん

　　　　⑵埋
まい

葬
そう

施設：（ ）（長大な木
もっ

棺
かん

をおさめる）

　　　　⑶副葬品：呪
じゅ

術
じゅつ

的（多数の（ ）など）

　　画一的な特徴＝各地の豪
ごう

族
ぞく

の共通の墓
ぼ

制
せい

（広域の政治連合の形成）

�ヤマト政権の成立
　出現期の最大の前方後円墳は大和（奈良県）にみられる：（ ）古墳

　→政治連合の中心は大和地方＝（ ）政権

　　＊古墳は東北地方南部まで波及（ ₄世紀中頃）：東日本をヤマト政権に組み込む

�前期・中期古墳の特徴
　　　　　　⑴墳形：前方後円墳・前方後方墳・円

えん

墳
ぷん

・方
ほう

墳
ふん

など

　　　　　　　　＊数が多いのは円墳・方墳、大規模なものは前方後円墳

　　　　　　⑵墳
ふん

丘
きゅう

上：（ ）（円
えん

筒
とう

埴輪・家
いえ

形
がた

埴輪・器
き

財
ざい

埴輪）

　　　　　　⑶その他：墳丘斜面に（ ）、墳丘周囲に濠
ほり

　　　　　　⑴埋葬施設：竪穴式石室（木棺・石
せっ

棺
かん

をおさめる）、粘
ねん

土
ど

槨
かく

　　　　　　　　＊後期は（ ）が増加

　　　　　　⑵副葬品

　　　　　　〔前期〕鉄製武器・農工具、銅
どう

鏡
きょう

（三
さん

角
かく

縁
ぶち

神
しん

獣
じゅう

鏡
きょう

など）、腕
うで

輪
わ

形
がた

石製品

　　　　　　　　　→呪術的・宗教的色彩が強い：（ ）的性格の豪族

　　　　　　〔中期〕鉄製の武器・武具が増加、馬具

　　　　　　　　　→被
ひ

葬
そう

者
しゃ

の（ ）的性格が強まる

�中期の巨大古墳
　ａ　近畿中央部
　　　最大規模：大阪府の（ ）古墳（仁

にん

徳
とく

天
てん

皇
のう

陵
りょう

古墳） ＊ ₂～ ₃重の周
しゅう

濠
ごう

、周囲に陪
ばい

冢
ちょう

 

　　　第 ₂位の規模：大阪府の誉
こん

田
だ

御
ご

庿
びょう

山
やま

古墳（応
おう

神
じん

天
てん

皇
のう

陵
りょう

古墳）

　　　　　　 ₅世紀のヤマト政権の大王墓

　ｂ　地方
　　上

かみつ

毛
け

野
の

（群馬県）・丹
たん

後
ご

（京都府北部）・吉
き

備
び

（岡山県）・日
ひゅう

向
が

（宮崎県）などにみられる

　　巨大前方後円墳の造営：（ ）古墳（岡山県）　＊第 ₄位の規模

1 古墳文化の展開 � ○教  p.24〜32

古墳の出現とヤマト政権

1

2

3

4

5

前期・中期の古墳

ａ　外観
6

7

ｂ　内部

8

9

10

11

12
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148　　第11章　近世から近代へ 1　開国と幕末の動乱　　149

　⑵　経済の混乱と幕府の対応
　　 ａ �　生

き

糸
いと

は輸出品の中心となり生産拡大（製
せい

糸
し

業でマニュファクチュア発達）、
一方、安価な綿

めん

織物の大量輸入で農村の綿織物業や綿作は衰退
　　 ｂ　1866年まで（　２0　）超過が続き、消費物資の欠乏により物価が高

こう

騰
とう

　　 ｃ　（　２１　）の発令（1860）
　　　①　背景： 輸出商品を扱う在

ざい

郷
ごう

商
しょう

人
にん

が、江戸を通さず開
かい

港
こう

場
じょう

に運び、貿易
商人と直接取引→江戸で生活物資が不足し、物価が高騰

　　　②　内容： 雑穀・水
みず

油
あぶら

・蠟
ろう

・呉
ご

服
ふく

・（　２２　）の 5品は江戸の問
とい

屋
や

を経由し
て輸出

　　　③　結果：在郷商人や自由取引を主張する列
れっ

国
こく

の反対で効果あがらず

　　 ｄ　金貨の海外流出
　　　①　要因：金銀比価の相違
　　　　　　　　日本は金：銀＝ 1：（　２７　）、外国は金：銀＝ 1：（　２８　）
　　　　　　　　→外国銀貨をもち込み日本の金貨と交換（10万両以上が海外流出）
　　　②　幕府対策：金貨の質を大幅に下げた（　２９　）を鋳造（万

まん

延
えん

貨
か

幣
へい

改
かい

鋳
ちゅう

）
　　　③　結果：貨幣価値の下落でさらなる物価上昇
　　　　　　　　→庶民生活圧迫し、攘

じょう

夷
い

運動激化

五
ご

品
ひん

江
え

戸
ど

廻
かい

送
そう

令
れい

（1860）
　…… 直

ただち

ニ御開港場所え相
あい

廻
まわ

し候ニ付、ⓐ御
ご

府
ふ

内
ない

入津の荷物相
あい

減
げん

じ、諸
しょ

色
しき

払
ふっ

底
てい

ニ相成り、難
なん

儀
ぎ

致し候 趣
おもむき

相
あい

聞
きこえ

候ニ付、当分の内左の通り仰せ出され候。
　一、雑穀　　一、水油　　一、蠟　　一、（　２３　）　　一、（　２４　）
　右の品々ニ限り、貿易荷物之分者

は

、都
すべ

てⓐ御府内より相廻し候筈
はず

ニ候間、
在々より決して（　２５　）表え積出し 申

もうす

間
ま

敷
じく

候。 （『続
ぞく

徳
とく

川
がわ

実
じっ

紀
き

』）

問　下線部ⓐの御府内とはどこを指すか。（　２６　）

　 　　1865年の日本の主要輸出入品のグラフを参考
に、貿易の開始が幕末期の国内産業に与えた影響
について、製糸業と綿織物業に焦点を当ててまと
めてみよう。

問

1865年の主要輸出入品（『幕末貿易史の研究』より作成）

5.8
6.3

7.0

7.1

33.5

40.3%輸入品

その他
綿糸

艦船

2.9 3.3

3.9

10.5

79.4%

輸出品

海産物 その他
蚕卵紙

茶

生糸 綿織物

毛織物
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  日本列島の大きな変化  

１ 　荘
しょう

園
えん

の拡大
　⑴　税収不足を補う皇室・摂

せっ

関
かん

家
け

や大寺社による荘園拡大
　⑵　地方武士が、貴族・大寺社の庇護のもと私領を拡大
　→公

こう

領
りょう

＝（　 １　）を圧迫し、国司と対立
２ 　大陸との交易：日

にっ

宋
そう

貿易の拠点である博多周辺へ、貴族・寺社らの進出

  延久の荘園整理令と荘園公領制  

１　（　 １　）天皇の治世（1068～72）：関
かん

白
ぱく

は天皇の外
がい

戚
せき

ではない藤原教
のり

通
みち

　⑴　人材の登用：藤原氏以外から（　 ２　）らの学識者を登用
　⑵　（　 ３　）の（　 ４　）令（1069）
　　 ａ �　中央に（　 ５　）を設け、寛

かん

徳
とく

2（1045）年以降の新たな荘園や、券
けん

契
けい

（証拠
書類）不明の荘園を停止

　　 ｂ　摂関家や、石
いわ

清
し

水
みず

八
はち

幡
まん

宮
ぐう

などの有力寺社領も例外とせず、成果をあげる
　⑶　延

えん

久
きゅう

の（　 ６　）を定め、枡
ます

の容量を規定するなど、度
ど

量
りょう

衡
こう

を統一
　　　　 　�荘園整理令は延

えん

喜
ぎ

以後しばしば発令も、審査が国
こく

司
し

にゆだねられ不徹
底、「延久の荘園整理令」は、記録所が一括審査したため成果をあげた。

２ 　荘園公領制：一国内における荘園・公領の並立状況
　⑴　延久の荘園整理令の成果→荘園と公領（国

こく

衙
が

領）の区分が明確化
　⑵　公領の場合： 国司は郡

ぐん

・郷
ごう

・保
ほ

などの新たな単位に区分、在地有力者をそれ
ぞれ（１２　　・　　・　　）に任じ、徴税担当に当てる。このう
ち、国

こく

司
し

が派遣する目
もく

代
だい

のもと、国衙で実務を担う上位者を、
在
ざい

庁
ちょう

官
かん

人
じん

に任命
　⑶　荘園の場合：在地有力者が、荘

しょう

官
かん

に任じられ荘園領主に奉仕

院政の始まり1

 p.76〜

 p.76〜

延久の荘園整理令
　コノ（　 ７　）位

くらい

ノ御
おん

時
とき

……延久ノ（　 ８　）トテハジメテヲカレタリケルハ、
諸国七道ノ所領ノ宣

せん

旨
じ

・官
かん

符
ぷ

モナクテ公
く

田
でん

ヲカスムル事、一天四海ノ巨
こ

害
がい

ナリ
トキコシメシツメテアリケルハ、スナハチⓐ宇

う

治
じ

殿
どの

ノ時、ⓑ一ノ所ノ御
ご

領
りょう

御
領トノミ云

いい

テ、庄園諸国ニミチテ（　 ９　）ノツトメタヘガタシナド云
いう

ヲ、キコ
シメシモチタリケルニコソ。…… （『愚

ぐ

管
かん

抄
しょう

』）

問 １　下線部ⓐの宇治殿とは誰のことか。（　１0　）
問 ２　下線部ⓑの一ノ所とは何を指しているか。（　１１　）

院政と武士の躍進第�5�章

１

２

３

４

５

６

７

８

１

２

３
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  天皇と朝廷  

１ 　朝廷の統制
　⑴　天皇の譲位・即位に関与：徳川家康が後

ご

水
みずの

尾
お

天皇擁立（1611）
　⑵　法令の制定
　　 ａ　（　 １　）（1613）：公

く

家
げ

の務め＝家
か

職
しょく

（家業）と禁
きん

裏
り

小
こ

番
ばん

（宮中の警衛）
　　 ｂ　（　 ２　）（1615）：朝廷運営の基準
　⑶　京都所

しょ

司
し

代
だい

：朝廷の監視を担う幕府機関
　⑷　（　 ３　）：公家 2名を任命→幕府の命令を朝廷に伝達
　⑸　徳川秀

ひで

忠
ただ

の娘和
まさ

子
こ

（東
とう

福
ふく

門
もん

院
いん

）→後水尾天皇に入
じゅ

内
だい

（1620）
２　（　 ４　）（1627）
　⑴　幕府：（　 ５　）天皇による紫

し

衣
え

の 勅
ちょっ

許
きょ

を禁
きん

中
ちゅう

並
ならびに

公
く

家
げ

諸
しょ

法
はっ

度
と

違反とする
　　　　　　→大

だい

徳
とく

寺
じ

の僧侶（　 ６　）らを処罰
　⑵　後水尾天皇：幕府の同意なしで譲位（1629）→明

めい

正
しょう

天皇（秀忠の孫娘）
　⑶　幕府は譲位を追認、摂

せっ

家
け

・武
ぶ

家
け

伝
てん

奏
そう

に厳重な朝廷統制を命ずる

　　　 　�幕府は、朝廷が権力をふるったり、諸大名に利用されたりしないように
統制するとともに、国家祭祀や官

かん

位
い

制度などの権能を利用した。

  禁教と寺社  

１ 　キリスト教の禁止
　⑴　禁

きん

教
きょう

令
れい

　　1612年　幕府の（　 １　）に禁教令を発令
　　1613年　禁教令を全国に拡大→全国の信者に改宗を強制
　　1614年　（　 ２　）ら300人余りをマニラ・マカオに追放
　　1622年　（　 ３　）の大

だい

殉
じゅん

教
きょう

：長崎で宣
せん

教
きょう

師
し

・信徒55人を処刑

　 　　地
じ

方
かた

知行制から俸
ほう

禄
ろく

制へと転換したことによって、大名と領内の武士との関係にどのような変
化が生じたか、まとめてみよう。
問

 p.157〜

禁中並公家諸法度
一　（　 ７　）諸芸能の事、第一御学問也。
一 　（　 ８　）の寺、 住

じゅう

持
じ

職
しき

、先規希
け

有
う

の事也。近年猥
みだ

りに勅許の事、且は﨟
ろう

次
じ

を乱し、且
かつ

は官寺を汚し、 甚
はなはだ

然るべからず。 （『大日本史料』）

 p.158〜

� 2　農耕社会の成立　　11

Ｑ １ 小国の王はなぜ中国の皇帝に使者を派遣したのだろうか。

　　　　　　　　 　教科書 p.１9の史料「「魏志」倭人伝」から、 ３世紀の倭人の社会や習俗をはじめ、邪馬台国連合に関する情報

を史料から読み取り、説明してみよう。

読みといてみよう

問 １　旧石器時代から縄文・弥生時代の変化で、人々の生活にとくに大きな影響を与えたものは何だろうか。

問 ２ �　弥生時代には、朝鮮半島や中国大陸などとの関係が深まるが、それは人々の暮らしや社会にどのような結果をもたら

したのだろうか。

問 ３ �　社会の変化や、政治的なまとまりの形成・展開、国際関係の変化などの観点から、原始・古代の特徴について、問い

を表現してみよう。

第 １章のまとめ

4　　第 １章　日本文化のあけぼの

�人類の誕生と進化
　   猿

えん

人
じん

：新第三紀中
ちゅう

新
しん

世
せい

後期（約₇₀₀万年前）にアフリカで誕生

　　 　原
げん

人
じん

　　　

　　 　　旧
きゅう

人
じん

　　　　　　 （ ）＝氷
ひょう

河
が

時代：氷
ひょう

期
き

・間
かん

氷
ぴょう

期
き

が交互に訪れる

　　 　　　新
しん

人
じん

　　第四紀　　　　　↓　　　　　　

　　 　　　   　　　　　　 （ ）（約 ₁万年前～現在）

　　 　　　現代人

�日本列島の形成
　ａ　更

こう

新
しん

世
せい

→完
かん

新
しん

世
せい

　　更新世：氷期に日本列島はアジア大陸北東部と陸続き→トウヨウゾウ、ナウマンゾウなど渡
と

来
らい

　　完新世：海面上昇→日本列島が成立（ ₁万年余り前）

　ｂ　石
せっ

器
き

時代　旧石器時代（おもに更新世）：（ ）石器のみ使用

　　　　　　　　新石器時代（完新世）：（ ）石器の出現

�日本人の形成
　ａ　日本における更新世の化

か

石
せき

人
じん

骨
こつ

　＊いずれも新人段階

　　（ ）（静岡県）、（ ）・山
やま

下
した

町
ちょう

第一洞
どう

人
じん

・白
しら

保
ほ

竿
さお

根
ね

田
た

原
ばる

洞
どう

人
じん

（沖縄県）

　ｂ　日本人の形成
　　縄文人（先祖はアジア大陸に居住）＝日本人の原型

　　　　　　　　　弥生時代以降の渡来人（もとは北アジアに居住）など

　　　　　　　現在の日本人　＊アイヌ・南西諸島の人々は縄文人の特徴を受け継ぐ

�日本の旧石器時代
　（ ）遺跡（群馬県）　相

あい

沢
ざわ

忠
ただ

洋
ひろ

：（ ）層中に石器発見

　　　↓　　　　　　　　　　学術調査により確認（₁₉₄₉年）

　日本における旧石器時代の文化の存在を証明

�旧石器人の生活
　ａ　食料獲得　狩

しゅ

猟
りょう

：石
いし

槍
やり

＝（ ）・尖
せん

頭
とう

器
き

の利用

　　　　　　　　　　大型動物（ナウマンゾウ・オオツノジカ・ヘラジカなど）

　　　　　　　　　　　＊終末期に（ ）が出現（北方からの伝
でん

播
ぱ

）

　　　　　　　　採
さい

集
しゅう

：植物性食料

　ｂ　暮らし　移動生活：テント式の小屋、₁₀人前後の小集団
　　　　　　　動物捕獲用の落とし穴、調理用の集

しゅう

石
せき

1 文化の始まり � ○教  p.6～12

日本列島と日本人

進

　化

1

2

3

4

5 6

混血

旧石器人の生活

7 8

9

10

第1章 日本文化のあけぼの

� １　文化の始まり　　5

Ｑ １ 現在の日本人は、どのようにして形成されたのだろうか。

Ｑ ２ 旧石器時代の人々は、どのようにして食料を獲得していたのだろうか。

B5判・256頁＋解答20頁・2色刷　定価1,100円（10％税込）　ISBN978-4-634-02231-7

⚫�自学自習用の書込式ノートです。教科書の内容を穴埋め形式で整理しています。
⚫�史料の要点をおさえる「史料チェック」や理解と考察を深める「探究コーナー」を設けま
した。

B5判・248頁＋解答32頁・2色刷　定価946円（10％税込）　ISBN978-4-634-02232-4

⚫��授業用の書込式ノートです。様々な授業スタイルを想定して、シンプルな構成にしました。
⚫�左頁では、思考のベースとなる知識を確認します。→❶
⚫�右頁では、教科書に掲載されている問い(Q)や「読みといてみよう」、章のまとめの問いに
取り組めます。→❷

詳説日本史ノート 詳説日本史授業用整理ノート
詳説日本史 詳説日本史

日探705準拠 日探705準拠

見開き両脇を解答欄としています。

❶教科書の内容をわかりやすくまとめています。穴埋め形式で、重要語句の確認ができます。

自由に使えるノート欄を設けています。

❷教科書に掲載されている
問い(Q)や「読みといてみよ
う」、章のまとめに対応した
解答欄を設けています。

※書店店頭での販売は致しません

ご採用特典として
❶本文テキストデータ（Word）
❷解答あり＆解答なしの書籍紙面データ（PDF）
※書籍紙面データには、許諾上の理由から写真は掲載しておりません。
をご提供いたします。

PDFWord ご採用特典として
❶本文テキストデータ（Word）
❷解答あり＆解答なしの書籍紙面データ（PDF）
をご提供いたします。

PDFWord

適宜、学習上のポイントを解説しています。

「探究コーナー」では、図版・グラフ
などの読み取り問題や学習内容をよ
り深められる問題を設けています。

「史料チェック」は、教科書掲載のものを
中心に史料を取り上げています。

詳
説
日
本
史

関
連
教
材

32 33
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□□ 1		 後嵯峨法皇の死後、皇室は皇位の継承や天皇家領荘園の相続などをめぐって分裂した。
そのうち後深草上皇の系統を何というか。

□□ 2		 1に対して、亀山天皇の系統を何というか。
□□ 3		 幕府による調停の結果、 2つの系統が交代で皇位につく方式がとられるようになった。
この方式を何というか。

□□ 4		 執権北条高時のもとで、内管領として幕府の実権を握っていた人物は誰か。
□□ 5		 後醍醐天皇の討幕計画は 2度とも失敗した。 1度目の討幕計画を何というか。
□□ 6		 5が勃発したのは西暦何年か。
□□ 7		 また、 2度目の討幕計画を何というか。
□□ 8		 鎌倉幕府が滅亡したのは西暦何年か。
□□ 9		 8の年に鎌倉を攻め落とした武将は誰か。
□□ 10	 同じく六波羅探題を攻め落とした武将は誰か。
□□ 11		 建武の新政において、重要政務を担当した機関は何か。
□□ 12	 同じく、所領関係の裁判を担当した機関は何か。
□□ 13	 高時の子時行が、鎌倉幕府の再興を目指しておこした反乱を何というか。
□□ 14	 13が勃発したのは西暦何年か。
□□ 15	 京都を制圧した10によって、1336年に擁立された天皇は誰か。
□□ 16	 1336年に、10が発表した政治方針を何というか。
□□ 17	 10が征夷大将軍に任じられ、新しく幕府を開いたのは西暦何年か。
□□ 18	 1350～52年にかけて、北朝方の内部で激しい対立・抗争が続いた。それは何か。
□□ 19	 後醍醐天皇に仕えた南朝方の政治・軍事の中心的存在であり、『神皇正統記』や『職原抄』
などを著したのは誰か。

□□20	 この頃、武家社会で一般的になった所領の相続方法を何というか。

1 2 3

4 5 6

7 8 9

10 11 12

13 14 15

16 17 18

19 20

p.110-113第 7章 - 1  室町幕府の成立⑴25
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室
町
幕
府
の
成
立
⑴

25

第
7
章

〔 〕
〔 〕

〔 〕
〔 〕

〔 〕

〔 〕

〔 〕
〔 〕
〔 〕

〔 〕

〔 〕

〔 〕

□□❶	 後醍醐天皇の系統は何か。
□□❷	 後醍醐天皇による 2度目の討幕計画がなされたのは西暦
何年か。

□□❸	 ❷の年に、幕府に推されて即位した天皇は誰か。
□□❹	 赤坂城や千早城で幕府軍と戦い、建武の新政実現にも貢
献した河内の豪族は誰か。

□□❺	 年号を建武と改め、後醍醐天皇による親政が始まったの
は西暦何年か。

□□❻	 建武新政府の職制のうち、関東地方を管轄する機関を何
というか。

□□❼	 また、東北地方を管轄する機関を何というか。
□□❽	 南北朝の対立は西暦何年から始まったか。
□□❾	『建武年間記』には、建武の新政下の混乱ぶりを風刺した
88句からなる長詩がある。鴨川の河原に貼り出されたとい
われるこの長詩は何と呼ばれるか。

□□❿	 初代将軍の弟で、兄とともに幕府の創設につくしたのは
誰か。

□□⓫	 初代将軍の執事として幕政に参加し権勢をふるったが、
のちに❿と対立するようになった人物は誰か。

□□⓬	 この頃、武家社会では遠方に住む一族との血縁的結合よ
りも、近隣に住む武士どうしのつながりが重視されるよう
になった。このつながりを何というか。

〔　〕に適語を記入して活用しましょう。らくらくコーナー

1324年〔　　　　　　　　〕＝一
1
味
3
に
2
知
4
られて大失敗

1331年〔　　　　　　　　〕＝一
1
味
3
が再

31
度の勝ち名乗り

4
第

部

近
代
・
現
代

4
第

部

近
代
・
現
代

214 公武合体と尊攘運動❸，幕府の滅亡
詳日　第 11 章 1　p.227 〜 228

薩摩藩武
力
倒
幕
派

公
武
合
体
派

西郷
大久保

土佐藩
後藤
山内

幕 府
慶喜

長州藩
高杉
桂

朝 廷

討幕の密勅
（1867）

1866
薩長同盟

仲介

坂本
「船中八策」の提示（1867）

大政奉還の建白
（1867）

大政奉還
の上表
（1867）

中岡

明
治
天
皇

14
代   

徳
川
家
茂

15
代

　
徳
川
慶
喜
よ
し
の
ぶ

い
え
も
ち

孝
明
天
皇

こ
う
め
い

1866
（慶応２）

1867
（慶応３）

1868
（慶応４）

 1
5

6

 7
 8

12
1
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6

 7
8

 9
10
10-14

11
12

 

1

ちょうしゅう

かいぜいやくしょ

ぶ しゅう しんだつ

薩長連合（同盟）が成立
改税約書に調印，江戸・大坂の打ち
こわし
長州征討（第２次）開始
武州世直し一揆・信達騒動がおこる
将軍家茂，死去
長州征討（第２次）中止
徳川慶喜，将軍に就任。孝明天皇，急死
明治天皇，即位。パリ万国博覧会に遣
欧使節派遣（正使は徳川昭武，２月万
博開会）
兵庫開港の勅許。ヘボン，『和英語林
集成』を刊行
坂本龍馬，「船中八策」を後藤象二郎に
提示　　。�土盟約
中岡慎太郎，陸援隊を組織

「ええじゃないか」の発生
�・長・芸３藩，倒幕を約束
山内豊信，幕府に大政奉還を建白
　  �長に討幕の密勅
慶喜，大政奉還の上表を朝廷に提出
坂本龍馬・中岡慎太郎，暗殺される
兵庫開港，大坂開市。王政復古の大号令
小御所会議      （慶喜に辞官納地を命
ず）
江戸幕府の滅亡
鳥羽・伏見の戦い（戊辰戦争始まる）

3

4
さっちょう

ばんこく

さかもとりょう ま せんちゅうはっさく  ご とうしょうじ ろう

ちょっきょ

さっ  と

なかおかしん た  ろう りくえんたい

げい

やまうちとよしげ

かい し

と   ば　　 ふし み

じ  かんのう ち

ぼ しん

たいせいほうかん けんぱく

みっちょく

じょうひょう

こ   ご しょ

おうせいふっ こ だいごうれい

5

6

7

あきたけ

しゅうせい

わ りんご えい

船
中
八
策

一
、
天
下
ノ
政
権
ヲ
朝
廷
ニ
奉ほ
う

還か
ん

セ
シ
メ
、
政
令
宜よ
ろ

シ

ク
朝
廷
ヨ
リ
出
ヅ
ベ
キ
事
。

一
、
上
下
議ぎ

政せ
い

局き
ょ
く

ヲ
設
ケ
、
議
員
ヲ
置
キ
テ
万
機
ヲ

参
賛
セ
シ
メ
、
万
機
宜
シ
ク
公
議
ニ
決
ス
ベ
キ
事
。

一
、
有
材
ノ
公
卿
・
諸
侯
及
ビ
天
下
ノ
人
材
ヲ
顧
問
ニ

備
ヘ
、
官か
ん

爵し
ゃ
く

ヲ
賜た
ま

ヒ
、
宜
シ
ク
従
来
有
名
無
実
ノ

官
ヲ
除
ク
ベ
キ
事
。

一
、
外
国
ノ
交
際
広
ク
公
議
ヲ
採
リ
、
新
ニ
至
当
ノ
規

約
ヲ
立
ツ
ベ
キ
事
。

一
、
古
来
ノ
律
令
ヲ
折せ
っ

衷ち
ゅ
う

シ
、
新
ニ
無む

窮き
ゅ
う

ノ
大
典
ヲ

撰
定
ス
ベ
キ
事
。

一
、
海
軍
宜
シ
ク
拡
張
ス
ベ
キ
事
。

一
、
御ご

親し
ん

兵ぺ
い

ヲ
置
キ
、
帝て
い

都と

ヲ
守し
ゅ

衛え
い

セ
シ
ム
ベ
キ
事
。

一
、
金
銀
物
貨
、
宜
シ
ク
外
国
ト
平
均
ノ
法
ヲ
設
ク
ベ

キ
事
。

（『
坂
本
龍
馬
関
係
文
書
』）

1867年， 坂本 龍 馬
が起草した国家体制
論。龍馬は長崎か
ら京都に向かう船中
で，後

ご
藤
とう

象
しょう

二
じ

郎
ろう

に示
し，後藤はこれをもと
に前土佐藩主山

やま
内
うち

豊
とよ

信
しげ

に大
たい

政
せい

奉
ほう

還
かん

を説い
た。大政奉還を前提
に，議会開設（上下議

政局からなる二院制）・官制刷
さっ

新
しん

・外国交際・
法典制定・海軍拡張・親兵設置・貨幣整備の8
カ条を提唱した。

船中八策解説 

　

第2次長州征討　1865年，幕府は倒幕派が主導権を握った長州藩に対し，長州再征の勅許を得て，翌66
年第2次長州征討をおこなった。しかし，薩摩藩は薩長連合を守って出兵を拒否した。図は，将軍家

いえ
茂
もち
の江戸進

発の様子。幕府軍の旧式装備では新型小銃装備の長州藩には勝てず，家茂の死を機に休戦となった。

　高
たか

杉
すぎ

晋
しん

作
さく
（1839〜67）　長州藩

士。四国艦隊下関砲撃事件後，藩の
主導権を握っていた保守派（俗

ぞく
論
ろん
派）

に対し，長州征討（第1次）後，諸隊
を率いて挙兵。保守派を倒して藩論
を倒幕に転じさせた。また，1863
年に晋作の組織した奇

き
兵
へい

隊
たい
は身分

を問わず編成されたため，隊員の
30％が庶民であった。

小御所会議　王政復古の大号令により，摂関・幕府が廃絶され，維
い
新
しん
政府

の最初の官職となる三
さん

職
しょく
（総

そう
裁
さい

・議
ぎ

定
じょう

・参
さん

与
よ
）が創設された。1867年12月9日，

京都御所内でひらかれた三職による小御所会議では，慶喜の内大臣辞任と領地
の一部返納（辞

じ
官
かん

納
のう

地
ち
）が決定された。

　坂本龍馬
（1835〜67）

幕末の動き1

長州征討（第2次）3

長
ちょう

州
しゅう

藩
は ん

の動き2 薩長連合（同盟）の成立4

坂
さ か

本
も と

龍
りょう

馬
ま

と「船
せ ん

中
ちゅう

八
は っ

策
さ く

」5

　大政奉還　1867年10月，
土佐藩主山

やま
内
うち

豊
とよ

信
しげ
が大政奉

還を建
けん
白
ぱく
。慶

よし
喜
のぶ
は，徳川中心

の雄
ゆう
藩
はん
連合政権を模索し，10

月13日，京都二条城に重臣
を招集して諮

し
問
もん
し，翌日に上

表した。

将軍
徳川慶喜

老中
板倉勝静

若年寄
永井尚志

京都守護職
松平容保

京都所司代
松平定敬

大
た い

政
せ い

奉
ほ う

還
か ん

（1867年）
6

小
こ

御
ご

所
し ょ

会議（1867年）7
明治天皇

議定 松平慶
よし

永
なが

議定
山内豊信

参与 岩倉具
とも

視
み

参与 大久保利
とし

通
みち

総裁 有
あり

栖
す

川
がわの

 宮
みや

熾
たる

仁
ひと

親王

　鯰
なまず

絵
え
　当時，大鯰が地震を引

きおこすため，鹿
か
島
しま
大
だい
明
みょう
神
じん
が要

かなめ
石
いし

で大鯰を押さえているとされ，鹿
島大明神がいない神

かん
無
な
月
づき
（10月）

に地震がおこると信じられた。安
政の大地震の直後，鯰を配した
鯰絵が大量に出版された。

1855（安政2）　年10月2日，江戸でおこった安政の大地震
は多くの武家屋敷や町屋を倒壊・焼失させた。マグニチュー
ド6.9の江戸直下型地震で，死者は7000人以上にのぼり，
水戸の学者藤

ふじ
田
た
東
とう
湖
こ
も圧死した。

安
あん

政
せい

の大地震

p.214 5 の「船中八策」にある「金銀物資，宜シク外国ト平均ノ法ヲ設クベキ事」の背景には，どのようなことがあるのだろうか。

4
第

部

近
代
・
現
代

4
第

部

近
代
・
現
代
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5 6

3 4
2

1

7

青森

箱館

高田

金沢 富山

福井

名古屋

津

桑名

和歌山

会津
白河

乙部

ちんぶ

すんぷ

庄内
酒田

高崎

忍

館林
今市
日光

宇都宮
松代

松本

甲府

大坂

駿府

江戸

京都

7.4
東海道軍・東山道軍
北陸道軍
奥羽総督府軍
蝦夷地征討部隊

山陰道鎮撫使
官軍に出兵したおもな藩

（松前）
福山

秋田

横手本庄
亀田

黒川

長岡

仙台
村上

山形

 
相馬

守山

福島
米沢

二本松村松

泉
平潟

新庄

天童

矢島

 盛岡

弘前
ひろさき

新発田
ばし た

三根山
ねみ やま

八戸
はちのへ

上山
かみのやま

棚倉
たなぐら

三春
みはる

一関
いちのせき

下手渡
しも て ど

平
たいら

湯長谷
ゆながや

官軍の進路

同盟藩
同盟脱落藩
庄内兵最大進出線
会津兵最大進出線

数字　帰順・降伏の月日

奥羽越列藩同盟

上
田

大
垣

小
田
原

彦
根

7.15

8.6

9.24

9.15

9.27

7.21

9.22

7.29
7.26

7.14

6.24
まつしろ

おし

黒羽

よねざわ

おとべ

1

 

 3

4

閏4

5

7

8

9

3

 5

ご   か じょう      せいもん

おう う えつれっぱんどうめい

てんちょうせつ

ながおかじょう

そうぞう せきほうたい

にせかんぐん

うえの しょう ぎたい

きょくがいちゅうりつ

さがら

そく い

いっせいいちげん

ご りょうかく

ぼ しん

ぎょうこう

ご  ぼう

鳥羽・伏見の戦い　。慶喜追討
令。相楽総三の赤報隊の東進　。
列強６カ国，局外中立を宣言
相楽，偽官軍として処刑
五箇条の誓文公布。五榜の掲示
江戸城無血開城
政体書の制定
奥羽越列藩同盟結成
上野戦争（彰義隊壊滅）
江戸を東京と改称
長岡城の戦い終わる
天長節を制定
明治天皇，即位の礼
明治と改元（一世一元の制）
会津の戦い終わる（若松城落城）
東京行幸
五稜郭の戦い（箱館戦争）終わる
（戊辰戦争終結）

1868
（慶応４） 2

1

2

3

4

5

6

7

1868
（明治元）

1869
（明治２）

と　ば ふし み

はこだて

し
げ
と
み

ぎ

　せい
か
ん

だ   

て  

む
ね
な
り

こ 

ま
つ
の
み
や
よ
し
あ
き
ら

ま 

で
の
こ
う 

じ  

ひ
ろ
ふ
さ

た
か
つ
か
さ
す
け
ひ
ろ

た
か
と
う

か
き
ょ
く

じ
ん
ぎ

ぎ
じ
ょ
う

じ
ょ
う
き
ょ
く

だじょうかん

さ
ん
じ
ょ
う
さ
ね
と
み

い
わ
く
ら
と
も 

み

た
だ
よ
し

と
し
み
ち

さ
ん
よ

ゆ  

り 

き
み
ま
さ

た
か
よ
し

太政官

刑
法
官（
大
原
重
徳
）

議
政
官

上
局

議
定（
三
条
実
美
・
岩
倉
具
視
・
中
山
忠
能
ら
）

参
与（
大
久
保
利
通
・
木
戸
孝
允
・
由
利
公
正
ら
）

下
局（
大
木
喬
任
）

神
祇
官（
鷹
司
輔
煕
）

会
計
官（
万
里
小
路
博
房
）

軍
務
官（
小
松
宮
嘉
彰
）

外
国
官（
伊
達
宗
城
）

行
政
官

  

三
条
実
美

  

岩
倉
具
視

（

　

 

　）

（
立
法
）

（
行
政
）

（
司
法
）

江戸城無血開城の会談
1868（慶応4）年3月13〜14日　
3

江戸薩摩藩邸でおこなわれた西郷と勝の会
談により，15日に予定の江戸城総攻撃は中止，
4月，無血開城となった。

会
あい

津
づ

の戦い
1868（慶応4）年8〜（明治元）9月
6

会津・庄
しょう
内
ない
藩への追

つい
討
とう
令
れい
に対し，東

北諸藩は奥
おう
羽
う
越
えつ
列
れっ
藩
ぱん
同
どう
盟
めい
を結んで抵

抗。会津藩は白
びゃっ
虎
こ
隊・娘

じょう
子
し
軍も参加

したが，会津若松城は攻め落とされた。
図は白虎隊自

じ
刃
じん
の場面。

赤報隊の東進
1868（慶応4）年1〜3月
2

赤
せき
報
ほう
隊
たい
の相
さがら
楽総

そう
三
ぞう
は年

ねん
貢
ぐ
半減令をかか

げて東山道を進撃したが，偽
にせ
官
かん
軍
ぐん
とさ

れ，諏訪で処刑された。1870年，相楽ら
をいたみ下諏訪に魁

さきがけ
塚
づか
がたてられた。

鳥
と

羽
ば

・伏
ふし

見
み

の戦い
1868（慶応4）年1月
1

慶
よし
喜
のぶ
の辞官納地に憤激した旧幕府の兵が入京し，薩

さっ
長
ちょう

兵と交戦。しかし新政府軍の大砲や新しい銃に苦戦した。

五
ご

稜
りょう

郭
かく

の戦い（箱
はこ

館
だて

戦争）
1869（明治2）年5月
7

旧幕府軍をひきいた
榎
えの
本
もと
武
たけ
揚
あき
らが降伏，

土
ひじ
方
かた
歳
とし
三
ぞう
らは戦死。

五稜郭は開城となり
戊辰戦争が終了。

長
なが

岡
おか

城
じょう

の戦い
1868（慶応4）年5〜7月
5

局外中立を唱えた長岡藩家老河
かわ
井
い

継
つぐ
之
の
助
すけ
は停戦を拒否されたため

戦ったが，７月落城。

上
うえ

野
の

戦争（彰
しょう

義
ぎ

隊
たい

の戦い）
1868（慶応4）年5月
4

旧幕臣は彰義隊を結成して，上野寛
かん
永
えい

寺
じ
に拠り反抗したが，大

おお
村
むら
益
ます
次
じ
郎
ろう
指揮

の総攻撃により１日で壊滅。

会
津
若
松
城

　政体書に基づき，基本
的政治組織（七官制）を規定。アメ
リカの制度を参考に，太政官への
中央集権，三権分立，官吏公（互）選
が骨子。1869年４月，行政官の下に
民
みん　ぶ　かん
部官を設置し八官制となる。同

年7月，二官六省制へ移行。

解説

　東京行幸　1868年7月，江戸を東京と改称，翌年3月には天皇が東京に移り，
東京遷

せん
都
と
となった（東京行幸）。図は，橋のかかっていない多

た
摩
ま
川に，舟橋を浮かべ

てわたった時の様子。

　五稜郭

　 魁
さきがけ

塚
づか
（相
さがら

楽塚
づか

）
　五榜の高

こう
札
さつ

　五
ご
箇
か
条
じょう
の誓

せい
文
もん
を発布した

翌日に掲げた五種の高札で，人民の心得
を示した。写真の第３札では旧幕府の方
針を継承して，キリスト教の禁止などが定
められた。

錦
にしきの

御
み

旗
はた

（錦
きん

旗
き

）� �
天皇が「朝

ちょう
敵
てき
」の征討を

命じる際，軍事的指揮権
を委任する意味で，下

か
賜
し

された旗。「日
ひ
之
の
御旗」と

「月
つき
之
の
御旗」の二つ1組。

勝海舟（義邦）西郷隆盛

新政府の発足1 戊
ぼ

辰
し ん

戦争2

政体書による新政府組織図
（1868年閏４月，→p.217　　 ）

3

明治天皇の東京行
ぎょう

幸
こ う

4 五
ご

榜
ぼ う

の掲示5

5

国内と海外での金銀比価の違いから金貨が大量流出したため（p.211 3 ），交換レートの統一化を主張した。

資
料
を
読
み
と
く

資
料
を
読
み
と
く

2 「魏志」倭人伝を読みとく
　そ
の
国
で
は
、
以
前
は
男
王
を
立
て
て
い
た
。
七
、八
十

年
を
経
過
す
る
と
、
倭わ

国こ
く

は
乱
れ
、
互
い
に
攻
撃
し
あ
っ
て

幾
年
か
が
過
ぎ
た
。
そ
こ
で
、
諸
国
は
一
人
の
女
子
を
共
に

立
て
て
王
と
し
た
。
名
を
卑ひ

弥み

呼こ

と
い
う
。
…
…①
宮
殿
や

高
い
建
物（
物も
の

見み

櫓や
ぐ
ら

か
）、
城じ
ょ
う

柵さ
く

は
厳
重
に
つ
く
ら
れ
、
常
に

人
が
い
て
、
武
器
を
持
っ
て
守し
ゅ

衛え
い

し
て
い
る
。

　…
…
景け
い

初し
ょ

二
年（
景
初
三
年〈
二
三
九
年
〉の
誤
り
）六
月
、

倭
の
女
王
が
大
夫
の
難な

升し

米め

等
を
帯
方
郡
に
遣つ
か

わ
し
、（
魏ぎ

の
）皇
帝
に
謁え
っ

見け
ん

し
て
朝ち
ょ
う

貢こ
う

す
る
こ
と
を
求
め
た
。
…
…
そ

の
日
の
年
の
十
二
月
、
詔し
ょ
う

書し
ょ

を
下
し
て
倭
の
女
王
に
報
じ
て

言
う
に
は
「
…
…
今
、
汝な
ん
じ

を
親し
ん

魏ぎ

倭わ

王お
う

と
な
し
、
金き
ん

印い
ん

紫し

綬じ
ゅ

を
授
け
、
…
…
ま
た
、
特
に
汝
に
…
…②
銅ど
う

鏡き
ょ
う

百
枚
、
…
…

を
賜た
ま

い
、
…
…③
こ
と
ご
と
く
、
汝
の
国
中
の
人
に
示
し
、

わ
が
国
が
汝
を
い
と
お
し
ん
で
い
る
こ
と
を
知
ら
し
め
よ
。

…
…
」と
。
そ
の（
正せ
い

始し

）八
年（
二
四
七
年
）
…
…
倭
の
女

王
卑
弥
呼
は
、
狗く

奴な

国こ
く

の
男
王
卑ひ

弥み

弓こ

呼こ

と
以
前
か
ら
不
和

で
あ
っ
た
。
倭
の
載さ
い

斯し

烏う

越お
つ

ら
を
派
遣
し
て
帯た
い

方ほ
う

郡
に
行

き
、
互
い
に
攻
撃
し
合
っ
て
い
る
状
況
を
報
告
さ
せ
た
。

　…
…④
卑
弥
呼
が
死
ぬ
と
大
き
い
墓
を
つ
く
っ
た
。
そ
の

直
径
は
百
余
歩（
約
一
四
四
ｍ
）で
、
殉じ
ゅ
ん

死し

し
た
者
は
男
女
の

奴ど

隷れ
い

百
余
人
。
そ
の
後
、
男
子
の
王
が
即
位
し
た
が
国
を
統

治
で
き
ず
、
互
い
に
殺
し
合
っ
て
千
余
人
が
殺
さ
れ
た
。
そ

こ
で
、
卑
弥
呼
の
一
族
の
女
子
で
壱い

与よ

十
三
歳
を
立
て
る
と

国
中
は
遂つ
い

に
治
ま
っ
た
。

「魏志」倭人伝の傍線部②にある百枚の「銅鏡」とはどんな種類の鏡だったのだろう。また，卑弥呼はそれらの「銅鏡」をどうしたのだろう。「魏志」倭
人伝の傍線部③と 資料1 ～ 資料3 ，およびそれぞれに関する情報に基づいて仮説を立ててみよう。

情報 1　左の画文帯神獣鏡は，大阪府和泉市の和泉黄金塚古墳（４世紀後半頃の築
造とされる前方後円墳）から出土したもので，直径23.3cm。

情報 2　右の三角縁神獣鏡は，島根県雲南市の神
かん
原
ばら
神社古墳（４世紀中頃の築造と

される方墳）から出土したもので，直径23.0cm。
情報 3　三角縁神獣鏡は，画文帯神獣鏡より少し後につくられはじめた。
情報 4　写真の鏡の背面には，どちらも「景初三年（239年）」の銘がある。
情報 5　三角縁神獣鏡は，卑弥呼が魏の皇帝から下

か
賜
し
された100枚の「銅鏡」である

という有力な説がある。
情報 6　三角縁神獣鏡は，日本全国で600枚近くが出土しているが，中国では１枚

も出土していない。また，京都府椿
つば
井
い
大
おお
塚
つか
山
やま
古墳からは32枚，奈良県黒

くろ
塚
づか
古

墳からは33枚がまとまって出土している。

この帯の部分に図像の文様が施
されている（＝画文帯）

鈕の周りに神仙と霊獣の文様が
施されている（＝神獣鏡）

資料1 画
が

文
も ん

帯
た い

神
し ん

獣
じゅう

鏡
きょう

（左）と三
さ ん

角
か く

縁
ぶ ち

神獣鏡（右） 資料2 黒塚古墳

「魏志」倭人伝（現代語訳）資料

情報 1　黒塚古墳は，奈良県
天理市の柳

やなぎ
本
もと
古墳群に

ある全長約130mの前方
後円墳で，近くには纒

まき
向
むく

遺跡がある。
情報 2　築造されたのは３世

紀後半～４世紀前半と推
定されている。

情報 3　木
もっ
棺
かん
は内部を水銀朱

で染められ，棺の外に三
角縁神獣鏡33枚，棺内の
被葬者の頭の上方に画文
帯神獣鏡１枚が副

ふく
葬
そう
され

ていた。
情報 4　銅鏡は，諸国の王た

ちが自らの墓の副葬品と
するほど貴重なもので
あったと考えられてい
る。

画文帯神獣鏡

三角縁神獣鏡

（資料・情報の分析と仮説）
❶　卑弥呼が魏の皇帝に朝貢したのは「（　ア　）〈239年〉」で，その際に傍線部②にあるように「銅鏡百枚」を賜った。　　　　によれば，その「銅鏡」は（　イ　）であるとする説が有
力であるが，「（　ア　）」の銘は（　イ　）にも（　ウ　）にもみられる。また，（　イ　）は国内で600枚近くが出土しているのに中国では出土していない。さらに，椿井大塚山古墳
や（　エ　）古墳のように一つの古墳に大量に副葬されることもある。一方，　　　　の（　エ　）古墳の例から，当時は（　イ　）よりも（　ウ　）のほうが重視されていたのではない
かと推測される。これまでに出土した（　ウ　）の枚数や、（　ウ　）が中国からも出土していることを踏まえるなら，卑弥呼が下賜された「銅鏡」は（　ウ　）であるという説が成り
立つ。
❷　「魏志」倭人伝の傍線部③と　　　　の（　ウ　）が（　オ　）を中心に各地で出土している事実から，卑弥呼はこれらの銅鏡を各地の王たちに分け与えることで，魏の皇帝を後ろ
盾とする自己の権威を示し，あわせて各地の王との同盟関係を強化したという説が成り立つ。

資料1

資料2

資料3

資料3 画文帯神獣鏡の出土地
情報 1　画文帯神獣鏡は，

大和を中心として各
地で出土している。

（福永伸哉『邪馬台国から
ヤマト政権へ』より）

鈕

鏡背面

鏡面

鏡背面

縁が三角形
鏡面

古代の文字資料を読みとくために　　木
もっ

簡
かん

や金
きん

石
せき

文
ぶん

（金属や
石材などに刻まれた文字資料），古

こ

文
もん

書
じょ

など古代の文字資料
の多くは断片的なものであるため，これを読みとくには，複
数の資料を相互に関連付けたり，遺跡・遺物や絵画，地図，
民俗資料なども活用して歴史像をつくりあげていくことが必
要である。ここでは，『三

さん

国
ごく

志
し

』の「魏
ぎ

志
し

」倭
わ

人
じん

伝
でん

をとりあげ，
その記事をさまざまな資料と関連付けることで読みとき，邪

や

馬
ま

台
たい

国
こく

の謎にアプローチしてみよう。
「魏志」倭人伝を読みとくにあたって　　『三国志』が成立した
のは３世紀後半と考えられ，邪馬台国が存在した時代とほぼ
同時代であることから邪馬台国に関するさまざまな情報を手
に入れることができる。しかし，『三国志』は，中国の晋の陳

ちん

寿
じゅ

が多くの史・資料に基づいて編
へん

纂
さん

したものであり，誤解や
先入観によって執筆された記事も多いことに注意することが
大切である。

「魏志」倭人伝を読みとく

読みとき Ⅰ

読みときの答え ア-景初三年　イ-三角縁神獣鏡　ウ-画文帯神獣鏡　エ-黒塚　オ-大和

ご採用特典として
生徒用には重要な史料を網羅した別冊「日本史
頻出史料 165」をご提供します。また、先生
向けには、プリント作成に便利な、史料のテキ
ストデータ（205点、Word）、日本史白地図デー
タ（36 点、JPEG）をご用意しています。

3
第

部

近

　世

162 日朝関係史❶…中世・近世特集
本書参照頁　p.127, 161

1392
1398
1404

1406
1410
1419
1420
1423
1424
1428
1432
1438
1439
1443

1510

1512

李成桂が朝鮮を建国
朝鮮から室町幕府に遣使
足利義満が朝鮮に使節（日本国王
使）を派遣する（以後，160年間に60
余回），朝鮮から幕府に遣使（回礼
使）〈国交樹立〉
朝鮮から幕府に遣使
朝鮮から幕府に遣使
応永の外寇
朝鮮から幕府に遣使
朝鮮から幕府に遣使
朝鮮から幕府に遣使
朝鮮から幕府に遣使（通信使）
朝鮮から幕府に遣使
文引の制
朝鮮から幕府に遣使（通信使）
朝鮮から幕府に遣使（通信使），癸
亥約条（嘉吉条約）を締結（宗氏と
朝鮮の貿易協定：歳遣船50隻）
三浦の乱（三浦の恒居倭人が蜂起
→日朝貿易の停止）
壬申約条（宗氏の歳遣船年25隻）

りせいけい

よしみつ

（応永11）

（嘉吉３）

（永正７）

おうえい

がいやくじょう

がいこう

き

きつか

さん ぽ

じんしん

さいけんせん

こうきょ

せき

かいれい

し

そう し

将軍

義持
義教
義教
義勝
義政
義尚

使命・備考

1413

1428

1439

1443

1459

1479

倭寇禁止要請，中断
義持・義教慶弔
修好
義教・義勝慶弔
海上遭難のため中止
正使が対馬で病気，中断

わこう

1592

1597

1604

1606

1607

1609

1635

1636

1711

1719

1811

1863

1869

ぶんろく

たんぞく し

さっかんかいとう

し

き ゆうやくじょう

たいくん

みん

やながわいっけん

あらい はくせき

つしま

えき  ち へいれい

けんぱくしょ

けいちょう
文禄の役，明軍の参戦
慶長の役
朝鮮から幕府に遣使（探賊使）
朝鮮が講和の条件を提示
朝鮮から幕府に遣使（回答兼刷還
使）
朝鮮と対馬が己酉約条を締結
柳川一件
朝鮮から幕府に遣使（通信使）
（「日本国大君」号を用いる）
新井白石，通信使の待遇を簡素化
朝鮮から通信使を派遣（「日本国
王」号を用いる）
朝鮮から通信使を派遣（「日本国大
君」号に戻す）
朝鮮から通信使派遣（「対馬におけ
る易地聘礼」）
日本が朝鮮を侵略すべきことを説
く対馬藩士の建白書が幕府に提出
明治政府が朝鮮王朝に外交文書を
送るが，朝鮮は受け取りを拒否

（慶長12）

（寛永13）

（正徳元）

（享保４）

（文化８）

（文久３）

（明治２）

江戸

駿河
名古屋

京都
牛窓
うしまど

鞆
とも

赤間関
あかまがせき

釜山

ソウル 朝鮮使節の参府経路

李元植「朝鮮通信使が残したもの」
（『朝鮮通信使と日本人』学生社より）

朝貢

蘇木

蘇木・香料・砂糖

朝鮮人参・大蔵
経・木綿など銅・扇

刀剣
香木

絹織物
陶磁器

朝貢

朝貢品：銅・硫黄・金・刀剣・扇・屛風など
下賜品：銅銭・生糸・高級織物・陶磁器・書籍・書画など

朝貢
ちょうこう

か し

硫黄
刀剣
蘇木
そぼく

下賜
下賜

下賜

こうぼく

明（北京）

東南アジア

琉球王国 日本

朝鮮

輸入品
生糸（銀709貫余），朝鮮人参300貫余，
縮緬195貫余，その他織物200貫余など
ちりめん

そう

輸出品

対馬藩
①藩主は宗氏。10万石以上の格付
②幕府より朝鮮外交・貿易の独占的権利を得る
　→貿易の利潤が知行のかわり
③参勤交代は3年に1度

銀2075貫余，銅380貫余，狐皮96貫余
明礬などの鉱物237貫余など
みょうばん

数字はすべて1684年のもの（田代和生『倭館』による）

　朝
鮮
国
王
李

　
　
　
　
　奉
復

　日
本
国
王

　
　
　殿
下

　交
隣
有
道
自
古
而
然
二
百
年
来
海
波
不
揚
何
莫
非

天
朝
之
賜
而
敝
邦
亦
何
負
於

　貴
国
也
哉
壬
辰
之
変
無
故
動
兵
搆
禍
極
惨
而
至
乃

　先
王
丘
墓
敝
邦
君
臣
痛
心
切
骨
義
不
興

　貴
国
共
戴
一
天
六
七
年
来
馬
島
雖
以
和
事
為
請
実
是
敝
邦
所
耻
今
者

　貴
国
革
旧
而
新
問
札
先
乃
謂
改
前
代
非
者
致
款
至
此
苟
如
斯
説
豈
非

　両
国
生
霊
之
福
也
此
馳
使
价
庸
答
来
意

　不
腆
土
宜
具
在
別
幅
統
希

　盛
亮

　萬
暦
三
十
五
年
正
月

　日

　朝
鮮
国
王
李

書

承
聞

之

故

以
為
和
交
之
験 行

旧
交
之
道

戴

伀暗

則

暗沿

年代 人数

1607
1617
1624
1636
1643
1655
1682
1711
1719
1748
1764
1811

使命・備考

回答兼刷還，修好（国交回復）
回答兼刷還，大坂平定祝賀
回答兼刷還，家光襲職祝賀
太平祝賀，以降「通信使」と称す
家綱誕生祝賀，日光山致祭
家綱襲職祝賀，日光山致祭
綱吉襲職祝賀
家宣襲職祝賀
吉宗襲職祝賀
家重襲職祝賀
家治襲職祝賀
家斉襲職祝賀・易地聘礼

467
428
300
475
462
488
475
500
479
475
462
336

さっかん かいとう

たいへい

いえみつ

いえつな

つなよし

いえのぶ

いえしげ

いえはる

いえなり えき ちへいれい

よしむね

銀の道・生糸の道
対馬藩を通じた朝
鮮貿易では，18世
紀前後の輸出額
は密貿易も含める
と，年平均で5万
両，多いときには
10万両にものぼっ
た。また，17世紀
末には朝鮮貿易に
おける生糸の輸入量が長崎
貿易におけるそれを上回った。
対馬→朝鮮→中国という「銀
の道」と，中国→朝鮮→日本
という「生糸の道」が形成され
た。上の往古銀は日朝貿易の
ために特別に鋳

ちゅう
造
ぞう
された銀貨。

1404年に足利義
よし

満
みつ

が
 朝鮮に使節を送ると，
両国間で善

ぜん
隣
りん

関係が樹
立された。1428年から
は朝鮮から「通信使」
が派遣され，朝鮮国王
と足利将軍とは伉

こう
礼
れい

（対等）関係となった。 

解説 

通信使一行は，楽隊や医者・
通訳・画家なども含めて約500
人にもおよび，その経路はお
おむね4〜5カ月間をかけて，
漢城（現，ソウル）から釜

ふ
山
さん

ま
で陸路，釜山から大坂・京都
まで船路，京都から江戸まで
陸路をたどった。

　14世紀に明中心の国際秩序が形成されると，日本も朝
鮮も明中心の冊封体制を受け入れた。「日本国王」号を用いた足利将軍は，朝鮮国王と対等な立
場で外交をおこなった。また，朝鮮は対

つ
馬
しま

の人々に官職を授け，貿易上の特権を与えて，朝鮮中心
の秩序に編入しようとした。一方，対馬側も島内支配を進めるため，朝鮮の政策に協力した。

解説 中世の日本・対馬と朝鮮

秀吉の朝鮮侵略後，
日朝間の断絶が続
いていたが，徳川家
康は対馬藩の宗氏
に日朝講和交渉を
おこなわせた。一方，朝鮮でも，後

こう
金
きん

に対処するため，日
本との関係修復を考え，1604年に使節を日本へ派遣した。
1606年，朝鮮は日本に，先に国書を送ることなどの講和
条件を示し，対馬藩は国書を偽造した。この国書で徳川

将軍の称号には「日本国王」が用いられ
た。1607年，朝鮮から日本へ使節が派
遣され（回答兼刷還使），ここに日朝国
交が回復した。しかし，対馬では御家
騒動を機に，対馬藩による国書偽造が
露顕し，1635年幕府は，国書偽造の責
任として，家臣を処分し（柳川一件），朝
鮮の国書には，以後は「日本国大君」の
称号を用いることにした。対馬藩は，こ
の史料の■部分を削除し，加筆（青字）
するなど国書の改ざんをおこなった。（田
代和生『書き替えられた国書』）

解説

国書の偽造と
柳川一件

通信使経路解説 

　告身（複製）　朝鮮国王から官職を授かる時の辞令書（成化
18〈1482〉年）。朝鮮側は倭

わ
寇
こう
対策としても，対馬の人々に

官職を授ける告身を発
行し，貿易上の特権を
与えた。史料にみえる
「皮古三甫羅」は「彦三
郎」の音訳といわれる。

　

草
そう
梁
りょう
倭
わ
館
かん
図　朝鮮が釜

ふ
山
さん
に設けた

日本との窓口で，その広さは約10万坪
にもおよび，
つ ね に 約
500人の対
馬の人がい
た。

　往
おう
古
こ
銀

2-③ 朝鮮との国交回復
近世の日朝関係2

2-① 近世の日朝関係年表

中世の日朝関係1
1-① 中世の日朝関係年表 1-② 明

みん

の冊
さく

封
ほう

体制と日朝関係 1-③ 告
こく

身
しん

1-④ 室町時代の通信使一覧 2-④ 江戸時代の朝鮮使節一覧

2-② 対
つ

馬
しま

藩
はん

の立場

2-⑤ 朝鮮通信使の参府経路

2-⑥ 日朝貿易

p.162 2-④の年表の 1636 年以降，室町期と同様に「通信使」が派遣された背景にアジアのどんな変動があったか，p.358の年表を見て答えよう。

ご採用特典として
❶簡単な操作で小テストが作成できる「小テスト作成用データ」（Excel）

※問題文のシャッフルや、解答の表示／非表示も可能です。写真・地図・図版問題は収録しておりません。

❷解答あり＆解答なしの書籍紙面データ（PDF）
❸タブレット等への配信と、解答の集計が可能な「Google Forms 版解答欄」
※ご使用に際して Google アカウントの取得が必要です。
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詳説日本史
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AB判　376頁　4色刷　定価990円（10％税込）　ISBN978-4-634-02531-8

⚫�『詳説日本史』（日探705）に準拠した図録です。教科書の章・節・
小見出しに沿って構成されています。
⚫�「資料を読みとく」ページを設けました。大学入学共通テストを意
識しつつ、複数の資料を段階的に考察します。
⚫資料を読む視点として、見開きごとに頁の下にQ&Aを設けました。
⚫掲載の2次元コードから、画像や動画のコンテンツを参照できます。

写真約2500点、図版約1200点。教科書に掲載できなかった写真・図版を
カバーするよう、配慮しています。

時代にまたがるテーマや対外関係につ
いては、特集ページを設けました。

JPEGWord

項目のまとめとして、ページの冒頭に
年表や模式図を示しました。

複数の資料から段階的に考察する「資
料を読みとく」ページを設けました。

見開きごとにページの下に
Q＆Aを設けています。

A5判　164頁＋解答24頁　２色刷　定価770円（10％税込）　ISBN978-4-634-02241-6

⚫��『詳説日本史』（日探705）の内容を79テーマに分け、教科書に記載され
た基本事項を20問の一問一答形式のテストで確認します。
⚫�右ページの「補充・復習」は、地図・表形式の問題など追加の関連問題
で構成しています。
⚫�テストや課題だけでなく、生徒の予習・復習や受験前の総まとめにも
最適です。

詳説日本史10分間テスト
詳説日本史

日探705準拠

※書店店頭での販売はいたしません

Excel PDF Google
Forms

左ページの「10分間テスト」では、短時間で、基
本的な知識を確認できます。問題数は20問。

Step1
学習した日付や解けた問題数の記入、チェック欄
など、さまざまな使い方が可能です。

問題文中の重要事
項を赤字にしてい
ます。

「10分間テスト」と右ページの「補充・復習」の各問題
にはチェック欄がついています。チェック欄を活用
して、できた問題・できなかった問題を把握し、効
率的に復習をおこなうことができます。

Step4

語呂合わせで覚える「ら
くらくコーナー」で学習
をサポートします。

Step3
「補充・復習」には、知識を充
実させるための、追加の関連
問題を掲載しています。

Step2

小テスト作成用データ ご紹介動画▶

詳
説
日
本
史

関
連
教
材

34 35
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� 1 次の各文が正しければ○印を、誤っていれば×印を、解答欄に記せ。
Ａ　摂関時代の貴族社会では、子は父方の手で養育されるなど、父方の縁が重く考えられていた。
Ｂ　政務は太政官で公によって審議され、その結果は院宣などの文書で命令・伝達された。
Ｃ　摂関政治のもとでも、天皇が太政官を通じて官吏を指揮し、全国を支配するかたちがとられた。
Ｄ　陽成天皇の時代には、『延喜格』『延喜式』という法典や『古今和歌集』の編纂がおこなわれた。
Ｅ　外交・財政などの重要な問題については、陣定という会議で公各自の意見が求められた。
Ｆ　中・下級貴族は摂関家に取り入って、経済的に有利な郡司となることを求めた。
Ｇ　関白は天皇が幼少の時にその政務を代行し、摂政は成人した天皇を補佐した。
Ｈ　摂政・関白は藤原氏の「氏長者」を兼ね、人事の全体を掌握して絶大な権力を握った。

� 2 下図は天皇家と藤原氏の関係略系図である。右下の説明文を参考にして、 ア ～ オ には藤原
氏の名を、 ａ ～ ｅ には天皇の名を記せ。また説明文の空欄〔①～⑩〕に適する語句を記せ。

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ

（3点×8＝24点）�

◎ 藤原氏北家の勢力は、 ア が嵯峨天皇の厚い信任を得てから
急速に強まった。

◎ イ は、₈₅₈年に外孫の ａ 天皇を幼少で即位させると、
みずからは摂政になって天皇の政務を代行した。

◎ イ は₈₄₂年の〔 ① 〕で伴健岑や三筆の１人である〔 ② 〕ら
を退け、さらに₈₆₆年の〔 ③ 〕では大納言〔 ④ 〕や紀豊城らを
没落させた。

◎ ₈₈₄年、 ｂ 天皇は即位にあたって、 イ のあとを継いだ
ウ をはじめて関白とした。

◎ ₈₈₈年におきた〔 ⑤ 〕では、 ウ が ｃ 天皇が即位に当た
って出した勅書に抗議してこれを撤回させ、関白の政治的地位
を確立した。

◎ ウ の死後、藤原氏を〔 ⑥ 〕としない ｃ 天皇は摂政・関
白をおかず、文人貴族の〔 ⑦ 〕を重く用いたが、続く ｄ 天
皇の時、 エ は策謀を用いて〔 ⑦ 〕を政界から追放した。

◎ ₁₀世紀前半の ｄ ・ ｅ 天皇の時代には、摂政・関白がおかれずに親政がおこなわれ、のちに
「〔 ⑧ 〕」とたたえられるようになった。しかし親政の合間には、 オ が摂政・関白をつとめた。

◎ ₉₆₉年、左大臣〔 ⑨ 〕が左遷される〔 ⑩ 〕がおこると、藤原氏北家の勢力は不動のものとなり、その後
は摂政・関白がおかれるのが慣例となった。

ア イ ウ エ オ ａ ｂ ｃ ｄ ｅ

① ② ③ ④ ⑤

⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

（2点×20=40点）

摂関政治 教 p.62〜65
月 日 得 点10
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� 3 次の史料文を読んで、下記の設問に答えよ。
　（寛

かん

仁
にん

二年十月）十六日 乙
きのと

巳
み

、今日、ⓐ女
にょう

御
ご

藤原威
い

子
し

を以
もっ

て皇后に立つるの日なり。……ⓑ太
たい

閤
こう

ⓒ下
げ

官
かん

を招き呼びて云
いわ

く、「和歌を読まむと欲す。必ず和
わ

すべし。」者
てえり

。答へて云く、「何
いずくん

ぞ和し奉
たてまつ

らざらむや。」又
云ふ、「誇りたる歌になむ有る。但

ただ

し宿
しゅく

構
こう

に非
あら

ず。」者。「此
こ

の世をば我が世とぞ思ふ望
もち

月
づき

のかけたること
も無しと思へば」。
問１　下線部ⓐについて、何天皇の皇后となったのか。
問２　下線部ⓑは誰のことか。
問３　下線部ⓑの人物と激しく権力の座を争った甥は誰か。
問４　下線部ⓑの息子で約₅₀年にわたって摂政・関白をつとめたのは誰か。
問５　下線部ⓒが書いた出典となる日記を記せ。

� 4 ₁₀～₁₁世紀の東アジアに関する地図をみて、下記の設問に答えよ。
問１　Ａ～Ｃの国名を記せ。
問�２　Ａの商人はＤに頻繁に来航した。Ｄの都市名
を記せ。
問�３　日本がＡの商人を通じて輸入したものを、次
から２つ選び記号で答えよ。
　ア．金　　　イ．銅　　ウ．綿布　　エ．書籍
　オ．真珠　　カ．陶磁器
問�４　日本がＡの商人を通じて輸出したものを、問
３の語群から２つ選び記号で答えよ。
問�５　日本から巡礼のためにＡに渡って文物をもた
らした僧侶を２人記せ。
問�６　Ａ～Ｃについて述べた次の各文の正誤を判断
し、○×の記号を解答欄に記せ。

　ア　Ａと日本とのあいだには正式な国交はなかった。
　イ　Ｂは日本と親交のあった渤海を滅ぼした。
　ウ　Ｃと日本とのあいだには正式な国交が開かれた。

問１ 問２ 問３ 問４ 問５

（2点×5＝10点）

問１Ａ Ｂ Ｃ 問２ 問３ 問４

問５ 問６ア イ ウ

（2点×13＝26点）�

ご採用特典として
❶本文テキストデータ（Word）
❷解答あり＆解答なしの書籍紙面データ（PDF）

※書籍紙面データには、許諾上の理由から写真は掲載しておりません。

❸タブレット等への配信と、解答の集計が可能な「Google Forms 版解答欄」
※ご使用に際して Google アカウントの取得が必要です。
をご提供いたします。
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読みといてみよう①
月 日 得 点
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１ 貝の花貝塚

貝の花貝塚（千葉県）は縄文時代の集落遺跡である。

   　 貝塚と住居跡の広がり方や等高線に着目して、
縄文時代の集落のあり方について説明してみよ
う。

23

25

25

23

28

住居跡
貝塚

（等高線の間隔は1m）

（
当
時
は
海
）

40m0

28

問

２ 吉野ヶ里遺跡

吉野ヶ里遺跡（佐賀県）は、内外２重の環濠をめぐらした弥生時
代の集落遺跡である。内濠の張り出し部には、望楼かと思われ
る掘立柱の建物跡などがみつかっている。

　  　 集落の周りを濠で囲ったのはなぜだろうか。
　  　 内濠で囲まれた範囲にはどのような身分の人

が居住していたのだろうか。

問１
問２

４ 憲法十七条

   　 憲法十七条はだれに向けて出されたのだろうか。ま
た、なぜこのような性格の憲法が必要だったのだろ
うか。当時の内政・外交をふまえて説明してみよう。

一 に曰
いわ

く、和
わ

を以
もっ

て貴
たっと

しとなし、忤
さか

ふること無き
を宗
むね

とせよ。
二 に曰く、篤

あつ

く三
さん

宝
ぽう
〔仏教〕を敬へ。

三 に曰く、 詔
みことのり

〔天皇の命令〕を 承
うけたまわ

りては必ず謹
つつし

め。
君をば則

すなわ

ち天
あめ

とす。臣をば則ち地
つち

とす。
十 二に曰く、 国

くにのみこともち

司 ・ 国
くにのみやつこ

造 、百
おおみたから

姓に斂
おさ

めとる〔税
を不当にとる〕ことなかれ。国に二

ふたり

の君なく、民
に両
ふたり

の主
あるじ

なし。率
くにのうち

土の兆
おおみたから

民〔すべての人民〕、王
きみ

を
以て主とす。

十 七に曰く、それ事は独り断
さだ

むべからず。必ず 衆
もろもろ

と 論
あげつら

ふべし。

問

３ 古墳時代中期の大型前方後円墳

旧国別に５世紀の最大規模の前方後円墳の大きさを示した。

   　 前方後円墳の分布からどのようなことがわか
るか。

400m

200

0

古墳の大きさ

200km0

問

♳

♴
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蛮貿易■海禁■　下海通藩の禁の略。中国の明・
清
しん

両朝の政策で、人民の海外渡航を禁止
するとともに、貿易を、中国を宗

そう

主
しゅ

国
こく

と
する国々との朝貢貿易に限った。

解答 銀の交易と鉄砲伝来▶❶石
いわ

見
み

銀
ぎん

山
ざん

　
❷生

き

糸
いと

　❸海
かい

禁
きん

政策
解答 ❹大

だい

航
こう

海
かい

時代　⑤ゴア　⑥種
たねが

子島
しま

　
❼鉄砲　⑧種子島時尭
キリスト教と南蛮貿易▶①イエズス会　
❷フランシスコ =ザビエル　❸キリスト
教　❹キリシタン大名　❺南

なん

蛮
ばん

人
じん

　❻南

近世への転換
戦国大

だい

名
みょう

が列島各地に割拠していた16世紀半ば、日本では銀

が大増産され、また海上航路でアジア交易に参入してきたヨ

ーロッパ人によって鉄
てっ

砲
ぽう

やキリスト教が伝えられた。国際的な交易の活性化や外

来の技術・思想にどのように対応するかが、為政者たちに問われる時代となった。

以後、有力な大名による領
りょう

国
こく

の統合が急速に進み、16世紀末には豊
とよ

臣
とみ

秀
ひで

吉
よし

によ

って全国が 1つの政権のもとに統合された。素
す

性
じょう

の定かでない身分に生まれて

関
かん

白
ぱく

にまでなった秀吉は、この間の激しい社会の変動を象徴している。

　秀吉は家
か

臣
しん

・大名を編成する過程で、新しい方法による検
けん

地
ち

や石
こく

高
だか

による知
ち

行
ぎょう

制
せい

を採用し、武士・家臣と百姓・町人とを区別して、村と町を基盤とする新

しい支配の仕組みを築き上げた。それと同時に中国への侵攻を掲げて朝鮮侵略を

強行し、明
みん

を中心とする東アジアの国際秩序を大きくゆるがすことになる。

銀の交易と鉄炮伝来
1530年代以降、山陰の代表的銀山である❶ 　 　

　 などで、朝鮮から伝わった灰
はい

吹
ふき

法
ほう

という新し

い精
せい

錬
れん

技術が導入され、銀が大幅に増産された。中国の明は16世紀になると税の

銀納化を進めていたので、日本産の銀が大量に中国に流入した。その対価として
中国産の❷ 　 などが日本にもたらされ、日中間の貿易が活発になった。

しかし、明は民間の貿易を認めない❸ 　 　 　 を続けていたため、そ

の取締りに対抗して武装した中国人を中心とする密貿易商人（後期倭寇）が活躍し

た。

　一方、ヨーロッパの南西の端に位置するポルトガルは、15世紀になるとアフリ

織豊政権1

カへの探検を進め、インド・東南アジアの特産品である香辛料を求めて、15世紀

末にはインドへの航路を開拓した。スペインはアメリカ大陸から太平洋を横断し

てフィリピンへ進出した。ローマ教皇が率いるカトリック教会も海外への布教を

積極的に後押しした。こうしてヨーロッパを中心に世界の諸地域が広く交流する

❹ 　 　 　 　 という時代が始まった。

　ポルトガルは1510年にインド西部の⑤ 　 を攻略し、翌年にはマラッカ

（現、マレーシア）も占領し、1540年代になると九州各地に漂着もしくは来航する

ようになった。1543（天
てん

文
ぶん

12）年、中国人密貿易商人の有力者王
おう

直
ちょく

の船に乗った

ポルトガル人が大
おお

隅
すみ

の⑥ 　 　 に漂着し、❼ 　 をもたらした。島

主の⑧ 　 　 　 　 は家臣にその使用法と製造法を学ばせ、⑦ 　

製造の技術は和
いず み

泉の堺
さかい

や近
おう み

江の国
くに

友
とも

など各地に広まった。戦国大名のあい

だに⑦ 　 は急速に普及し、足
あし

軽
がる

隊の編成など軍隊・戦術のあり方や城の

構造にも変化をもたらした。

キリスト教と南蛮貿易
1549（天文18）年、① 　 　 　 　 （耶蘇会）

の 宣
せん

教
きょう

師
し

❷ 　 　 　 　 　 = 　

　 　 が、やはり中国人商人の船で鹿児島に来航し、❸ 　 　 　

　 を伝えた。彼は山口や豊
ぶん

後
ご

府
ふ

内
ない

（大分市）などで布教し、以後、つぎつ

ぎに宣教師が来日して、多くの信者を獲得した。とくに九州の大名の中には貿易

の利益を得る目的もあってキリスト教に帰依する者（❹ 　 　 　 　 　

　 という）が現れ、家臣や領民の改宗・入信を進めたが、それが家臣団の

内部対立や大名相互の戦いのきっかけにもなった。

　明
みん

は1560年代末には海
かい

禁
きん

を緩和して中国人商人の東南アジア渡航を許可したが、

日本への渡航は認めなかった。そのため中国南部のマカオに進出していたポルト

ガル人が中国・日本間の貿易に乗り出し、長崎などへ入港するようになった。当

時の日本の人々は、ポルトガル人や少し遅れて来航したスペイン人を「❺ 　

　 」と呼んだので、この貿易を❻ 　 　 　 という。やはり生
き

糸
いと

・絹織物などの中国物産と日本の銀とが交易された。こうしてアジアの経済交

世界やアジアの経済・交易が活発になる中、16世紀末には日本列島の権力を１つに統合し
た天

てん

下
か

人
びと

が出現した。そのもとで武士・百姓・町人のあり方も大きく変化し、日本列島は
近世という新しい時代を迎える。国内外のどのような動きによって、どのような時代に入
っていったのだろうか。

近世の幕開け
第8章

第
8
章
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詳説日本史スタンダードテスト
詳説日本史

日探705準拠

B5判　136頁＋解答24頁　2色刷　定価825円（10％税込）　ISBN978-4-634-02242-3

⚫�知識問題を中心に『詳説日本史』（日探705）の内容を確認する標準的な難
易度のテスト集です。
⚫�教科書の流れに沿った見開き1テーマ構成で、授業との併用や自学学習
にも最適です。
⚫�各部（時代）ごとに、「思考力・判断力・表現力」をはかる「読みといてみ
よう」のページも設けています。

A5判　336頁　2色刷　定価1,100円（10％税込）　ISBN978-4-634-01221-9

⚫��『詳説日本史』（日探705）の文章を読み進めながら、空欄に重要用語を
書きこむ学習参考書です。
⚫歴史の流れをつかみながら、歴史用語を正しく書けるように訓練します。
⚫�教科書の注は、本文に組み込みました。また、必要に応じて整理欄を
設け、文学作品や美術品の一覧表や写真を掲載しています。

●�2023年秋� 『日本史総合テスト』　
●�2023年12月� 『日本史用語集』　
●�2024年春� 『山川一問一答�日本史』
●�2024年夏� 『よくでる一問一答�日本史』

書きこみ教科書 詳説日本史
詳説日本史

日探705準拠

Word PDF Google
Forms

テスト形式で、見開きで100点に
なるよう構成しています。

大問ごとに記入しやすい
解答欄を設けています。

各部(時代)ごとに「読みと
いてみよう」のページを設
け、資料に関連した思考・
記述問題に取り組めます。

地図や写真、史料、図などを用い
た問題も多く収録しています。

今後の刊行予定

必要に応じて整理欄を設けています。
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1872 〔岩　倉　具　視〕米欧巡回、米で改正交渉に入るが、中途で断念
1878 〔寺　島　宗　則〕税権回復を主眼、米は同意、英・独などの反対で失敗
1882
～87
〔㋐ 〕法・税権一部回復を主眼。外国人判事の任用問題や欧化政策（鹿鳴館時代）への批判で失敗

1888
～89
〔㋑ 〕国別交渉、外国人判事の大審院任用問題で挫折

1891 〔㋒ 〕法権回復を主眼、英は同意したが大津事件で挫折
1894 〔㋓ 〕日英通商航海条約締結（法権回復、税権一部回復）
1899 〔青　木　周　蔵〕改正条約発効（有効期間12年）
1911 〔㋔ 〕税権完全回復の新条約締結

整理 条約改正への歩み

■海禁■　下海通藩の禁の略。中国の明・
清
しん

両朝の政策で、人民の海外渡航を禁止
するとともに、貿易を、中国を宗

そう

主
しゅ

国
こく

と
する国々との朝貢貿易に限った。

解答 銀の交易と鉄砲伝来▶❶石
いわ

見
み

銀
ぎん

山
ざん

❷生
き

糸
いと

❸海
かい

禁
きん

政策

近世への転換
戦国大

だい

名
みょう

が列島各地に割拠していた16世紀半ば、日本では銀

が大増産され、また海上航路でアジア交易に参入してきたヨ

ーロッパ人によって鉄
てっ

砲
ぽう

やキリスト教が伝えられた。国際的な交易の活性化や外

来の技術・思想にどのように対応するかが、為政者たちに問われる時代となった。

以後、有力な大名による領
りょう

国
こく

の統合が急速に進み、16世紀末には豊
とよ

臣
とみ

秀
ひで

吉
よし

によ

って全国が 1つの政権のもとに統合された。素
す

性
じょう

の定かでない身分に生まれて

関
かん

白
ぱく

にまでなった秀吉は、この間の激しい社会の変動を象徴している。

　秀吉は家
か

臣
しん

・大名を編成する過程で、新しい方法による検
けん

地
ち

や石
こく

高
だか

による知
ち

行
ぎょう

制
せい

を採用し、武士・家臣と百姓・町人とを区別して、村と町を基盤とする新

しい支配の仕組みを築き上げた。それと同時に中国への侵攻を掲げて朝鮮侵略を

強行し、明
みん

を中心とする東アジアの国際秩序を大きくゆるがすことになる。

銀の交易と鉄炮伝来
1530年代以降、山陰の代表的銀山である❶

などで、朝鮮から伝わった灰
はい

吹
ふき

法
ほう

という新し

い精
せい

錬
れん

技術が導入され、銀が大幅に増産された。中国の明は16世紀になると税の

銀納化を進めていたので、日本産の銀が大量に中国に流入した。その対価として
中国産の❷ などが日本にもたらされ、日中間の貿易が活発になった。

しかし、明は民間の貿易を認めない❸ を続けていたため、そ

の取締りに対抗して武装した中国人を中心とする密貿易商人（後期倭寇）が活躍し

た。

　一方、ヨーロッパの南西の端に位置するポルトガルは、15世紀になるとアフリ

カへの探検を進め、インド・東南アジアの特産品である香辛料を求めて、15世紀

末にはインドへの航路を開拓した。スペインはアメリカ大陸から太平洋を横断し

てフィリピンへ進出した。ローマ教皇が率いるカトリック教会も海外への布教を

積極的に後押しした。こうしてヨーロッパを中心に世界の諸地域が広く交流する

④ という時代が始まった。

織豊政権1
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本文は原則、教科書どおりで
す。なお、教科書の注は本文
に組み込みました。

解答欄は解答の書きこみやす
い大きさで、解答字数分の下
線を付けています。

教科書でゴシック体の重要語句を空欄とした場合
は、解答番号の数字を白抜きで示しています。

適宜、理解に役立つ歴史事項
の解説を掲載しています。

解答はページごとに下段にまとめて
います。スムーズな答え合わせが可
能です。

※書店店頭での販売はいたしません
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年間指導計画・評価規準例 （※３単位、年間105時間）

詳説日本史

節 章 節

配当時

学習内容とねらい

評価の規準

月 授業
時数

授業
時

知識・技能
【評価の方法】

定期考査／提出課題／発問評価

思考・判断・表現
【評価の方法】

定期考査／提出課題／発問評価／発表・レポート提出

主体的に学習に取り組む態度
【評価の方法】

提出課題／授業態度／発表・レポート提出

第
Ⅰ
部　
原
始
・
古
代

第1章
日本文化のあけぼの

１　文化の始ま
り

4月

4

1
2
①人類文化の発生を考え、日本列島における旧石器文化・縄文文化の時代の社会を理解する。
②打製石器・磨製石器・縄文土器の発掘、竪穴住居の状況など考古学の成果によって教科
書の叙述が成り立っていることに気づく。

日本列島における旧石器文化・縄文文化の成立と
変容を、自然環境の変化や大陸との影響に着目し
て理解している。

黒曜石などの考古資料をもとに、集落・風習・食
生活の変化などを踏まえて旧石器文化・縄文文化
の社会について考察し、表現している。

黎明期の日本列島の歴史的環境と文化の形成につ
いて考察することを通じて、旧石器文化や縄文文
化の特色を明らかにしようとしている。

２　農耕社会の
成立

3
4

①大陸からの稲作伝播の様子や地域性の顕著な道具の分布を踏まえて、弥生文化の形成を考察する。
②集落・墓の変容から富の蓄積を理解し、小国が形成される過程を東アジア世界との交流
と関連づけて考察する。
③原始社会の特色についての考察を踏まえ、時代を通観する問いを表現する。

水稲耕作の開始・金属器の伝来が弥生文化の社会
に与えた影響を理解し、弥生土器などの出土品か
ら得られる情報を収集して読み取る技能を身につ
けている。

小国の形成から邪馬台国などの小国の連合につい
て、環濠集落や武器の出現、「魏志」倭人伝などの
文献資料にもとづき、国内外の情勢を踏まえて多角
的に考察した結果を、根拠を示して表現している。

日本列島における農耕社会の特色とともに、国家
の形成につながるような社会構造の変化について
考察することを通じて、弥生文化の特色を明らか
にしようとしている。

歴史資料と
原始・古代の展望

①古代社会と海
外との交流

2

5
①中国の歴史書の記事をもとに、日本列島の倭の小国やヤマト政権（倭国）と中国・朝鮮半
島の諸国との交流について、多面的・多角的に考察する。
②古代の対外交流がヤマト政権や律令国家の展開に向かってどのように変化していったか、
仮説を表現して展望する。

中国の歴史書の記事をもとに、資料から歴史に関
わる情報を収集して読み取る技能を身につけてい
る。

中国の歴史書の特性を踏まえ、資料を通して読み
取れる情報から、原始・古代の特色について多面
的・多角的に考察し、仮説を表現している。

日本列島における小国およびヤマト政権と中国・
朝鮮半島などとの交流について考察することを通
じて、古代の対外交流の実態を明らかにしようと
している。

②木簡から古代
国家を探る 6

①遺跡から出土した木簡の記載内容をもとに、文書主義を特徴とする律令制のもとで人・
物・情報がどのように移動していたのか、多面的・多角的に考察する。
②古代の中央・地方をめぐる物流や地方における文字文化の広がりについて、仮説を表現
して展望する。

木簡の記録をもとに、資料から歴史に関わる情報
を収集して読み取る技能を身につけている。

木簡の特性を踏まえ、資料を通して読み取れる情
報から、原始・古代の特色について多面的・多角
的に考察し、仮説を表現している。

木簡を資料として活用し、律令国家における文字
文化の広がりについて主体的に考察しようとして
いる。

第2章
古墳とヤマト政権

１　古墳文化の
展開

4

7
8

①地域の首長の出現から統一国家に至る過程を、古墳の変容からとらえる。
②ヤマト政権による国家の形成過程について、東アジア世界との関係を踏まえて考察する。
③古墳時代後期から終末期の変容と、ヤマト政権の政治制度を理解する。

国家の形成と古墳文化について、中国大陸・朝鮮
半島との関係に着目して、小国の形成過程や古墳
の特色を理解している。

中国の歴史書の記事、日本列島内外の金石文、小
国の王墓の副葬品などをもとに、中国大陸・朝鮮
半島との交渉がもつ意味や、小国の形成過程につ
いて多面的・多角的に考察し、表現している。

中国大陸・朝鮮半島との関係などに着目して、小
国の形成について考察することを通じ、古墳文化
の展開とのつながりを見出そうとしている。

２　飛鳥の朝廷

5月

9
10

①ヤマト政権の権力争いや大陸文化の摂取に着目して、飛鳥時代を考察する。
②飛鳥文化に世界の諸地域の文化の影響がみられることを理解する。

推古天皇・厩戸王・蘇我馬子による政権運営や飛
鳥文化の特色について、中国大陸・朝鮮半島との
関係などに着目して理解している。

仏教の受容や遣隋使の派遣などの大陸との交流に
ついて、資料をもとに考察した結果を、根拠を示
して表現している。

中国大陸・朝鮮半島との関係などに着目して、推
古朝の政治や文化の展開についての課題を主体的
に追究しようとしている。

第3章
律令国家の形成

１　律令国家へ
の道

6

11
12

①律令国家が成立するまでの政治過程について考察する。
②律令にもとづく国内統治体制について理解する。

隋・唐など中国王朝との関係と政治への影響に着
目して、東アジア情勢の変容と政治の関係、律令
体制の成立過程などを理解している。

天智朝・天武朝・持統朝の政治動向に着目して、
律令体制整備の過程について考察し、表現してい
る。

隋・唐など中国王朝との関係と政治への影響など
に着目して、律令体制の成立過程とのつながりを
明らかにしようとしている。

２　平城京の
時代

13
14

①律令体制の完成期としての奈良時代を、律令体制の状況を多角的・多面的にとらえて考
察する。
②平城京における政治動向について、土地政策も含めて考察する。

平城京における大宝律令・養老律令による律令体
制の整備について、遣唐使の派遣や地方社会との
関わりなどに着目して理解している。

文献資料をもとに、藤原氏を中核とする政治抗争の
進展と墾田永年私財法にみられる土地制度の変容
を関連づけて考察し、根拠を示して表現している。

平城京の造営と奈良時代の政治の動向に着目して、
律令体制の展開に関する課題を主体的に追究しよ
うとしている。

３　律令国家の
文化 15

①律令国家の成立期に当たる白鳳文化の形成過程について考察する。
②天平文化における政治性と国際性、国家仏教の展開などに着目して、古代国家の展開を
理解する。

隋・唐など中国王朝との関係と文化への影響など
に着目して、律令体制の形成と密接に関連する仏
教文化の特色を理解している。

盛唐文化の受容を踏まえ、国史などの編纂や仏教
美術の展開、仏教の興隆による鎮護国家の思想の
誕生などについて考察し、表現している。

隋・唐などの中国王朝から導入された文化を考察
し、政治や社会の動きとのつながりを見出そうと
している。

４　律令国家の
変容 16

①平安前期を中心とした古代国家の推移について、東北経営や政治改革、地方統治の変容
を踏まえて、律令体制の変質を考察する。
②東アジアとの関係を踏まえて、唐風文化である弘仁・貞観文化を理解する。

東アジアとの関係の変化や社会の変化と文化との
関係などに着目して、平安遷都前後の諸政策や平
安初期の文化の変容を理解している。

蝦夷や東アジア世界との関係の変化を踏まえて、中央
における藤原北家の台頭、地方における土地支配体制
の動揺について考察し、根拠を示して表現している。

東アジアとの関係の変化や社会の変化を考察する
ことを通じて、文化とのつながりを主体的に追究
しようとしている。

第4章
貴族政治の展開

１　摂関政治

4

17
①藤原氏による摂関政治の成立過程と政治運営への影響について考察する。
②日本と東アジアとの関係において、民間の貿易や交流が中心となったことをとらえる。

藤原北家が権力を掌握していく過程を資料から読
み取り、律令体制の変容の観点から摂関政治を理
解している。

奈良時代の政治や平安初期の政治改革とも比較し
ながら、摂関政治の特色について考察し、根拠を
示して表現している。

唐の衰退と東アジア情勢の変化が日本社会に与え
た影響を考察することを通じて、摂関政治期の社
会の特色を明らかにしようとしている。

２　国風文化 18
①大陸文化の消化と末法思想を前提とした新しい貴族文化として、国風文化が展開された
ことを理解する。
②摂関政治の在り方と文化の展開に、どのような関係があるかを考察する。

大陸からの文物の定着を前提として、平安時代に
はより日本の風土にあった文化が形成されたこと
を理解している。

国際関係の変化や遣唐使の廃止などを踏まえ、浄
土教の出現による浄土の信仰の変容、かな文学の
成立による国文学の発達などに着目して、貴族の
生活・文化の特色を考察し、表現している。

平安時代の政治の在り方と文化との関係を考察す
ることを通じて、そのつながりを見出そうとして
いる。

３　地方政治の
展開と武士

6月

19
20

①律令制にもとづく地方統治体制の崩れへの対応が、公領支配の変質、荘園の拡大をもた
らした経過を考察する。
②地方の反乱やその鎮圧など、武士の成長過程について、源氏などを例にとって考察する。

地方の諸勢力の成長と影響などに着目して、律令
制度の実態や地方における開発、治安の維持、荘
園の発達などについて、その特色や変容を理解し
ている。

文献資料を活用して、国司の支配の変容と公領の
変質、荘園の発達を踏まえて地方支配の状況を考
察し、根拠を示して表現している。

国司の在り方や徴税方式の変化、武士の出現など、
地方の豪族や武力をもった勢力の動向が政治・社
会に与えた影響を明らかにしようとしている。

第
Ⅱ
部　
中
世

第5章
院政と武士の躍進

１　院政の
始まり　

3

21
①院政期前後の土地支配形態を踏まえて、院政期の政治・経済・社会・文化を理解する。
②外戚関係や人材登用など、後三条天皇が摂関家に遠慮せず改革を進めた背景を考察する。

貴族政治や土地制度の変容などをもとに、諸資料
から得られる情報を適切かつ効果的に調べてまと
め、古代から中世の国家・社会の変容を理解して
いる。

武士が台頭する契機や、この時期の土地制度の仕
組みなどを考察し、古代から中世への時代の転換
について根拠を示して表現している。

中世社会の特色について多面的・多角的に考察す
ることを通じて、時代を通観する問いを表現し、
追究しようとしている。

２　院政と
平氏政権

22
23

①政治の動向、国際関係・経済・文化への対応を踏まえて、平氏政権の特性について考察
する。
②古代から中世への変化について考察し、時代を通観する問いを表現する。

平氏政権の台頭とその背景、宋との交易などにつ
いて、諸資料から様々な情報を読み取り、武士の
政治進出について理解している。

武家政権の権力基盤となる武士の土地所有に至る
変化を考察し、歴史における土地の支配や所有が
もつ意味について多面的・多角的に考察し、表現
している。

古代との比較などを通して、中世では同じ時期に
政治的な力をもつ勢力が複数存在していたことな
ど、中世の特色を探究しようとしている。

歴史資料と
中世の展望

絵画から中世社
会を探る 2 24

25
①政治や文化の中心であった中世の京都を描いた絵画作品から、情報を収集して読み取る
技能を身につける。
②資料から適切に読み取った情報をもとに、中世の特色についての仮説を表現して展望する。

『年中行事絵巻』『一遍上人絵伝』『洛中洛外図屛風』
を比較して、様々な情報を適切かつ効果的に調べ
てまとめている。

複数の絵画資料に描かれている中世の都大路の様
子を比較した結果について、時代を通観する問い
を踏まえて考察し、仮説を表現している。

中世の京都を描いた絵画資料から得られる情報を
もとに、中世社会の特色について主体的に課題を
見出そうとしている。

第6章
武家政権の成立

１　鎌倉幕府の
成立

6

26
①鎌倉幕府が東国の地方政権から全国的な武家政権に成長していく過程を理解する。
②鎌倉幕府の成立時期をめぐる諸説に関して、それぞれの根拠を明確にして考察する。

諸資料から情報を読み取り、源平争乱から鎌倉幕
府の成立過程、幕府と朝廷の二元的支配構造、封
建制度の成立などについて理解している。

幕府と朝廷の二元的支配構造の特色について、諸
資料から得られた情報をもとに、根拠を明確にし
て表現している。

鎌倉幕府の成立過程や封建制度の形成に関する課
題を主体的に追究し、前の時代とのつながりを見
出そうとしている。

２　武士の社会 27
28

①承久の乱にともなう公武関係の変化に着目して、将軍独裁体制から執権政治の確立に至
る過程を理解する。
②武士の生活と地方支配を通じて、土地に対する実質的な支配権を地頭が掌握するに至っ
た過程を考察する。

承久の乱が幕府と朝廷との関係に与えた影響につ
いて、諸資料から適切に情報を読み取り、理解し
ている。

武家と公家の関係の変化が土地の支配に及ぼした
影響を考察し、根拠を明確にして表現している。

公武関係の変化による武家政権の展開に着目し、
鎌倉時代を通じた武家の支配の特質について主体
的に追究しようとしている。

※小社HPに全体のExcelファイルを用意しています。

社会的事象の歴史的な見方・考え方を働かせ、課題を追究したり解決した
りする活動を通して、広い視野に立ち、グローバル化する国際社会に主体
的に生きる平和で民主的な国家および社会の有為な形成者に必要な公民と
しての資質・能力を育成することを目指す。

教科書：『詳説日本史』
副教材：『詳説日本史ノート』
　　　　『詳説日本史授業用整理ノート』
　　　　『詳説日本史図録』

学習の到達目標 使用教科書・副教材

科目全体の評価の観点（指導要領の目標）
知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

我が国の歴史の展開に関わる諸事象について、
地理的条件や世界の歴史と関連づけながら総合
的にとらえて理解しているとともに、諸資料か
ら我が国の歴史に関する様々な情報を適切かつ
効果的に調べまとめる技能を身につけるように
する。

我が国の歴史の展開に関わる事象の意味や意
義、伝統と文化の特色などを、時期や年代、推
移、比較、相互の関連や現在とのつながりなど
に着目して、概念などを活用して多面的・多角
的に考察したり、歴史にみられる課題を把握し
解決を視野に入れて構想したり、考察、構想し
たことを効果的に説明したり、それらをもとに
議論したりする力を養う。

我が国の歴史の展開に関わる諸事象について、
よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に探
究しようとする態度を養うとともに、多面的・
多角的な考察や深い理解を通して涵養される日
本国民としての自覚、我が国の歴史に対する愛
情、他国や他国の文化を尊重することの大切さ
についての自覚などを深める。

詳
説
日
本
史
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指導者用デジタル教科書（教材）
学習者用デジタル教科書

日本史探究

日探705準拠 日探706準拠

⚫�デジタル教科書は「指導者用」「学習者用」ともに［インストール版］［クラウド版］を�
ご用意しています。

⚫�ビューアの基本機能（ズーム表示や書き込み等）は「指導者用」「学習者用」共通です。
⚫�「指導者用」には、授業に便利な独自のアプリ機能がつきます。

※画像は『詳説日本史』のサンプルです。

「指導者用デジタル教科書（教材）」と「教師用指導書 授業実践編 付属データ集」は、それぞ
れ別の商品のため、混同されないようにご注意ください。
⚫�「指導者用デジタル教科書（教材）」は、教科書の電子書籍版に教材アプリの機能がついた
商品です。
⚫�「教師用指導書 授業実

践編 付属データ集」は
紙面PDFや図版データ、
スライド、準拠テスト
例などが収録されたコ
ンテンツ集です。
　 ➡p.28

�
➡p.58

★ご注文の前にご確認ください★

「指導者用デジタル教科書（教材）」と
「学習者用デジタル教科書」の違い

「指導者用デジタル教科書（教材）」「学習者用デジタル教科書」共通機能

検索 用語を入力して掲載ページを検索・
移動します。 道具 タイマー、ふせん、ポインター、リ

ンク貼り付けなどが使用できます。

ペン
マーカー

色、透明度、太さの設定が変更でき
ます。 記録 書き込みをした内容の保存、読み込

みができます。

図形
スタンプ

図形は色、透明度、太さが選べます。ス
タンプは初期登録の素材の他、画像デー
タを読み込んで貼ることができます。

表示設定
全画面表示への切替えや、紙面上の
クリックポイントの表示などの設定
ができます。

消す 消しゴムでの部分消去や全消去、「元
に戻す／やり直す」操作ができます。 ズーム 紙面の拡大表示ができます。

リンク 教科書紙面の2次元コードは動画や文書のアイコンとなっており、動画視聴Webサイトや関連コン
テンツへとリンクします。※オンライン環境が必要です。

「指導者用デジタル教科書（教材）」独自機能

◦地図・グラフアプリ
アプリアイコン がついている地図・グ
ラフは、凡例（領域・矢印など）やデー
タ系列ごとに表示／非表示の切替えがで
きます。必要に応じて、特に説明したい
要素だけを表示することができます。

◦めくり紙アプリ

◦Q&Aアプリ
デジタル紙面の発問の部分をクリック／タッチすることで、問い
かけに対する解答例のスライドを表示することができます。
（問いかけのスライド・解答例のスライドをボタンで切り替える
ことが可能です）

図版の特定の文字を隠す「めくり紙」が設定されているアプリです。
めくり紙の部分をクリック／タッチすると隠れている文字が表示されます。
「全表示」ボタンで、すべてのめくり紙を同時に外すことができます。

教師用指導書 授業実践編付属データ集DVD-ROM

教科書紙面PDF

教科書図版データ

教科書テキストデータ 評価規準例

準拠テスト例

授業用スライド

指導書紙面PDF

JPEG

Word

Word

Excel

PowerPoint

※サンプルは「詳説世界史」より抜粋

指導者用 学習者用サンプル版は
こちら！
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指導者用デジタル教科書（教材）／
学習者用デジタル教科書

日本史探究

⚫�「インストール版」はDVDを納品します。各端末にインストールしてご利用ください。
　※リンク先のサイトに遷移する際は、オンライン環境が必要となります。
⚫�「クラウド版」は各端末のブラウザでクラウドサーバーにアクセスしてオンライン環境にて
ご利用ください。

「インストール版」と「クラウド版」の違い

⚫�（インストール方法①）各利用端末に直接インストールしてご利用ください。
　��※端末インストール（スタンドアロン）はWindows�PCのみの対応となります。

⚫�（インストール方法②）DVD-ROMに収録されているデジタル教科書のデータを学校・教
育委員会等に設置されているWebサーバーにアップロードして各利用端末からアクセスし
てご利用ください。�※ファイルサーバーは動作保障環境の対象外です。

【同一の学校建物内の指導者用端末に限りインストール数の制限なし】

［インストール版］

指導者用／学習者用　　デジタル教科書　商品概要

⚫�小社からライセンス証・学校管理者向けスタートガイドをお送りします。スタートガイド
に沿って初期設定の作業をしていただくことで、完了後、ライセンス証記載のご利用開始
日よりご利用いただけます。
⚫�オンライン環境にて、各利用者端末から当社指定のクラウドサーバーへアクセスしてご利
用ください。

【校内フリーライセンス】

[クラウド版]

指導者用デジタル教科書（教材） 学習者用デジタル教科書

税込み価格
（本体価格）
※ インストール版、
　クラウド版共通

①�教師用指導書授業実践編�付属データ集DVD-ROM付　1冊
②教師用指導書研究編　1冊
③指導者用デジタル教科書

3点セット価格　
定価55,000円（10％税込）

（本体50,000円）

１人につき
定価1,100円（10%税込）

（本体1,000円）

インストール版利用期間 教科書ご利用期間内（最長4年間） 教科書ご利用期間内（最長3年間）
クラウド版利用期間 教科書ご利用期間内（最長4年間） 教科書ご利用期間内（最長3年間）

ライセンス形態
学校内フリーライセンス
ご購入いただくことで、学校内の指導者用端
末で何台でもご利用が可能です。ライセンス
有効期間は4年間となります。

1ユーザー1ライセンス
必要な人数分のライセンスをご購入いただき、
学習者用端末でご利用ください。紙の教科書の
ご利用期間中はライセンスが有効となります。

利用者端末
動作環境

動作保証環境
◦iPad�OS※　ブラウザ：Safari
◦Chrome�OS※　ブラウザ：Google�Chrome
◦Windows�10/11　ブラウザ：Microsoft�Edge･Google�Chrome

※�iPad�OS・Chrome�OSはクラウド版、または学校内Webサーバー環境のみご利用可能。インストー
ル版（DVD版）の端末インストールはご利用いただけません。

基盤システム
デジタル教科書の提供・表示ビューアの基盤となるシステムとして「みらいスクールプラットフォーム」
（https://www.mirai-school.jp/platform/）を採用しています。
専用のビューアはMicrosoft�Edge、Google�Chrome等のブラウザで動作します。

※�紙の教科書をご採用いただいた場合に限り、対応する「指導者用デジタル教科書」「学習者用デジタル教科書」のライセンスをご購入い
ただくことが可能です。

※本資料のデジタル教科書の画面イメージ・記載内容は開発中の情報を含むため、製品版において変更になる場合があります。

約13,000点の地歴コンテンツが定額制で使い放題！

山川＆二宮ICTライブラリ
Webの 社 会 科 準 備 室

山川＆二宮ICTライブラリは、地理・歴史の教育コンテンツを定額制でご利用できる
Webサービスです。

●簡単検索！
フリーワード検索はもちろん、科目・時代・分野・地域やコン
テンツの種類にチェックを入れるだけで簡単に検索・絞り込み
ができます。また、2022年５月より〈書籍別検索〉機能を追
加。関連するコンテンツのリンク機能も充実し、さらに便利に
なります。

まずは無料トライアルを！
法人向け定額制コースをご検討の学校様には、ほぼすべてのコンテンツを２週間お使いいただける

〈無料トライアルパック〉をご用意しています。詳しくはこちらのサービスサイトをご覧ください。▼

●コンテンツ解説文
画像や動画には解説文がついています。生徒の興味や関心を
引き出すための導入や、プリント作成時の参考文として活用で
きます。

●マルチデバイス対応
ひとつのアカウントで、パソコン・タブレット・スマートフォ
ンなど様々なデバイスからご利用になれます。

ご利用中の先生の声

・�Google動画や自然地理アニメなど活用しています。（東
京都私立高校）
・�指導書を個別に購入するよりもコストパフォーマンスが
よく、価格相応と感じます。（静岡県公立高校）
・�授業準備の時間が短縮されました。マルチデバイスは
便利です。（東京都私立高校）
・�コンテンツがクラウドにあるので、ROMからダウンロー
ド等の手間がなく、大変効率的です。（大阪府私立高校）

これまで190校を超える学校様に
ご採用いただきました！

・地理歴史・公民科にご在籍の先生でしたら何名様でもご利用できます。
・同一敷地内の中高一貫校様は、中学校・高等学校ともご利用になれます。

法人向け定額制コース　77,000円／年（税込）

・クレジットカード決済のみのお取り扱いとなります。
・領収書の発行も可能です。

個人向け定額制コース　  1,320円／月（税込）

料金プラン

https://ywl.jp/service

サービスのお申し込み／
詳しいご説明はこちらから

ICTライブラリ  サービスサイト　検索

図表
年表 スライド

地図 動画

グラフ
統計 プリント
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日本史探究　著作者一覧
（2023年３月現在・五十音順）

高埜　利彦（たかのとしひこ）
学習院大学名誉教授
日本近世史
・・詳説日本史
・・高校日本史

沼尻　晃伸（ぬまじりあきのぶ）
立教大学教授
日本近代・現代史
・・詳説日本史
・・高校日本史

村　和明（むらかずあき）
東京大学准教授
日本近世史
・・詳説日本史
・・高校日本史

高橋　典幸（たかはしのりゆき）
東京大学教授
日本中世史
・・詳説日本史
・・高校日本史

野﨑　雅秀（のざきまさひで）
東京大学教育学部附属中等教育学校教諭
日本史教育
・・詳説日本史
・・歴史総合707

山口　輝臣（やまぐちてるおみ）
東京大学教授
日本近代史
・・詳説日本史
・・高校日本史

多田　万里子（ただまりこ）
埼玉県立熊谷西高等学校教諭
日本史教育
・・高校日本史

牧原　成征（まきはらしげゆき）
東京大学教授
日本近世史
・・詳説日本史
・・高校日本史
・・歴史総合707

湯川　文彦（ゆかわふみひこ）
お茶の水女子大学准教授
日本近代史
・・詳説日本史
・・高校日本史

豊田　基裕（とよだもとひろ）
東京都立大江戸高等学校教諭
日本史教育
・・高校日本史

三枝　暁子（みえだあきこ）
東京大学准教授
日本中世史
・・詳説日本史
・・高校日本史

吉田　伸之（よしだのぶゆき）
東京大学名誉教授
日本近世史
・・詳説日本史
・・高校日本史

中家　健（なかいえたけし）
東京都立小石川中等教育学校教諭
日本史教育
・・詳説日本史
・・歴史総合707

三谷　芳幸（みたによしゆき）
筑波大学准教授
日本古代史
・・詳説日本史
・・高校日本史

渡邉　宏明（わたなべひろあき）
海城中学高等学校教諭
日本史教育、日本近代史
・・詳説日本史
・・高校日本史
・・歴史総合709
・・中学歴史

會田　康範（あいだやすのり）
学習院高等科教諭
日本史教育
・・詳説日本史
・・高校日本史

大津　透（おおつとおる）
東京大学教授
日本古代史
・・詳説日本史
・・高校日本史

桜井　英治（さくらいえいじ）
東京大学教授
日本中世史
・・詳説日本史
・・高校日本史
・・中学歴史

老川　慶喜（おいかわよしのぶ）
立教大学名誉教授
日本近代・現代史
・・詳説日本史
・・高校日本史
・・歴史総合707

五味　文彦（ごみふみひこ）
東京大学名誉教授
日本中世史
・・詳説日本史
・・高校日本史

佐藤　信（さとうまこと）
東京大学名誉教授
日本古代史
・・詳説日本史
・・高校日本史

大熊　俊之（おおくまとしゆき）
埼玉県立不動岡高等学校教諭
日本史教育
・・高校日本史

早乙女　雅博（さおとめまさひろ）
東京大学名誉教授
考古学
・・詳説日本史
・・高校日本史

設楽　博己（したらひろみ）
東京大学名誉教授
考古学
・・詳説日本史
・・高校日本史

太田尾　智之（おおたおともゆき）
東京都立国立高等学校教諭
日本史教育
・・詳説日本史

坂上　康俊（さかうえやすとし）
九州大学名誉教授
日本古代史
・・詳説日本史
・・高校日本史

鈴木　淳（すずきじゅん）
東京大学教授
日本近代史
・・詳説日本史
・・高校日本史
・・歴史総合707

詳しい内容と豊富な史資料
信頼の教科書

詳説日本史

★�各時代・各分野をバランスよく記述、
充実した内容。
★�探究活動に取り組みやすい大きな図
版、豊富な史資料。
★�時代の特色をつかむ多様な問いかけ。

豊富な材料で楽しく学べる
生徒が読んでわかる教科書

高校日本史

★�要点をおさえた、わかりやすい教科書。
★�興味・関心を高める工夫と、豊富な史
資料。

日探705 日探706
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下記データは小社ホームページにアクセスしてご覧ください。

山川出版社ホームページ
収録データ　一覧

●観点別評価集計表
観点別評価の集計に便利なExcelファイルをご用意しました。
学校の先生が実際に使用しているシートです。
ホームページよりダウンロードしてご活用ください！

Topic！

Excel

●日本史探究教科書の紹介ページ
　・教科書の特徴紹介	 ・教科書ダイジェスト版		 PDF
　・内容解説資料		 PDF 	 ・年間指導計画作成資料		 Excel
　・教科書紹介動画

●デジタル教科書
　・商品概要
　・サンプル版
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